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『大丈夫だから。平気だから……』

　電話口の向こうから、言葉とは裏腹に疲ひ弊へいした声が届いた。

　電話の相手は、わたしが『たーくん』と呼んでいる大切な義理の弟。

　時間はすでに夜。外では虫も、申し訳程度に鳴いている。そんな時間であればこそ、たーくんはもうとっくに家へと帰っていなければいけないのに……。

　たーくんの様子がおかしくなったのは、幼おさな馴な染じみの理り恵えちゃんが記憶喪失に陥ってからだった。その日から、たーくんは家にいることが少なくなり、彼の生活は一変した。何か自暴自棄にも似た彼の行動は見ていて非常に危ういもので……。わたしはそんなたーくんを見ているのがすごく辛かった。

　だけど、わたしがたーくんの行動をどう諫いさめても、彼は生活を改めることなく、さらにその体を自ら痛めつけていく。彼が今、どこにいるのかも、何をしているのかも、わたしにはわからないままで……。彼を止めることができない自分が情けなくなって、泣きたくなる。

「大丈夫に聞こえないよ。たーくん、理恵ちゃんが記憶喪失になったから、頑張りたいのはわかるけど、頑張りすぎだよ……」

　それでもわたしは、たーくんに切実に訴えた。

　わたしの言葉で、彼が考えを改めてくれると。

　今度の言葉で、わたしの気持ちは届くのだと。

『心配しないで。ちゃんと、もう少ししたら帰るから……』

　しかし、わたしの願いにも似た思いとは裏腹に、たーくんの言葉は拒否のそれだった。もう少しという台詞せりふを、額面通りにわたしは受け取ることができない。だって、『もう少し』と言ってすぐに帰ってきたことがないのだから……。

　そして、その言葉を最後に、電話は切れてしまう。

　慌てて番号をリダイヤルした。

『おかけになった電話は、電波の届かない所にいるか、電源が入っていないため、かかりません……』

　願うように、リダイヤル。

『……の届かない所にいるか、電源が入っていないため、かかりません。おかけになった電話は、電波の届かない……』

　その後も、数秒時間をおいてリダイヤルするが、まったく繋がらない。自分の中で、すでに自分の限界を超え、溢れてしまっている焦しよう燥そう感かんがさらに募っていった。焦りが悲しみを助長し、目尻に少しずつ涙が溜まってしまう。

「お兄ちゃん、帰ってこないの……？」

　ふと、背後から、幼い声が耳に届く。

　慌てて振り返ると、パジャマ姿の夏なつ海みちゃんが心配そうな表情で立っていた。

「大丈夫よ、夏海ちゃん。たーくんは、ちょっとお出かけしてるだけだから」

　これはたぶん、自分に言い聞かせてるだけね……。自じ嘲ちようしてしまう。

　だけど、少しでも夏海ちゃんを不安にさせたくなかった。何も心配をさせないように、無理矢理に笑顔を作る。

　だけど、夏海ちゃんは不安を張り付かせた表情を緩めることはなかった。

　わたしは、誰も癒いやすことができない駄目な姉。それでも、涙だけは流すわけにはいかない。それこそ、夏海ちゃんを泣かせてしまうのだから。

「寂しいよ……」

　夏海ちゃんが消え入りそうな声で、たーくんに思いを馳はせるように呟つぶやく。まるで、心に突き刺さってくるよう……。

「夏海、悪いことしたのかな……。子供だから、頼りにならないのかな……」

　そんなことは絶対にない。

　ただ、たーくんは自暴自棄になっているだけで、夏海ちゃんが責を負う必要など、どこにもない。

　逆に、今の状況を止められないわたしこそが責を負うべきなのだから……。

「遅いから、もう寝なさい。もうすぐ、たーくんは帰ってくるから。ね？」

「うん……」

　わたしの言葉に促されて、夏海ちゃんは自分の部屋へと戻っていく。

　夏海ちゃんにはああ言ったものの、たーくんはまだ帰ってこないはず。

　結局、わたしには待つことしかできない……。

　たーくんが帰ってきたのは朝の五時過ぎ。そして、朝、わたしのご飯を食べることなく、たーくんは登校してしまった。

　心が擦り切れそうになる。

　何もできない自分に。思いが伝えられない自分に、とてもとても腹が立つ。

　そして、そんなすれ違いは、さらに何日も続くことになった。




　だけど、そんな日々も、唐突に終わりを告げられる。

　クラスメイトの咲さきちゃんに説得されたたーくんが、ようやく落ち着きを取り戻したからだ。そして、理恵ちゃんの記憶を取り戻すために、わたしたちの力を借りたいと頼ってくれた。

　それは、わたしが本当に胸を撫で下ろした瞬間。

　夏海ちゃんにも、いつものような満面の笑みが戻って、私も一安心する。

　たーくんは、今まで迷惑や心配を掛けてきたことを、わたしたちに丁寧に謝ってくれた。

　それからすぐにたーくんが抱えていた重荷は、すべて解決することになる。それに伴って、理恵ちゃんの記憶が戻り、近々退院することも決まった。

　それは、またいつも通りの生活に戻るということ。

　それは、誰もが望んでいた結末。

　そう。

　この話は、それで終わりのはず……。

　だけど。

「家族……、なのに……。姉、なのに……」

　大事な弟の、たーくんの心を自分が救うことができなかった。

　助けるべきは、家族であるわたしたちだったはずなのに。

　この悔かい恨こんはどれだけ心の中で言い訳を重ねても、消えることなく残っていた。
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「武たけちゃーん、朝だよー」

　間延びした穏やかな声が、微睡まどろみの中にいた俺の耳へと優しく届いた。久しぶりに聞いた気がする幼おさな馴な染じみの口から発せられた定型句は、覚かく醒せいを促すよりも先に俺に安あん堵ど感かんをもたらす。

　つまり、安心して寝た。

「ほらー。春はる姉ねえの朝ご飯冷めるよー。起きてー。退院して初めて起こすんだから、今日ぐらい早く起きるサービスしてよー」

　声で起きないと判断した幼馴染が、ベッドへと近づいてきて俺の身体を揺さぶってくる。布団越しに揺らされると、いくら朝が弱い俺でも徐々に眠気は消え失せた。

　幼馴染が入ってくる時にカーテンは開けられている。窓からは容赦なく秋の日射しが浴びせられた。

　そんな日射しに遠慮するようにゆっくりと目を開ける。

「あ、起きたねー」

　目の前には、隣に住む幼馴染、秋あき原はら理り恵えの顔があった。優しげな目がこちらに向いている。

　現実で通う学校の制服に身を包んだその身体は、まるで高校生の理想を投影したかのようにスタイルがいい。事実、彼女は『エターナル　イノセンス』と呼ばれる恋愛アドベンチャーゲームから現実に投影されたキャラクターということもあってか、その可愛さは現実離れしていた。

　トレードマークである純白の帽子をかぶって、そこから柔らかそうな髪が肩まで伸びている。部屋に差し込んでくる朝日は、彼女の髪を照らし、まるで彼女を光で包んでいるように見せていた。

　初めて見たわけでもないそんな姿の彼女に、思わず心を奪われる。

「……あたしの顔に、何か付いてる？」

　顔に付いている何かを取るかのように、自分の顔に手を当てる理恵。

　指が唇に当たった時、不意にこの前のことを思い出してドキリとした。




「子供の時からは、一歩前進だよ♪」




　思いがけない、理恵から唇への、キス……。

　病院でのシーンが、脳内に鮮明にフラッシュバックする。あの時、結ばれていた指の温もりすら再現された。

　頰ほおが赤くなるのを止められない。口を開こうにも、動揺してしまって何も言えない。起こしに来てくれるのが初めてのシチュエーションというわけでもないのに、心臓の鼓動は収まる気配を見せてくれなかった。

　俺はどうしても理恵の唇から目を逸らすことができずにいる。

　そして、そんな俺の動揺が伝染したのか、俺の視線の意味を悟ったのか、理恵も手を唇に当てて静止した。

「え……あ……。その……、えと……なうー……」

　言語機能を怪しくして、みるみるうちに頰が赤くなる理恵。

　理恵は助けを求めるように周りを見渡す。しかし、誰もいるわけがない。

　そして。

「じ、じゃあ！」

　彼女は逃げるように部屋を出ていった。

　朝食で一緒になるのだから、下に行ってもまた顔を合わせることになる。今ここで、逃げても本当に一時しのぎでしかないのに……。

　ただ、いつも通りに過ごすのは、今の俺たちにとって少々難易度が高いらしい。俺も実際、逃げたくなったからな……。




　着替えてから階下に降りて居間に向かうと、キッチンで朝食の準備をしていた春姉にいつも通り挨拶される。

「おはよう、たーくん。よく眠れた？」

「う、うん……」

　俺の義理の姉ということになっている一つ年上の春はる海み姉さん、通称春姉は、満面の笑みを浮かべていた。理恵と同じく、元は『エターナル　イノセンス』のゲームキャラだった人だ。

　腰まで伸ばした髪は今日も綺麗だった。大人らしさの中に、若干幼いイメージを抱かせる成長途上な顔でこちらを見ている。理恵と同じ冬服を着ているが、朝の準備のためフリルのエプロンを着けており、それが非常に家庭的かつ可愛らしい。それを眺めていると、俺に微笑ほほえみ返してくれる。いつもの春姉だった。

「理恵と夏なつ海みは？」

「夏海ちゃんは、顔洗ってるんじゃないかしら？　理恵ちゃんは、さっきすごい勢いで下りてきたけど……、家に戻ったのかなぁ……」

　俺の部屋に来たのは屋根伝いなのに靴はどうしたんだろう。近場への外出用サンダルでも使って一旦帰宅したのか？

　まぁ、朝食の頃には戻ってくるだろう。退院してから初めての朝食だしな。

「たーくん。まだお味噌汁温めてるから、今の内に顔、洗ってくるといいよ」

「ん、そーする」

　春姉に促されたため洗面所に向かう。そこには、歯を磨いている一つ年下な妹の夏海がいた。

「おはよー、お兄ちゃん」

「おはよう、夏海」

　口を濯すすぐのをやめて挨拶してくる夏海。

　小学生と言っても通じそうなほど小さな体で、それに比例した幼い顔立ち。見ているだけで保護欲が自然に湧き出てくるほどだ。髪を二つに束ねたツインテールがさらに幼さをアピールしている。

　夏海ももちろん、『エターナル　イノセンス』の登場キャラで、設定は主人公の義理の妹だ。春姉とは実の姉妹でもある。

「ちょっと待っててね。わたし、すぐに終わるから」

「ゆっくりでいいからな」

　再び、口を濯ぐ夏海。

　しばらくそれを眺めていると、やはり身体が小さいな、と感じる。身長は確か一四〇センチだったと記憶しているが、これは小学校五年生女子の平均身長程度といったところのはずだ。

　ゲームでは明らかに身体が小学生だというのに、高校生という設定を持つキャラクターが多数存在する。ゲーム内では小学生のような体格の高校生という設定がまかり通ることも多いが、現実では良くも悪くも注目を集めてしまう。

　ゲームにおいて身体を小学生のように設定されていた夏海は、精神的な幼さも手伝って、学校ではどうしても奇異の目を向けられることが多かった。特に学校生活の初期頃はクラスでも浮いていたのを確認している。

　それでも、ようやく学校にも馴染んできたところか。

　夏海も自分が幼いというゲームにはなかった自覚が現実で出てきたのか、少しずつ年相応になろうとしている。例えば、最近では朝方に布団に潜り込んでくることがなくなった。一人称も、自分の名前である『夏海』から、『わたし』になりつつある。

　それが寂しくない、と言えば噓になるが、夏海が選んだ道だというのなら、俺としては大事に見守っていきたい。

「お待たせー」

　歯磨きが終わった夏海は、洗面所から出て行った。

「おねーちゃーん、何か手伝うことあるー？」

　洗面所から出た夏海はキッチンの方に向かいながら、春姉の手伝いを申し出た。いつものことではあるが、大人になろうとしていても優しい妹のままで兄としては一安心だ。

　俺もさっさと顔を洗って、手伝おう。




　ギャルゲーユーザーなら。

　一度は誰でも主人公になってみたいと思ったことがあると思う。

　みんなが最初から自分に惚ほれていて、高たか嶺ねの花なあの子も、身近なあの子も、すでにフラグは立ってるみたいなそんな理想郷。ちょっと気難しいあの子もイベントをこなしていけば、今までの態度をひっくり返して甘えてくるとか、本当にそんなことがあったらもう最高だと思う。

　俺の日常がそんな夢のような状況になってから、もうそろそろ五カ月となる。

　今年の五月初旬、ゴールデンウィーク明け。俺のパソコンにいつの間にか、

『あなたの世界を変えてみませんか』

　という、うさんくさいスパムのようなメールが届いていたのだ。

　思いっきり疑いながらも、理想の世界やキャラクターを現実世界に投影できるということで、俺は返信した。『エターナル　イノセンス』という恋愛アドベンチャーゲームが反映されるように選択して。

　そして、荒こう唐とう無む稽けいな話にもほどがあるが、現実は俺の設定通りになってしまったのだ。

　本来、俺にはいないはずの幼馴染や義姉妹、学園のアイドル的存在が出てきた時は本当に驚いた。

　しかし、現実と幻想のせめぎ合いが、猛威を振るったように。幻想と幻想のぶつかり合いもまた、まるで巨大な津波がぶつかり合うかの如く激しい。

　俺が『エターナル　イノセンス』を現実に投影したのと同じ形で。

　他の人間も、同じように別のゲームを投影していたのだ。

『メモリーロンド』と呼ばれるゲームのシナリオや設定に巻き込まれたことで、俺の現実における本物の幼馴染である佐さ崎さき恵めぐ奈なとの過去が改変され、俺は一時的に、佐崎恵奈との邂かい逅こうを果たすことになる。だが、そのことで自分の居場所がなくなっていくと胸を痛めた幼馴染の理恵は、とある事情で一時的に記憶喪失に陥っていた。

　絶望的にも思えたそんな事態も、みんなの力もあって、後日どうにか解決するに至る。

　しかし、今後またあんなことが起きないとも限らない。

　だから、もっと積極的に動こうと決めた。

　そして、俺はみんなを守ってみせる。

　彼女たちの、この現実での幸せを――。




「ごちそうさまでしたー。おいしかったー。毎朝ありがとうね、春姉」

「ううん。三人分作るのも四人分作るのも一緒だし、一緒に食べる方が美味しいんだから、気にしないの」

　朝食を食べ終わった理恵が、春姉に向かって行儀良くお礼をしている。

　あれから自宅に戻っていた理恵は、朝食の時間になって戻ってきていた。ぱっと見た感じでは普段通りなのだが、俺とは決して目を合わせようとしない。俺自身も気恥ずかしくて、理恵をまともに見られなかった。

　少々ぎこちないという自覚はあるが、いずれ慣れる、と思いたい。これから毎朝、これじゃ身が持たないしな。

「さて、それじゃ行きましょうか」

「理恵ちゃんの復帰後、初登校だね」

　理恵は今日から学校に復帰だ。ちらりと横目で窺うと、理恵の表情はどこか嬉しそうだ。

「うん、それじゃ行こ！」

　理恵が春姉と夏海にそう言って玄関へと向かう。しかし、俺とはやっぱり目を合わさなかった。

　寂しいが、今は賢明な判断かもしれん。




　玄関から外に出ると綺麗な青空が広がっていた。秋あき雨さめ前ぜん線せんも南下して、晴れの日が続いている。今日も過ごしやすい一日となりそうだった。

　そんな日射しの中を四人でゆっくりと歩く。遅刻の心配もない時間だし、こんなに気持ちいい日和であれば、秋空を楽しみながら登校するというのも趣があるだろう。

　しばらく歩いていると、辺りにチラホラと同じように学校に向かう生徒も出てくる。その生徒の内、七割が俺たちが通う横よこ岸ぎし高校で、三割がここからは若干遠目の平ひら乃の沼ぬま高校だ。

　俺の右では春姉と理恵が、最近よく聞く流行りの歌について話している。

　夏海はというと、俺の左隣を歩くだけで、腕を摑まなければ袖も摑んでもいない。

　夏海と目が合うと、すぐにその表情は笑顔になった。少しだけ寂しさも覗くが、それも夏海が、俺に触れあうのを辛抱しているからだろう。まだまだ甘えさせてあげたいとは思うが、夏海自身が成長しようと頑張っているのだから、それを見守るだけに留めなければ。今は俺も我慢するしかない。

「たっけのーりくーん、ぐ―――てんもるげんっ！」

　毎度の如く、ハイテンションな挨拶と小気味よい足音が、背後から聞こえてきた。なぜドイツ語なのかはさておき、今日も今日とて元気いっぱいな声が辺りに響き渡る。羞しゆう恥ち心しんなど欠片かけらもないようだった。これはこれで彼女の性格によるものだろう。

　振り向く暇など与えないほど早く、俺たちの横を通り過ぎていく。追い抜きざまに肩を叩かれた。

　そして、くるっとターンして、俺たちの方へと振り向く。

『エターナル　イノセンス』における学園のアイドルという設定を持つ神楽かぐら咲さきがそこにいた。ポニーテールが今日も元気に揺れている。彼女から溢れる体の躍動感はすこぶる健康を思わせ、数カ月前まで病気を患っていたようには見えない。その顔立ちも、まさに学園のアイドルという設定に恥じないほどに可愛かった。

「ぐーてんもるげん……？」

「ドイツ語でおはようって意味よ、夏海ちゃん」

　夏海が難しそうな顔をして咲の挨拶を反はん芻すうしていると、春姉が優しく教えていた。

「なんで、ドイツ語……」

　大した理由はなさそうだが、敢あえて訊きいてみた。

「ドイツ語って、格好いいじゃん。ボールペンとか、ドイツ語でクーゲルシュライバーって言うんだよ。なんか必殺技ぽくない？」

「必殺技を覚えてどうしようと……」

　あははっと笑って、特に説明もなく会話は終わった。ただのノリで挨拶をしてきたらしい。なんというか元気になり過ぎてて、自分でも持て余しているのかもしれないな。

「久しぶりだね、神楽さん」

「おっ、退院おめでとー、秋原さん。復帰ついでに一枚、いただきます」

　咲はポケットからデジカメを取り出して、電光石火の早業で理恵の写真を撮った。……今の速さはもしかして、電源入れっぱなしなのか？　そうじゃないと、電源が入るまでタイムラグがあるはずだし。

「ちょっと、ビックリした表情の秋原さんをゲットー。ほら、どう？　武たけ紀のりくん」

　そう言ってデジカメを近づけてくる咲。デジカメのモニターには、確かに咲の言う通り、少し驚きというか呆け気味の理恵の顔が映っている。

　しかし、モニターに映された画像でも、俺は理恵を注視できなかった。思わず、目を逸らすように俯うつむく。

「あ、あの……。さすがに不意打ちは……。せめて、撮り直して……」

　理恵が遠慮がちに咲へ苦情を言い始めた。

「…………………………」

　しかし、咲は何も言わずに沈黙している。どうしたんだろう……。顔を上げて、咲を見ると、少し難しい表情をしていた。

「神楽さん？」

「えっ。あ、何かな？」

　理恵が声をかけていることに気付いたらしい咲は、はっとしてすぐにいつもの笑顔に切り替わる。

「あの、不意打ちの写真は……」

「あはは、ゴメンねー。削除しておくから、今度、ちゃんと撮らせて？」

　咲はデジカメを操作し始めた。

「よし、削除完了っと。……ところで、秋原さん、ちょっとこれ見てくれるかな」

　何やら咲が理恵に、デジカメの画像を見せ始める。春姉も夏海も覗き込むように、咲のデジカメを見ていた。

「あら、たーくんの写真ね」

「お兄ちゃんが、笑ってるー」

　そう言えば、前に撮られたな。……なんで、それを理恵に見せてるんだ？

「え……、あ……」

　写真を見せられた理恵は、少し頰を赤らめて俯く。

　そんな理恵の様子を見た咲は、それはもう、いたずらのネタを発見した猫の如く、楽しそうな表情になった。尻尾があれば、間違いなくピンと元気よく伸びたはずだ。

　俺の方へと向き直る咲。

「武紀くん。秋原さんと、何があったの!?」

　咲が問い詰めるように俺に迫る。もしかして、何かに気付いたか？

「何も、ない！」

「その強い否定は、逆効果だよ、武紀くん。何かあったとしか思えない！」

　なんたることだ。咲の奴、俺と理恵がお互いの写真を、まともに見られなかっただけで、俺と理恵が今ぎこちない状態だということに感付いてしまったぞ。

「あー。なんか、理恵ちゃんとお兄ちゃん、朝、おかしな雰囲気だったよね」

「そうね、お姉ちゃんも何があったのか聞きたいなー。理恵ちゃんとたーくん、朝ご飯中に、全然目を合わせなかったし」

　新たな矛ほこ先さきが、俺に向く。

　彼女たちも俺たちの状況を察していた。俺たち二人が必死に気付かれまいとしていたのに、そんな心情すら筒抜けだったのかもしれない。

　そして、咲は次の標的を理恵に定めた。

「秋原さーん。なにがあったか、教えてもらえるよね？」

　俺と理恵は、口を塞いで黙秘権を行使するしかなかった。




「それで秋原さんと何があったの？　ねーってばー」

　他のみんなと別れて、教室に向かう廊下を歩きながらも、咲は俺への追及を緩めないわけですが、どうしたらいいでしょうか。面と向かって「キスしました」なんて、言っていいものか……。いや、言うべきかもしれないけど、タイミングが悪い。

「モクヒシマス」

「そんな片言で誤魔化すんだー？　いいよーだ。秋原さんとお昼ご飯食べる約束したし」

「いつの間に！」

　俺の見てる限り、そんな隙すきはなかったと思うんだが。

「秋原さんと別れる間際にっ。ほらほら。自首すれば罪は軽くなるんだよ？」

　ほっぺたはつつかないでくれ。

「いや、犯罪じゃないから」

　ただ、咲にとっては犯罪よりも重い罪なのではないだろうか……。

　結局、そんな調子のまま、一緒に教室の中へと入る。

「おはよー」「みんなー、おっはよー！」

　二人して同時に挨拶すると、ぽつぽつと来ていたクラスメイトたちから、返事が返ってきた。

「おー、おはよー」「おはよー」「おはー」

　しかし、俺がピンで入ってきたらこんな風に返事は返ってくるのだろうか。……いや、気にするのはやめよう。

「おー、咲。はよーっす」

「愛あいちゃん、おっはよー！」

　咲が俺から離れて自分の席に向かおうとすると、クラスメイトの高たか橋はし愛あい子こが長い黒髪をなびかせて、咲の前まで移動しているのが見える。元々、不良のような言動で取っつきにくかったが、咲と仲良くなって以来、刺々しさは影を潜めつつあった。

　いつもは不機嫌そうな顔をしていることが多い高橋だが、今はそれが少し和らいでいた。これは機嫌がいい時か、咲に対して何か疚しいことがある時の表情だ。

「早速だが、数Ⅰの宿題、写させてくれ」

「えー、またー？」

　案の定、そんな用件だった。咲が呆れたように呟つぶやく。

　そんな様子を見て「そんなだから一学期の通知表が呪いの書と化すんだ」と高橋に向けて言いかけたものの、睨まれたので思い留まった。危ない危ない。

　結局、高橋に対して甘々な咲は、ノートを鞄かばんから取り出して渡していた。

「丸写しはダメだからね」

「わかってるって。んなヘマしねーよ」

「宿題をやってこないヘマをしないで欲しいんだけど……」

　咲の奴、上手いことを言う。もっとも、高橋がそんなことを言われただけで、悔い改めることはないだろうが。

「……まだ始まるまで時間あるし、少し宿題使ってお勉強しよっか？」

「え……。い、いや……。いいって……」

「遠慮しない、遠慮しない」

　咲は、嫌がる高橋を無理矢理納得させると、強引に勉強会を始めてしまった。

「あ。あたしも、ちょっと教えて欲しいー」

「かーぐらー、わたしにも教えて」

　そして、その流れに乗り始める女子たち。今までほとんど高橋に近づこうともしなかった女子たちまでもが、自然に溶け込んでいる。なんとなく、咲を起点に少しずつクラスが全体的に変わりつつあるのを感じた。

「よう。はよっす。席にも座らないで、何、つっ立ってんだ？」

　そんな風に物思いに耽ふけっていると、不意に後ろから声をかけられる。振り向くと、悪友がいた。俺の数少ない友人の一人で、かなり濃いオタク人間の佐さ藤とう翔しよう也やだ。オタクではあるが、学生社会から逸脱してはおらず、パッと見では普通に見える不思議な男で、クラス内外で友人は割りと多い。ただ、オタクトークができるのはクラス内で俺だけということもあり、俺とは昔からよくつるんでいた。

「早速だが、数Ⅰの宿題、写させてくれ」

「……何を言ってるんだ、お前は」

「高橋の真似」

　選よりに選よってなんてことを言ってるのか、この男は。冗談にしては危険すぎる。

「はっ倒すぞ、そこのオタク」

　案の定、高橋がすごい目付きで翔也を睨んでいた。不機嫌さを隠そうともしていない。

　哮たけり立たつ高橋を尻目に、翔也はからかうように肩をすくめる。こいつはほんとに度胸があるというかなんというか。相手を本気で怒らせることがない、得な性格なのかもしれない。なんというか、羨ましい。

「愛ちゃん、集中！」

「マジかよ……」

　凄んだ高橋は咲に叱られて、あっさりと引き下がる。高橋は勘弁して欲しいと言わんばかりに難儀していた。

「……でさ武紀。とりあえず、本気で数Ⅰの宿題、写させてくれないか？」

「マジだったのか」

　冗談かと思っていたら、翔也が言った宿題の件は本気だったらしい。

「しかし、お前がやってこないなんて珍しいな」

　翔也は、宿題とかを真面目にやってくるタイプなんだけどな。

「宿題があるのを忘れてたんだよ。昨日は、『めると☆だうん』を徹夜で攻略してたからな」

「める……なんだって？」

「『めると☆だうん』だよ。『めると』と『だうん』の間に星マークがあってな。先週の金曜日に発売された世紀末の地下シェルター世界を生き抜くギャルゲー」

　……深く考えたら負けの気がする。

「例の絵師さんが原画描いてるゲームだよ」

　そう言って、財布からゲームの特典なのであろうテレカを取り出す翔也。その絵柄には見覚えがあった。

『エターナル　イノセンス』を描いた絵師さんの絵柄だ。テレカに描かれているキャラクターの、特に瞳の描き方に特徴がある。

「まあ、わかったからとりあえず、財布に仕舞え。ここじゃ、恥ずかしいから……」

　翔也は俺に押しつけるように見せていたテレカを、渋々財布に戻した。

「それにしても、ほんとに好きだな、その人の絵」

「そりゃ、もうな。大好きだもん、この絵師さん。一〇年以上前から描いてるから親しみもあるしな。時代に合わせてタッチは少しずつ変えてるけど、魅力的な特徴があるから、供給も安定してる。だからこそ、未だに第一線にいるんだよ、チミィ」

　このまま行くと果てしない語りが始まりそうだったので、強制的に話を戻した。

「宿題を見せるのは断る。答えが合ってるかどうか自信がないからな。同じところを間違えてたりしたら、いくら小細工してもバレるだろ」

　第一、ギャルゲーの攻略が忙しかったとはこれいかに。いや、同じオタクとしては気持ちはよくわかるけど、言い訳として最低じゃ……。そのラインを越えたらダメだろ。

「使えねぇ」

「お前が言うな」

　なぜ、宿題をやってきていない方が上から目線なのか。

「あそこの勉強会はもう入る余地がないしなぁ」

　咲と高橋の周りにできている人の輪を見て、そんなことを漏らす翔也。

「余地があれば入るのか」

「？　それが何か？」

　あんな女子だらけの中に入ることに何の躊躇もしないお前が羨ましいよ。……ただ単に俺が小心なだけか？

「おはよう」

　翔也と何気なく喋っていると、いきなり低く素っ気ない声がした。

　振り返ると、いつの間にか伊い藤とうゆうきが立っていた。肩にはいつも通り竹刀袋を提げている。

　凜り々りしく中性的な顔立ちと鋭い目付きだが、ショートカットの髪型から、その雰囲気は大人しそうな印象を与えてくれる。しかし、スレンダーな割りに出るところは出ているという体で、女子から密かに羨うらやましがられているらしい。

　彼女は俺と同じ奇跡の力を使って、『エターナル　イノセンス』に登場するキャラクター、『明石あかし葵あおい』を自身に投影している。俺とは、お互いに事情を知る数少ない友人で、この世界を取り巻く奇跡について考察する仲間でもあった。

　それにしても、いつ来たんだ？　教室に入ってきたことに、全然気付かなかった。

「おお、大いなるメシア！　哀れなる子羊たる我を救いたまへ！」

　芝居がかった口調で、ゆうきを前に祈るポーズを決める翔也。

　この男、成績優良児のゆうきを当てにし始めたぞ。ゆうきは、こういうことに手を貸さないタイプだというのを知っているはずなのに、勇気のある奴である。……蛮ばん勇ゆうか？

　ゆうきは、当然のように可哀想なものを見る目で、翔也を見ていた。

「都つ筑づき。佐藤は朝から何か有害なものでも食べたのか？」

　珍しい生き物でも見るかのように、指を差すゆうき。いくらなんでも指を差すのはどうかと思うが、相手は翔也だし、いいか。

「数Ⅰの宿題を写させて欲しいと、羊はほざいている」

　ゆうきに翔也の望みを伝えると、ゆうきはその表情を嫌そうに歪ゆがめていく。宿題ができなかった理由を教えたら、木刀を抜き出してもおかしくなさそうだ。

「宿題を写すなんて君に何の益もない。考え直せ」

「僕の時間に益がある！」

「がんばれ」

　うわ、何の気持ちも入ってねぇ。

　断られた翔也はすごすごと席に座って、絶望したように机に突っ伏した。そんな暇があるなら、宿題やれよ。躁そう鬱うつの激しい男め。

　ゆうきも自分の席に向かっていくのを見て、俺も席へと移動する。ゆうきと俺は、席が隣だった。

「それにしても、いつ来たんだ。全然気付かなかったぞ。まさか……」

　ゆうきは、『明石葵』を自身に投影していることもあり、魂たましいを見る・斬る・封印するといった異能の力を持っており、その身体能力も人間離れしている。瞬間移動みたいな真似もできたはずだ。

　ゆうきは、俺の言葉の意味を察したようで、律義に返してくれた。

「日常では使わない。第一、君だってあれの種ネタは知っているはずだ」

　あの瞬間移動は『人間の視界や感覚の死角を衝つき、電光石火の移動を行うことで消えたように見せる』というものだったな、確か。体に負担がかかるから、何度も連続で使えないとゲーム中のイベントで語られていたっけ。

　ゆうきも日常生活には気を遣っているから、こんなところで使わないか。

　……と、いかん。こんなことを喋っている場合ではない。

「ところで、ゆうき。朝方に藤ふじ田たからまたメールが来たんだが」

　藤田というのは、つい最近になってこの世界に『メモリーロンド』と呼ばれるゲームを俺と同じように投影した男のことだ。

　この奇跡の力について情報を交換し合っていこうという約束を交している。

　その最初の一回は藤田がこちらの事情を知らないということで、こちら側の説明だけで終わってしまっていた。それが、また話し合いたいということは、何か新しい情報でも手に入ったのかもしれない。

「例の話し合い。俺は向こうの指定した日時でいいと思ってるけど、ゆうきはどうだ？　今回は俺の家じゃなくて、外にしようと思ってるんだけど」

　前回は俺の家で話をした。だけど、春姉や夏海に聞いて欲しくない話題になることもあるから、あまり家で話をしたくなかった。ネット上もどことなく怖い。ログを残したくないしな。

「ボクはどこでも構わない」

「わかった。じゃ、そう返信しとくよ」

　話が終わったところで、タイミングよく予鈴が鳴り、担任が早々とやってくる。

　今日もまた、幸せな一日になるように、頑張ろう。




　学舎に四時間目終了のチャイム、つまり昼休み開始の合図が鳴り響く。

　昼休みに理恵と昼食を一緒に食べるという約束をしたという咲は、さっさと教室を出てどこかに行ってしまった。まあ、行き先はどう考えても理恵のクラスだよな……。

　とはいえ、俺自身もやるべきことがあったので、クラスメイトたちからのサッカーの誘いを断って足早に教室をあとにした。

　下駄箱を上履きのまま抜けて、学食の方へと移動する。学食の中に入ると、いつものように賑わっていた。とはいえ、昼飯は三時間目と四時間目の間にある休み時間に食ってある。目的は昼飯ではなく、そこにいる人物だ。

　周りを見渡すと目的の人物は、窓際の長テーブルの端っこに座っていた。

「こんにちは」

「あ、お兄さん。こんにちは」

　昼食のきつねうどんを食べる手を止めて、丁寧に挨拶を返してくれるのは、四し阿あちゃんだ。相変わらず、きつねうどんには目がないようである。

　彼女は夏海のクラスメイトで親友だ。彼女も夏海と同じく『エターナル　イノセンス』から現実世界に投影されたキャラクターで、本名は四阿小こ由ゆ奈なという。

　今時珍しい三つ編みと眼鏡という組み合わせの、読書がとても似合いそうな女の子だ。ゲーム本編では攻略対象外だったが、発売前の雑誌を読んだ限り、ファンディスクにおいて、ファンからの強い要望によってオリジナルのシナリオができたらしい。もっとも俺自身は、ファンディスクをプレイできていないため、どんなシナリオなのかはわからないのだけど。

　しかも、プレイする前に現実に投影されたから、ファンディスクそのものは現実から存在が消えたしな。

「今日は三み宅やけくん、一緒じゃないの？」

　三宅くんは、四阿ちゃんや夏海とよく一緒にいる親友の男子だ。

「拓たく海みくんでしたら、夏海ちゃんと一緒にお昼ご飯を食べてると思いますよ」

　なるほど。相も変わらず三宅くんは夏海一直線か。四阿ちゃんは三宅くんを好きなはずだし、諦めてもいないはずだけど、こうして落ち着いているのは余裕だろうか。さすがに彼女の心情まではわからなかったし、それを問うのもデリカシーがないけど……。

「それにしても、学食でお会いするのは、久しぶりになりますね」

　四阿ちゃんは、穏和な声で尋ねてくる。

　俺自身は現在、春姉の弁当があるので、学食を使うことはない。ただ前に一度だけ、春姉の弁当が作られないことがあった。その時に翔也や理恵と共に学食に来て、夏海たちも含めて一緒に食事をしている。

「今日は、ちょっと四阿ちゃんに用があってね。というか、聞きたいことがあって。あ、食べながらでいいよ」

「聞きたいこと……。夏海ちゃんのことですか？」

「そうそう。今、クラスでどんな感じかな」

　昔、そのキャラクター性もあって夏海は完全にクラスで浮いていた。少しずつ馴染んできていると感じてはいるが、こういうのは実際にクラスで付き合ってる人間じゃないとわかりづらいところがあるのだ。担任に直接聞くという手段もあるが、兄という立場でそれを聞くと話が大おお袈げ裟さになりかねない気がするしな。

「よくなってきたと思いますよ。二学期になってからは、みんなとかなり打ち解け始めてます。特に男子からよく手助けされているのを見かけますね」

　ここでその男子たちを危なく思うのは、ゲームのやり過ぎだろうか。いや、人の善意を疑うのは良くないよな、うん。

「ただ、一部の女子とはまだわだかまりが残ってますけど……」

「そっか。でも、それはしょうがないところもあるかな」

　実際、クラス内で気にくわない奴というのはどうしてもでてくるだろう。全員が全員仲良くというのは厳しいしな。

　特別、夏海だけ不都合があるわけでもないらしく、クラスメイトの人たちと夏海が慣れ親しんでくれていることに、ほっと胸を撫で下ろした。

「何にせよ、馴染んだみたいで安心したよ」

「そうですね。クラスの雰囲気も良くなった気がします。ただ……」

　四阿ちゃんの表情に、少しだけ影が差す。

「なんていうんでしょうね……。何となく、夏海ちゃんの様子が少し変だな、って思う時があるんですよ」

　様子が変？

「それは、甘えたりしないのがって意味じゃないよね？」

「どうでしょう。それも含めてかもしれません。……すいません、曖あい昧まいすぎて伝わりませんよね。ただ単に、わたしの勘違いか、考えすぎのような気がします。もし、敢えて言葉を当あて嵌はめるとしたら、何かに焦ってる、でしょうか……」

　夏海の様子が変、か。俺自身に、そんな印象はない。焦っているようにも見えないし。

　しかし、一番の親友が違和感を覚えているのだから、気に掛けておいた方が良さそうだな。その心配が杞き憂ゆうに終わったとしても、それはそれで一向に構わない。

「わかった。俺もちゃんと気に止めておくよ。四阿ちゃんも、何か気付いたら、また教えてもらえるかな」

「あ、はい。わかりました」

　四阿ちゃんは素直に頷うなずいてくれた。夏海に関して、俺はこの子に甘えまくっている。

　頃合いも良かったので、今回の目的をもうひとつ、実行に移した。

「改めてお礼を言わせてもらうよ。四阿ちゃん。本当に、色々とありがとう」

「え？」

　俺は深々と頭を下げてお礼を言う。

　それから顔を上げると、四阿ちゃんは少々面食らった表情になっていた。うどんを啜る箸が止まっている。

「俺から見ても、夏海は少しずつ強くなってきてる。そして、クラスに馴染んできてるよ。晩ご飯の時に、クラスの楽しかった話をよく聞くようになったしね。それもこれも四阿ちゃんが傍にいてくれてるからだと思う。ありがとう」

「い、いえ。わたしは、何も……。時々、注意するぐらいで……」

「それが夏海のためになってると思う。やっぱり、夏海と一緒にいてくれることに、お礼を言っておきたかったんだ。今度、改めて、何かしたいんだけど……」

　俺がそこまで言うと、四阿ちゃんは難しそうな顔になった。

「お兄さん。やっぱり、これはお礼を言われるようなことじゃないですよ。わたしが夏海ちゃんと一緒にいるのは、頼まれたからじゃありませんし、何かあった時に注意したりするのも、親友として当たり前のことで……。夏海ちゃんが大人になったとしたら、それは夏海ちゃん自身の意志であり、力です」

　四阿ちゃんは、毅き然ぜんとそう言い放つ。

「そっか……。お礼を言う方が、失礼だった、かな？」

「ええ。……あ、ごめんなさい。わたしってば、偉そうに……」

「いや、ちゃんと指摘してくれる方が嬉しいよ」

　俺がそう言うと、四阿ちゃんは照れたように顔を少し俯かせた。

「だけど、お兄さんにここまで想われて、夏海ちゃんが羨ましいです」

　四阿ちゃんは頰をほんのりと朱に染めて、伏し目がちに呟く。

「羨ましい？」

「わたし、一人っ子なんで、兄に憧れてるんですよ。もし、兄がいたら、お兄さんみたいに素敵な人がいいな、って思います」

「……いや、買い被りすぎだと思うけど」

「そんなことありません。わたしにとって、お兄さんは、理想の兄ですよ？」

　本気でそう思っているらしい。ただ、本気なだけにすごく気恥ずかしかった。俺自身は、そんな大層な人間だと思ってもいないし、特別なことをやってもいないのだ。何もしていないのに、褒ほめられるという気まずさを感じてしまう。

「あはは、お世辞でも嬉しいよ。ありがとう」

「お世辞じゃないんですけど……」

　四阿ちゃんは、少々不満そうだった。とはいえ、彼女がお礼を言われる理由がないというように、俺にも褒められる理由がないので仕方がない。

「こういう時は、素直に受け取ってくれる方が嬉しいんですよ。お兄さん」

　無邪気に言ってくる四阿ちゃんの笑顔は、いつもの微笑みとは違っていて不覚にもドキリとしてしまった。

「了解。忠告はありがたく受け取っておくよ。お昼ご飯、邪魔してごめんね」

「いえ、お気になさらず。二人でお話しできて嬉しかったです」

　そんな四阿ちゃんの発言に、またしてもドキリとする。

　さっきの四阿ちゃんの忠告とはあべこべになるが、社交辞令として受け取っておこう。




　四阿ちゃんと別れて、学食から出ると春姉を見かけた。春姉ってば、珍しいところにいるな。話している女の人は、見覚えがある。春姉の友人をやっている生徒会長だった。

　少しだけ、話が聞こえてくる。少しいけないと思いつつ、聞き耳を立ててしまった。

「何かないかな？」

「うーん、確か今度の土日がヤバイって話を聞いたなぁ。その日でいいなら、紹介できると思うけど……」

「よかった、ありがとう。時間は何時から何時まで？」

　……見かけて、このまま話しかけないのも、さすがに気まずいな。

　会話の合間を縫ぬって、春姉に話しかける。

「春姉、学食に来るなんて珍しいね」

　春姉はビクリと体を震わせ、驚いたように素早く振り返った。表情もなぜか狼ろう狽ばいしている。もしかして、聞かれたくない話だったのかな？

「おー、弟くんかー。君も昼飯、食べ終わったの？」

　生徒会長さんの方が話しかけてきたので会釈した。

「いえ、俺の方はここにいる人に用があっただけですよ。毎度お疲れ様です、生徒会長」

「ははは、任期もあと一カ月ちょいだけどね。どう、生徒会長になってみない？　立候補するなら、推薦しとくよ。今ならロハで」

「い、いや……。柄がらじゃないですよ」

「柄でやるもんじゃないけどね。まあ、気が変わったら言ってよ。……で、そこの姉は何を固まってるの？」

　春姉は少し青ざめている気すらする。なんか、俺、変な時に話しかけたか？

「う、ううん。なんでもないよっ、たーくん。……さっきの話、聞いてた？」

「ちょっとだけ。今度の土日、どこか行くの？」

　そう尋ねると、生徒会長の方が答える。

「ああ、春海が今度の土日に」

「あっ、ダメっ！」

　すべて言い切る前に、春姉が両手で生徒会長の口を押さえに掛かる。この慌てようは一体どうしたことだろうか。珍しいどころか、初めて見る気がするな、こういう春姉は。

「なに、弟くんに内緒なの？」

「もうっ。何も喋らないでっ」

「あー、わかったわかった。我が儘だなぁ、もう」

「わ、我が儘？」

　春姉は納得のいかないことを言われたようで、生徒会長と言い合いを始めてしまった。しかし、仲が良さげでいつもやってる雰囲気だ。緊迫感を感じない。まるで、じゃれ合いだった。

　ただ、俺としては話を内緒にされて少し複雑だった。とはいえ、春姉にだって言いたくないことはあるわけで。全部を知ろうとするのなんて配慮に欠けるだけだ。我慢をしないといけない。

　そして春姉は突然、生徒会長から俺の方へと矛先を変え、気まずそうに説教を始めた。

「女の子の話を立ち聞きなんてダメだよ？　たーくん」

「おーおー、お姉ちゃん風吹かせちゃってまぁ。とは言っても、こんなところで話してて、立ち聞きするなってのも無理な話よねー。むしろ、聞いてって感じじゃない？」

　しかし、横からからかうように生徒会長が口を挟む。まあ、ここってどう見ても内緒話をするところじゃないよな。

「もうっ。食べ終わったんでしょ？　教室に戻るの！」

「へいへーい。私を捜しに来たってのに、忙せわしないことで。そんじゃ、弟くん、またねー」

　そして、春姉が生徒会長を引きずるようにして、一緒に去っていった。なんというか、春姉の意外な一面を見た気がする。クラスじゃ、いつもあんな感じなのかな？　あの生徒会長、春姉をからかうのが好きそうだし。

　それにしても結局、さっきの話は何の約束だったのだろう。春姉には窘たしなめられたが、声をかけた時の様子も含めて気になってしまった。

　今度の土日云うん々ぬんと言ってたし、その前に今日の夕食の時にでも改めて話を訊いておこう。何がきっかけで、幸せな日々が壊れてしまうかわからないのだから、気を遣いすぎて困るということはないだろうしな。過剰な心配かもしれないけど、手遅れになるぐらいだったら、春姉に少しぐらいウザがられたっていい。

「付きまとわないでよね。心配もそこまで来るとすごく鬱うつ陶とうしいから」

　……想像してみたが、これはこれでショックが大きくて寝込んでしまうかもしれない。

　いや、春姉はこんなこと言わない、……と思うけどさ。




　学食から戻って自分の教室のある校舎に入る。中の廊下では生徒たちがポツポツ固まって会話に花を咲かせていた。

　そんな廊下を歩いている人のひとりに見知った顔を見つける。春姉の所属するテニス部の顧問の泉いずみ谷や先生だ。先生は手にいくつかの封筒を抱えて、校舎の出口、つまりこちらへと向かってきていた。

　会え釈しやくする前に、ふと目が合う。

「都筑くん。ちょうどいいところに」

　そして、声をかけられた。

「あ、はい。なんでしょう」

「都筑くんに、頼みたいことがあってね。あ、知ってたら、それを教えてくれればいいんだけど」

　話が見えない。春姉絡みということは想像できるが、内容がわからなかった。

「姉の話ですよね？」

「そう……なんだけど、ここでする話じゃないわね。ちょっとこっちに来てくれるかしら？」

　泉谷先生は歩いてきた方へと戻っていく。俺もそれに付いていった。

　そして、泉谷先生は周囲に人がいないことを確認して、俺に尋ねてきた。

「春海さんの進路って知ってる？」

　進路？　進路って、就職とか、大学とか、あの進路？

「あの子だけ、まだ進路表出してないのよね。だから、彼女が将来何をしたいのかとか、何か聞いてれば教えて欲しかったんだけど」

「そっか、三年生ですもんね……」

　よくよく考えれば、もっともな話だ。

　ゲームではあり得なかった展開だが、春姉はすでに三年生であり、来年の三月にはこの学校を卒業することになる。卒業前は、進路だって決める必要があった。

「そう。彼女の進路表だけがどこにもないのよ。一学期が始まってすぐに、三年生全員に提出させたはずなんだけどねぇ」

　高校生の場合、卒業後は進路に沿って道が決まる。

　ある人は、就職して。またある人は、進学して。それぞれが将来に向けて歩んでいくのだ。

「その様子じゃ知らないみたいね。それじゃ、君の方から進路表の提出の催促をお願いしてもらっていいかしら？」

　それは別に構わないのだけど……。

「直接言った方が、早くないですか？」

　というか、泉谷先生は春姉のクラスの担任じゃなかったと思ったけど。

「もちろん、彼女の担任は催促してるわよ？　私も彼女の担任から聞いて欲しいって頼まれた口なわけ。ただ、彼女の口はなぜか堅いのよね。悩んでます、決まってませんとしか言わないわ。肘のこともあったから、君に訊いてもいいかな、と思って……」

　なるほど。春姉が言おうとしないから、担任が春姉と接点のある人たちを動かしたのか。

　進路表の提出が一学期の始めということは、春姉はまだこの現実に出てきていなかった時期だ。進路表がないのは、ある意味当然なのかもしれない。

　ただ、この手の書類は『エターナル　イノセンス』のみんなが投影された時に、自動的に作られていることもあるんだよな。例えば、戸籍とか住民票とか。学校の緊急連絡網なんかもそうだ。

　これは、本人の意志が関わるものは、勝手に作られることがないということだろうか？　あるいは、重要度の問題か……。

　まあ、これは今考えても答えは出ないだろう。今度、ゆうきや藤田と奇跡の力について話し合う時、議題の一つとしてあげればいい。

「ちなみに、君は春海さんの進路ってどうだと思う？」

　泉谷先生が、何気なく尋ねてくる。

　春姉が将来やりたいことを俺は知らなかった。ゲーム中でも卒業後の進路が明らかになるわけでもないし、それがわかるイベントも台詞もない。現実で、春姉に直接に聞いたこともなかった。

　でも、テニスが好きだったわけだし、プロテニスプレイヤーになりたいと考えるのが、自然な気がする。ただ、肘を壊してしまっていることもあって、今はまったくわからなかった。

「すいません。今の進路は、ちょっとわかりません……」

「弟の君にも想像がつかないか。彼女、ビックリするほど多才よね。肘さえ壊れてなければ、プロテニスプレイヤーでも問題なかったのだけど……」

　悔やむように爪を嚙む泉谷先生。少しだけ、場の雰囲気が淀んだ気がした。

　春姉は今年の五月に、俺の勇気がなかったせいで試合を止めることができず、その試合中に肘を壊している。防げた事態だっただけに、今でも思い出すと心が痛んだ。春姉からは「気にしたら、怒っちゃうよ」と言われてるけど、そんな問題ではない。

　泉谷先生は、今でも春姉の肘を治すために精力的に病院や大学へ足を運んでいる。俺も春姉と一緒に病院へ付き添うこともあるし、大学へ行って話を聞いてくることもあった。ネットなどで治す方法を調べたり、医師や経験者にメールで尋ねたりもしているが、劇的に回復するには至っていない。

「ところで、前から気になってたんですけど、春姉ってそんなに強いんですか？」

　良い機会だから、直接よく知っている人から話を聞いておきたかった。ゲーム中では、強いとしか言われていないため、その強さがピンと来ないのだ。

「試合運びの上手さだけで言えばそこらのプロよりも遙かに強いわ。はっきり言えば、高校生としてのレベルを超越してるわね。まあ、欲を言えば体力がもう少し欲しいところだけど」

「そんなに強いんですか!?　もしかして、プロとしてやっていけるぐらい？」

「プロになるぐらいなんてとんでもない。あと一年ぐらい、体力とパワーの上乗せをさせることができてれば、ウィンブルドンでもいい勝負ができたんじゃないかしら。噓うそみたいだけど、本当の話。こういう表現は個人的に好きじゃないけど、日本女子テニス界の至し宝ほうって言っても、大袈裟な表現じゃないぐらいよ」

　ウィンブルドンってあの世界的にも有名なテニスの大会じゃないか。そこでいい勝負ができるって、どんだけすごいんだよ。

「本当だったらね。あの子ぐらいの実力があれば、高校を中退してプロに進むって道もあったのよ。高校の部活よりも、テニススクールに通う方が道もはっきりしていたはずだわ」

　高校を中退してプロに転向しなかったのは、ゲームの設定がそうだったからだろうか。

　そんなに強かったのに、肘の怪我のせいで……。

　そんな俺の内心を気にすることなく、泉谷先生は続けて語る。

「あの時、あの子が肘を壊す前に試合をした相手がいるでしょう？」

「うちの高校のＯＢっていうプロの人ですよね」

「ええ。彼女は私の知人なんだけど、あの子と対戦したあと、すごく入れあげちゃってね。自分が引退して、彼女を育てるから預けてくれとまで言ってきたわ。最近、ようやくシングルスの世界ランキングで二八位まで上がったっていうのに」

「……世界ランキングで二八位って、世界で二八番目に強いって意味ですか？」

「簡単に言えばそうよ」

　あの人、そんなに強かったのか。

「どんな体勢からでも自分の好きなポイントに寸分違わず落とせる正確なショットと、そこからチェスのように相手を絡め取って追い込んでいく戦術的な試合運びを、彼女は何度も何度も私の耳にたこができるぐらい賞賛してたわ。長々と試合してたわけじゃないけど、あの短い時間で彼女は春海さんの実力と潜在能力を理解したみたい」

　プロがそこまで強かったのも驚きだが、春姉自身もそこまで強いというのも予想以上だった。

「……と、長々と話しすぎたわね。呼び止めちゃってごめんなさい。それじゃ、春海さんに進路表を出すよう、伝えておいて」

　そう言って泉谷先生は、去っていった。

　春姉の進路、か……。




　春姉の進路については、下校時か夕食の時に訊こうと考えながら、教室へと戻った。

　席に着くと、隣のゆうきの席に誰かが座る。見るとゆうきではなく、そこには咲が座っていた。そして、その咲は笑顔だというのに、なぜか不機嫌に見える。

「ちょっと、お話聞かせてもらえるかな」

　何かこう、背筋をしゃんとしないといけなくなる声だった。悪戯いたずらをした子供が怒られる時の如く、心が怯おびえ始はじめている。

　目が据わっていた。その瞳の深奥には、修しゆ羅らが潜んでいる気すらする。

「なんで、しょうか」

　いかん、恐怖で声が震えた。

「踊り場、行こうか」

　そして、二人で教室を出て、踊り場へ向かう。踊り場は季節のせいもあって、すでに少し肌寒かったが、咲が放つ雰囲気のせいもあってまるで一足早く冬が来たようだ。

　ここを通って行ける場所が少ないこともあって、いつも通り人通りがまったくなかった。そのため、俺限定であまり人に聞かれたくない話をするスポットになりつつある。

　俺が冷たいコンクリートの壁を背にして、目の前の咲を見る。咲は立ち塞がるように仁に王おう立だちしていた。

　どんな話をされるのか見当は付くのだが、どう話が展開するのか予想が付かなかった。

「キス」

　不意に咲が呟く短くも強烈な一撃。すでに鼓動の速かった心臓は、さらに動悸が跳ね上がる。

「したんだ？」

　俺の焦った表情を見て理解してしまったようだ。責める目付きで問い質してくる。噓をついたら許さない、と目が語っていた。

「はい……」

　素直に答える。いや、最初から教えて然るべきだった。

　咲は俺の答えを聞いて、少しずつプレッシャーを解いた。

「秋原さんにも聞いた限りでは、秋原さんの方からしたって話だし……。まだわたしがダメになったわけじゃない、よね……？」

　今度は非常にしおらしく俯きがちに訊いてくる。先ほどまでの強いプレッシャーから一転していた。

「俺はまだ、その……。二人と付き合う資格なんてないから……」

　自分自身にまだ自信がない。彼女たちを幸せにするためにどうすればいいのか、答えが出ない限りは、そういった結論をまだ出してはダメなのだ。

「……………………」

　咲は、俺の内心を知ってか知らずか、少しの間、沈黙する。

　しかし、その沈黙はすぐに終わった。

「実を言うとね。秋原さんと武紀くんがキスしたって聞いても、あんまり驚かなかったんだ。あ、やっぱり、みたいな感じだった」

　咲は小声で訥々と語り出す。

「ただ、それ聞いてからなんとなく、モヤモヤしてきたんだよね。怒るっていうよりも、ズルい、って」

「ず、ずるい？」

　それは少し意外な単語だった。

「そう。ズルいんだよ。武紀くん、わたしとの約束、忘れちゃった？　夏休み前の話だけど」

　咲との約束……。夏休み前……。

　昔のことを近い出来事から思い出した。

　咲たちが一度消えた時のこと。

　ゆうきが、みんなを消そうとした時のこと。

　咲を助けるために、みんなでドナー募集をしたこと。




『緊張、する……』

『気楽に考えろ。全身麻酔だから起きた時には、もう手術は終わってる』

『そうなんだけど、なんていうのかな。生きる希望みたいなのが欲しいかな。手術が終わった後の楽しみ』

『なんでもしてやる』

『じゃあ、手術終わった後にキス』




　咲の手術前の場面が脳内に浮かんだ。

　そういえば、そんなことをお願いされた。

　俺はその時、確か――。




『わかった。なんでもしてやるって言ったしな。目覚めのキスぐらいしてやる』




　――そう発言した。

　非常に恥ずかしい台詞だった。思い返すと背後にある壁に頭を打ちつけたくなるが、どうにか堪こらえる。

　というか俺、その時、咲が助かったことに安堵しただけで、何もしてあげてないじゃないか。

「思い出した？」

　いつの間にか咲が一歩、俺に向かって踏み込んでいた。彼女の笑顔が目の前にある。

「うん、思い出した……」

　あれからもう五カ月近い。やっぱり、覚えてるよな……。

「楽しみにしてたのに、全然そんな気配がなくてさ。もしかして、私とキスするのイヤだったのかなぁって落ち込んだりしてたんだよ？」

「いや、そういうわけじゃなくて……」

　あの時は勢いでそう言ったところもあるけど、さすがに自発的にキスというのは……。俺みたいな人間には勢いが必要なわけで……。

「ズルいって思ったのは、するなら約束のあるわたしの方が先なのに、って感じなんだよね。仕方がないかな、って諦めの気持ちもあるけど、少しモヤモヤした」

「ごめん……」

　素直に謝ると、咲の表情は何な故ぜか生き生きし始めた。

「だから、筋は通して欲しいかなっ」

　筋って任にん俠きようですか……。

「えっと、何をすれば……？」

　流れからすれば、キスを迫られることになるんだが……。なんだろうか、すごく気恥ずかしい。頰に体中の熱量が止めどなく流れていく錯覚を覚えた。

「待たされた分の……。えーと、えーと……、利子？」

　キスを待たせた利子？

「利子って、なんだ」

「なんだろ……？」

　深く考えていなかったのか、咲は腕を組んで考え始める。

　そして。

「あ」

　と呟いて、いきなり頰を真っ赤にした。……何を思いついたんだ？

　そして、俺から顔を少し逸らして、横目で尋ねるように聞いてくる。

「ディープ、キス、かな？」

「ちょっと待て！」

　ツッコミが自然に口を衝いて出た。いや、突っ込む権利はないかもしれないが、突っ込ませて欲しい。

「だ、だって、普通のキスがランクアップしたら、ああなるんじゃない……の……？」

　消え入りそうな声で、そんなことを言われても困るんだが……。

　第一、俺にそんなことができるわけがない。

　ついこの間、ファーストキスを済ませた男に、それを要求するのはどう考えても早過ぎるだろ。最初の街まで行って、一足飛びで中ボスが現れるぐらいの難易度だ。人によってはそこらに群がる雑魚も同然かもしれないが、今の俺には荷が重すぎる。

「お前さんには、俺がそんなことを気兼ねなくできる男に見えるのか？」

「……見えないけど、そのぐらい今すぐにやってやるみたいな気き概がいは欲しいかなぁ」

　まったくもって、その通りです。俺にはそんなことができる甲斐性がない。でもだからって、別の女の子とキスしたその口で、すぐに別の女の子とキスをするっていうのは、両方の女の子に対して失礼すぎるだろう。

「じゃあ、利子のお支払いと、武紀くんがわたしを引っ張っていってくれるようになる練習を兼ねて……」

　何か良いことを思いついたように、手を叩いて提案し始める咲。何を要求されるんだろうか。

「今度の土曜日に、二人きりでデートしよ」

「デート？」

　デートって、あれか。フォルダ名で英語のデータのスペル、ｄａｔａと間違える第一候補のアレ、ｄａｔｅか。いや、そんなこと、ほんと、どうでもいい。

「うん。行くところとかは武紀くんにお任せで」

　しかも、二人きりときた。

　どうしよう。どうすればいいんだ？

　デートなんて普通にしたことがない。

　ただ。

　それでもディープキスなんていう要求よりは幾分難易度は下がった気がする。

「それでいいかな？」

　咲が念押しのように確認してきたので、俺は無言で頷いた。

「おっけー。約束だよ！　楽しみにしてるからねっ！」

　太陽の笑顔になる咲。












　この笑顔は裏切れない。それに、もっともっと、笑顔にさせたくなる。

　すぐに、なんとしてもデートを成功させたい気持ちが自分の中に溢れてきた。

「あ、ひとつだけ注文があるんだけど……」

「え、何？」

　咲は俺の耳に口を近づけて、蕩とろけるような囁ささやき声を出す。

「デートの最後は、ロマンチックなキスで終わろうねっ」

　腰が砕けそうになった。




　学校が終わって家に帰ってきたものの、何か落ち着かない。ベッドの上をごろごろと往復するだけだ。

　咲とデートの約束を交わしてから、ずっとそればっかり考えている。五時間目と六時間目の授業は、受けたかどうかすら記憶が曖昧だ。いや、さすがにそれは言い過ぎか。

「時々ニヤついて、気持ち悪い」

　と、隣に座るゆうきにすごい目付きで言われたが、事実だっただろうし、腹が立つこともなく俺は浮かれまくっていた。浮かれているのは、現在進行形だ。

　以前の消えてしまう前みたいな、悲壮感のあるデートじゃない。本気で正真正銘のデートなのだ。

　しかも、咲と二人きり。楽しませることができるかどうか、不安はあるけど、どうすればいいのか考えるのはすごく新鮮だった。

　ただ、ふとした拍子に現実が突き刺さる。

　相手を咲と決めたわけでもないのに、咲とデートして良いのか。

　理恵がいるのに、咲と二人きりでデートするのはどうなのか。

　今の俺が彼女たちに相応しいとはとても思えないのだから。

　でも、もうどういう形であれ、俺はデートを承諾して、約束もした。

　だとすれば、全力で咲を楽しませるのが礼儀だろう。

「お兄ちゃーん」

　ドアの向こうから、ノックと一緒に夏海の声が響いた。

「どーぞ。どうしたんだ？」

　制服から可愛らしい私服に着替えた夏海が部屋の中に入ってくる。

「お姉ちゃん、遅いけど、お兄ちゃんに何か言ってた？」

「え、もうそんな時間？」

　時計を見る。確かにいつもだったら、春姉はもう帰ってきていて、夕食の準備をしている時間だ。

「いや、何も聞いてない。昨日、夕食の時に部活に顔を出すとか言ってなかった？」

「うん。それは聞いたけど……。遅すぎないかなぁ……」

　嫌な予感がじわじわと心に生まれていく。春姉は少しでも遅くなる場合、家に必ず電話をするはずだ。携帯を使わないからという理由で解約しているから、電話ができる場所は限られるのだが、まったく連絡がないとなると……。

　まさか、事故に巻き込まれた？

　俺が不安を表情に出してしまうと、それを見た夏海もさらに心配そうにし始める。泣き出しそうな表情をしていた。

　今すぐ捜しに行かないと……。

「ただいまー」

　そう思った瞬間に玄関から春姉の声が聞こえてくる。どうやら、無事に帰ってきたらしい。

　夏海と俺が連れ立って階下へと下りると、俺たちの心配を余所にいつも通りの春姉がいた。急いで帰ってきたのか、少し息が荒い。

「ごめんなさい、遅くなって……。思ってた以上に部活の時間が長引いて……。近くに電話もないから、急いで帰ったけど、さすがに遅かったよね……」

　俺たちの表情を見て、心配していたことを察したらしい春姉が連絡をしなかった事情を説明してくれる。

　部活の時間が長引いて、って顧問の先生と話してたのだろうか？　もしかして、例の進路の話でもされたのか？　でも、先生と話してて遅くなるんだったら、学校から電話をかけてきそうなものだけど……。

　いや、今は無事に帰ってきたことを喜ぼう。

「春姉、やっぱり、携帯持った方がいいんじゃない？」

　この話は結構前から提案しているのだが、春姉の答えはいつも決まっていた。

「ううん。いらないよ。えっと、やっぱりほら、節約しないとね。これから、無断で遅くなったりしないように、気をつけるから……」

　節約を心がける春姉らしい。ただ、俺は家族と連絡を付けられない方が心配なんだけど……。

「さて、ちょっと遅くなっちゃったけど、すぐに晩ご飯の準備するからね」

「お姉ちゃん、手伝うよー」

　春姉と夏海は、一緒にキッチンへと向かっていった。

　……俺も手伝うか。




　本日の夕食のメインは、肉野菜炒めにカボチャの煮付け。

　相変わらず味付けや食べ応えが最高だった。

「ごちそうさまでした」「ごちそーさまでしたー」

「お粗末様でした」

　春姉の声を聞きながら、俺はみんなの食べ終わった皿を流し台に置きに行く。夏海は、漬け物が乗った皿を、丁寧にラップを掛けて冷蔵庫の中に入れていた。

　さて、ここからは俺の仕事だ。

「ねえ……。お皿洗いぐらい、お姉ちゃんがやるよ？」

　流し台の前に立った途端に、いつも春姉から言われる言葉が聞こえてくる。

「このぐらいは俺にさせてよ。そうしないと、不公平だしさ。大人しく夏海と一緒に座ってて。テレビ見ててもいいし」

　このお姉ちゃんは、俺に家事をさせないのが仕事と思ってる節があるからな。強引にでも仕事を奪わないと、俺は何もさせてもらえなかった。共同生活で、それはいけない。

　背中に春姉の視線を感じながら、スポンジに洗剤を付けて、皿を一枚一枚磨くように擦って、流し台にそのまま置いていった。

「ありがとうね。たーくん」「お兄ちゃん、よろしくー」

　春姉と夏海のお礼が耳に届く。声から、ふたりの笑顔を想像できた。

　思えば、このギャルゲーのような共同生活も、もう五カ月を超えてるんだな。春姉たちが現れた当初は、内心おっかなびっくりといった感じで接していた。だけど、春姉や夏海が本物の家族のように接してくれることもあって、慣れてきたことをひしひしと感じる。

　微かすかに覚えている本当の両親と暮らした感覚とも、親戚たちと暮らしていた感覚とも違う不思議な感覚。

　奇妙なメールから発展した関係は、本当の家族と言ってもいい気がした。

「あ、そうだ。今の内に言っておこうかな。わたし、今週の土日、出かけるの。二日とも、朝から夕方までいなくなるからよろしくね」

　春姉が出かけるとは珍しい。学校で生徒会長と土日云々の件はそういうことか。

「どこか行くの？」

「うん、友達とちょっと、ね」

　夏海が尋ねると、春姉は少しだけ言いにくそうに答えた。もしかしたら、遊びに行くことに何か罪悪感でもあったりするのだろうか。

「言いにくそうにしてるけど、遊びに行くことで、俺たちに気を遣わなくていいよ？」

　俺としては、春姉の予定に文句を付けるつもりもない。むしろ、どんどん自分の思うように楽しんで欲しかった。友達とお出かけだったら大歓迎だ。

「俺たちを気にせず楽しんできてよ。せっかく出かけるんだし、気を遣う必要なんかないって。な、夏海？」

「そーだよ、お姉ちゃん。土曜日は、わたしも四阿ちゃんのところに遊びに行くし」

　春姉は少し安心したように、笑みを浮かべた。

「うん、わかった。二人とも、ありがとう」

「ところで、晩ご飯は食べてくるの？」

「少し遅くなると思うけど、そんなに遅くならないから……」

「じゃあ、春姉が帰ってくるまでに、俺が晩ご飯を作っておくよ」

　友達と出かける時ぐらい、外食してくれば良いのに。ただこういった行き過ぎたように感じる配慮も、春姉らしいと言えば春姉らしいように思う。

　それからしばらく食器を濯ぐ音だけが居間に響いていたが、

「たーくん。今日の晩ご飯、何が一番美味しかった？」

　不意に春姉からそんなことを尋ねられた。

「どれも美味しかったけど、カボチャの煮付けかな。ほくほくしてて、甘くて、最高だったよ」

　俺が作ると、こうはいかない。ほくほくしたものにならず、べちゃってなっちゃうんだよな。多少上手くいく時があっても、ここまで美味しくなってくれないのだ。

「夏海も、カボチャがよかったなー」

「よかった。今日のは出来が良かったからね」

　春姉の声は、少し誇らしげだった。

　春姉の料理は、もはやプロでもやっていける。家庭料理のレベル云々ではなく、どんなに難しい料理でも平然とこなす上に失敗がないからな。特に、あの半熟加減が絶妙でトロトロなプレーンオムレツは、たぶん店に出せる。三不粘サンプチヤンなる中国のデザートも難なく作っていたし。前、みんなにその食べ物の話をしたら、高橋はとりわけ驚いていたな。なんでも、美味しく上手に作るには、かなりの熟練した腕前が必要らしい。

　泉谷先生も言っていたが、春姉は多才多能だ。将来に困らないほどのスキルを持っている。

　……将来と言えば、泉谷先生に進路について春姉から聞いて欲しいって頼まれてたな。

「そう言えば春姉って、進路はどうするの？」

　何気なく聞いてみた。

「………………」

　ところが、返答は返ってこない。

　ちょうどよく、すべての皿を洗い終えたので、水を止めてすぐに振り返る。視線の先の春姉は、暗い顔をしていた。

「……春姉？」

「あ……。うん、進路、だよね？」

　春姉にしては、珍しく動揺というか、心ここに在らずといった様子だ。

　俺は春姉と夏海の対面に座って、春姉の返答を待つが、何か言いにくそうな気配を感じた。やっぱりプロテニスプレイヤーになりたかったという思いから、苦しんでいるのだろうか。……まだ言うのは早かったのかな。

「実を言うと、まだ決めてないの」

「えっと、そろそろ決めないとマズイ時期なんじゃないのかな？」

　だけど、時の流れは非情だ。なりたかった将来があったとしても、それが不可能なのであれば、別の道を選ばなければならない。

　もう一〇月も中旬を過ぎている。本来ならもうすでにやりたいことはおぼろげでも固まってて、三年の一学期には進路表を提出していなければならない。二学期からは、さらに具体的になって、進学なり就職なりの準備をする必要があるはずだ。

「そうなんだけど、ね。将来に関わることだから……、その、もう少し時間が欲しいなって……」

　妙に歯切れが悪い。やはり、テニスのことが気掛かりなのだろうか。

　俺としても春姉には、やりたいことをやってもらいたい。プロの道を諦めないというのも、一つの選択肢だと思う。やはり本人の意志が一番重要なのだ。

　だけど、どんな進路を選んだとしても、俺はそれを全力で助けたい。

「ちなみにたーくんは、将来何をしたいの？」

　春姉から逆に訊かれた。春姉に尋ねておいてなんだが、俺自身も将来やりたいことが固まってるわけじゃないんだよな。

　漠然とパソコン関係なのかな、と思わなくもないけど。

「決まってません……」

「うふふ。あと半年、ゆっくり考えてね。夏海ちゃんは？」

　今度の矛先は夏海だ。

「なつ――と。わたしはねぇ」

　夏海は自分の名前を言いかけて、途中で言い直す。まだまだ慣れていないらしく、時々、失敗するようだ。

　確かに自分の名前を一人称で使うと、幼く見られるからな。夏海なりに考えているのだろう。ここ数日、夏海が一人称で自分の名前を言っているのを聞かないな。慌てて言い直したのが、夏海らしくて可愛らしい。

　まあ、今はそれよりも夏海の進路が気になる。

「わたしは、お医者さんかな」

「「医者？」」

　俺と春姉の二人で驚いて、ハモってしまった。

　そんな俺たち二人の様子を見て夏海は、少し不服そうにしている。

「そんなに驚くところじゃないよー」

「いや、意外だったからさ。それにしても、なんでまた」

「お医者さんになって、お姉ちゃんの怪我を治してあげるの」

　なんてできた妹だろうか。その純粋な志望動機に、ぐっときた。

「ありがとうね、夏海ちゃん。お姉ちゃん、すごく嬉しいよっ」

　我慢できなくなったのか、思わず春姉は隣に座る夏海を抱きしめる。その光景に俺も自然と頰が緩くなった。




　その後、宿題を済ませて、風呂に入った。いつもなら、あとは寝るまで自由に過ごすだけとなる。しかし、その前に、俺は果たすべき義務を全うしなければならない。

　窓から向こうの窓を見る。まだ電気がついているのは確認していた。彼女も、この時間にはまだ寝ない。

　窓を開けて、体を屋根の上に出す。さすがに、一〇月の空気は風呂上がりの体にはかなり寒く感じた。

　屋根伝いに恐る恐る歩いて、屋根と屋根の間を超えると、理恵の部屋の窓へと辿り着く。窓に張り付いて、軽くノックをした。

「開いてるよー」

　理恵の声が聞こえてきたので、窓を開ける。そよ風に少しだけ揺らめくカーテンを手で除けて、部屋の中へと入った。

「どーしたの？」

　すでに風呂に入ったのか、パジャマ姿の理恵が机に座って、俺の目を見て尋ねてくる。さすがに、理恵も一日経つと顔を見合うのも慣れてきたらしい。さんざん咲たちに冷やかされてしまったからかもしれないが。

　……いや、思考を逸らすな。

「伝えなきゃいけないことがある」

　理恵は口を引き結んで聞き入る。俺は続けた。

「今度の土曜日に、咲と二人でデートの約束した」

　俺は理恵の想いを知りながら、答えを出すことなく、咲とデートしようとしている。それはあまりにも不義理な行為であって、大切な想いを仇あだで返しているというものだ。

　ただ、偽善かもしれないが、理恵や咲のことを想えばこそ、伝えておくべきことだ。

　少なくとも、内緒でことを進めるのは外道のやることだろう。

　罵ってくれて構わない。引っぱたいてくれても構わない。

　理恵には、その権利がある。

　しかし理恵は、悲しむことなく優しげな表情をしていた。ただ、その顔に困った表情もちらついているように見える。

「……なんとなく、わかってた。神楽さんからキスのことを聞かれた時、二人でデートしていいかなって聞かれたから」

　咲は、そんなことを理恵に言っていたのか。

　理恵は穏やかな笑みを浮かべて口を開く。

「あたしたちは付き合ってるわけじゃないから、武ちゃんの行動には口を挟めないよ。それに、武ちゃんがあたしたちを大事にしてくれてるのもわかってる。だから、武ちゃんが神楽さんとデートするのも、それを咎とがめるつもりはないんだ」

「嫌じゃない、のか……？」

　普通の人間だったら、嫉しつ妬としてもおかしくないと思うのに。

「……はい、とも、いいえ、とも言えない。武ちゃんはあたしたちのどっちが好きなのか、真剣に決めようとしてるわけだし、それにあたしたちの想いを受け止めようと努力してくれてるでしょ？　あたしだって、神楽さんの気持ちもわかるし、神楽さんにも幸せになって欲しい」

　いや、嫉妬はしているように思う。だけど、それ以上に俺や咲を想う気持ちの方が強いだけだ。

「それに……、神楽さんを出し抜くみたいにキスしちゃった罪悪感もあるし……」

　そう言って、朝のように俺から顔を逸らして顔を赤くする理恵。

　しばらくの間、そうしている理恵を見ていた。理恵はやがて深呼吸を始めて、再び真剣な表情で俺の目を見る。

「ひとつだけお願い」

「……お願い？」

「デートを心の底から楽しんで？　あたしに遠慮したりして、デートを楽しまないなんて、ダメだからね。あたしのせいでデートがつまらなくなるのも嫌だし、それは神楽さんに失礼だよ。あたしたちの想いを真剣に受け止めた上で、答えを出すようにして欲しいな。些さ末まつなことにこだわらずに、大きな心を持つようにして欲しいの」

　理恵は俺の内心など、すべてわかっているようだった。

　咲とのデートは、答えを出すためのものとも言える。それを全力で楽しまずにいることは、その答えを遠くするだけだ、と言っているのだろう。

　デートの最中やデートのことを考えている時に悩むのは些細なことで、真剣に相手の想いを受け止めなきゃならない。

　確かに女の子と一緒にいる時に、他の女の子のことに想いを馳はせるなどデリカシーがないにもほどがある。だけど、忘れるのは許されない。それを知った上で、俺は進まなくちゃならないんだ。

「わかった。約束する」

　そう聞いた理恵は、優しい微笑みを向けてくれた。頑張ってと言っているようだ。

　やはり、彼女は強い。俺なんかよりも遙かに……。

　少しでも、彼女に近づきたい。対等になりたい。本心からそう思った。




　理恵へ伝えるべきことも伝え終えて、後は寝るだけとなった。気付けば、もう次の日になりかけている。

　寝る前にトイレ行っとこ。

　そう思って自分の部屋を出ると、春姉の部屋の扉が少しだけ開いていることに気付いた。隙間から光が漏れている。春姉がこんな時間まで起きているとは珍しい。大体、一時間から二時間前には寝てるはずなのに。

　いけないとは思いつつも、少し中を覗くと、春姉はラケットの手入れをしていた。

「こーら。のぞき見はダメだよ、たーくん」

　バレていた。少しだけ、ドアを開けて頭を下げる。

「ごめんなさい……。春姉が珍しく夜更かししてるからさ」

　素直に謝ると、春姉は微笑を浮かべてくれた。許してくれたらしい。

「入っても良いよ？」

　そう言われて、静かに部屋の中に入る。春姉の部屋は、非常にシックな様式で俺と同じ家の部屋とは思えないほど綺麗だった。『エターナル　イノセンス』のゲーム内に存在する春姉の自室背景が多分に含まれているが、それも少しずつ変わっている。時々、模様替えをしたり、近所の人から古い家具をもらったりしているからだろう。

「ラケットの手入れ、こんな時間にしてるんだ？」

「うん。ラケットの手入れを深夜にやらないと、落ち着かないの。最初はちょっとした験げん担かつぎみたいなものだったんだけど、習慣になっちゃったんだ」

　春姉の中にそんな習慣があったのか。

「やっぱり、テニス、したいよね？」

　思わず言ってしまったが、言ってから後悔した。

　したいに決まっているのだ。春姉にとってテニスとは、切っても切れないスポーツだ。ある意味、自分の半身とも言えるほどの。

　だからこそ、一生できないと言われた時、春姉はいつも見せない深く落ち込んだ表情を見せたのだ。

　あまりにも、考えなしの台詞に自己嫌悪してしまう。

「うん。したい、よ。やっぱり、忘れられないから……」

　絞り出すように出る悲痛な声。

　春姉が思い描いていた進路って、やっぱり――。

「でも、ほら。しょうがないからね。あ、そんな顔しないの。あの時も言ったけど、肘を壊したのは、わたしの責任なんだから」

　迫力はないが、少しだけ怒った顔をして春姉は俺を叱る。

　そんな春姉を、僅わずかでも励ましたかった。

「春姉。やりたいことを見つけて欲しい。俺、絶対に力になるから……」

　予想外の言葉だったようで、春姉はビックリしてほんのりと頰を赤くする。

「ありがと、たーくん。でも、大丈夫だから心配しないで。ちゃんと決めるから」

「うん」

　そして、春姉は何かに気付いたように、壁に掛かった時計を見た。もう、こんな時間か。さすがにそろそろ寝ないと、明日が辛くなる。

「じゃあ、もう夜も遅いんだし。寝ましょう」

「う、うん……」

「おやすみ、たーくん」

　春姉の力になりたかった。少しでも、春姉の心が癒えるように……。
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　デートの約束が決まってから、色々と悩ましい日々が続いた。

　初デートを成功させるためには、様々な情報を集める必要がある。そこで俺は頼りになるかもしれない人たちに学校で相談を試みた。

　相談相手が廊下を一人で歩いているところを捕まえる。周りに人もいない。

　まずは、翔しよう也やに助言を頼んだ。

「惚のろ気けか、このクズ野郎！　もげろ、もしくはその口を閉じろ、この人でなしがあッ！」

　ひどい言われようだった。早くも人選を間違ったと確信する。ゲームや漫画だったら、怒筋付きになっててもおかしくない。下手をすれば血の涙までついているかもしれない。なぜ俺はこの男に相談しようと思ったのだろうか。この後悔は先に立ってもいいだろうに。本当に、頭が悪いぐらいに浮かれているな、俺……。

「服装はタキシードで行けば、いいんじゃねーのー」

　翔也は、顔面を歪ゆがませてすごくムカツク顔をしている。完全に投げやりモードだ。

「高校生のデートでタキシードって、どう考えても背伸びしすぎだろ」

「おいおい。デートにタキシード着ていかないと、ダサいとか言って帰っちゃうヒロインもいるんだぜ？」

　どこの二次元の話だ。

「というか、僕と代われ」

「ふざけんな」

　結局、得るものはなかった。

　次は、高たか橋はしに相談してみるか。

「はあ？　なんであたしに聞くんだ。行きたい場所ぐらい、本人にでも聞いてろ」

「本人にって……。それじゃ、なんて言うか、夢がなくないか？」

　そう言うと、高橋は深い深い溜息をついた。そして、心底呆れた目付きを向けてくる。

「たかだか一度のデートに夢見すぎだ、この馬鹿。キメぇ」

　あっさりとそう言い切った。

「第一、あたしに咲さきの好きな場所を聞いて『わたしの好きな場所知ってるなんて、素敵！』とか言われたいんだったら、お門違いだ」

　何気にすごい声を聞いた気がする。高橋が咲の真似したのか、今の？

「行く場所ぐらいてめぇで考えろ。当たって砕け散ってこい」

　砕け散るのが嫌だから、聞いてるんだけどなあ……。

　高橋も残念ながら参考にはならなかった。咲の好きな場所じゃなくて、女子高生が普通に気に入る場所とかが聞きたかっただけなんだけど。

　仕方がない。彼女には絶対にからかわれそうな気がするからあまり連絡を取りたくなかったが、頼りになりそうで気兼ねなく相談できる相手は、俺の交友範囲ではあの子しかいない気がした。

　学校も終わって家へと帰ってから、早速、彼女に電話してみる。五回ぐらい呼び出しコールが鳴ってから相手は出た。

「もしもし、武たけ紀のりですが」

『おー、タケにい？　麻ま衣いだよー。あたしに直通電話なんて久しぶりじゃん。何年ぶりかねぇ？』

　電話の向こうから甲高く軽快な声が聞こえてくる。相手は俺が中学生の時まで世話になっていた親戚で、親父の弟の娘さん、つまり従い姉と妹この都つ筑づき麻衣だ。俺の持つ家事スキルの師匠であり、俺にお洒落しやれの才能がないとトラウマを突き付けてくれた娘である。

　彼女は俺の一歳年下だ。つまり、ごくごく普通の女子高生と言える、……と思う。

「そんな何年ぶりってほど、時間空いたか？　少し前に話した気がするけど」

『家の電話じゃ何回か話したけど、あたしに直接ってのはほんと久しぶりになるじゃん。で、何にお困りで』

「なんで困ってるってわかるんだ」

『そうじゃなきゃ、あたしに直接電話なんかしないじゃん。あたしの近況なんかを聞きたいわけじゃないんでしょ』

　鋭い従姉妹だ。まあ、話が早くて助かる。

　掻い摘んで、デートをするということを一通り麻衣に説明した。咲がどういう女の子かを含めて。

　すると、相手に妙な化学反応が起こった。

『……え？　本当に？　マジ？　デート？　タケにいが？』

　なんか疑ってるんですけど。

『マジマジマジマジマジ!?　あはっ、あははははっ！　あのタケにいが！　デート！　やばっ、腹痛いっ！　あはははははははははははははははははははははっ！』

「笑いすぎだ！　つーか、笑いどころじゃねぇ！」

　失礼過ぎる！　机だか壁をバンバン叩く音まで電話を通して聞こえてきてるぞ。

『がっ、がまんっ……！　くひっ……、ぐぐっ……だっ、だめっ！　だはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははっ！』

　しばらく、そんな年に一度の大爆笑みたいな笑い声が俺の耳に届くだけになった。今の内に切った方が身のためかもしれないという考えが浮上してくる。この笑いで、俺はお洒落に対するトラウマを植え付けられたからな。……頑張ってお洒落したつもりだったのに。

　しかし、息が切れたようで、大笑いは思ったよりも早く窄すぼんでいった。

『は―――……はー……。ふー、窒息するかと思ったー。こんなに心の底から笑ったの、久しぶりだったよ。タケにいの前衛ファッション見た時以来？』

「笑わせたつもりはないんですがね……」

　皮肉を込めて言ってみたが、効果は薄かった。なかったかもしれない。

『ごめんごめん。めっちゃ意外だったからさー。そっかそっかー、オタクまっしぐらだったあのタケにいが生身の女とデートかーブッ……ククククッ……』

　必死に笑いを堪えてやがる。そんなに意外か。

『オッケーオッケー。笑わせてくれた分はちゃんと助言するからさ。許して』

　笑わせたつもりなんかないのに……。なんか納得いかねぇ……。

　しかし、彼女の助言を素直に聞き入れる必要が俺にあるのは確かだ。

　で、行く場所に関しては、結局マニアック過ぎなきゃいいという話をされた。あと、お金がかかりすぎるところには行かないことという注意ぐらいだ。

『あたしは、適当にウインドウショッピングしてるだけでも面白いしね。最初っから二人きりになるような場所行くと、警戒されると思うんだけどなぁ。その相手さんの話を聞いてる限りだと』

　咲はそういう女の子には見えないけど、そんなものなのか。

『映画も今、ロクなのやってないしねー。この前、全米震撼！　とかいうの見たけど、むしろ別の意味で震撼するほどの酷い出来だったよ。お金もらえれば見るレベル。あれは、人生におけるワースト３には入るね。あんなものを小遣い使って見たのが、悔しすぎてさー。……って、ちょっと聞いてる!?』

　あの映画そんなにひどいのか。で、何な故ぜ俺は、その愚ぐ痴ちに付き合っているのだろう。

　そんな脱線をしつつ、行く場所の話も終わって、最後の話になった。

『……で、最後にして、最大の問題が、タケにいの場合は服！　今、そっちに何があんの？』

「何がって、名前なんか覚えてないぞ。自分で買ったけど、よさげなものを買っただけだし」

『相変わらず、服装に無頓着だなぁ。ちょっと、上だけでいいから、写メで撮って送って』

　一旦携帯を切って、タンスから中の服を取り出して、写メを撮って何度かに分けて麻衣に送る。

　少しして、携帯の着信音が鳴り響いた。

『本当に！　相変わらず！　なんで、こんなしょっぱい服しかないの!?』

　そんなこと言われてもなぁ……。そんなに悪いのか。こいつの美的センスのハードルが高すぎる気もするんだけど。

『……まあ、いくつかギリギリセーフなものもあるからいいけどさー。そんじゃ、着る服をピックアップするから、それから好きなの選んで。パンツの方は上に合った色だけ伝えるから、間違えないように。自分で選ぼうとしたら、自爆すると思え』

　……本当に、ひどい言われようだ。

　まあ、そんな風にやり取りして、なんとかデート計画の体裁は整いつつあった。もちろん、このままじゃダメだと念押しされてて、ちゃんと自分なりの味付けを、ということだ。

『あたしにおんぶにだっこのデートなんて嫌っしょ？　初デートなんだしさ』

　これを元に考えて、もっと煮詰めるわけだ。

　俺がお礼を言うと、そこでデートの話は終わり、会話が雑談モードになる。

『そういや、少し先の話だけど、冬休みどうすんのー？　うちの親は、そっちの生活を見るために、出向くつもりでいるみたいだけど』

　こっちから行くのでも良いんだけど。

「まあ、その方が面倒じゃなくていいかな」

『あたしが面倒なんだけど！』

「そうなるな」

『……ちぇっ。まあ、いいや。春はる姉ねえと夏なつ海みにもよろしく言っといて。こっちは元気でやってるって』

「へいへい」

　そう言えば向こうの家族は、ちゃんと二人の姉妹がいるのを知ってるんだよな。どこまで深く記憶しているのかはわからないが。まあ、春姉も夏海も俺と同じく、叔父さんたちの養子だし、記憶がないと不都合があるわけだけど。

　それから話も終わって、電話を切ろうとしたが、その直前に麻衣の声が届く。

『それと、初デート頑張ってー。上手くいったら報告よろしくー』

「やだよ、また笑われそうな気がするし」

『今年一番の大爆笑を期待しております』

　今年一番の皮肉混じりなその台詞に、俺は即座に電話を切ってやった。




　期待と不安の入り交じった日々が終わり、ついに週末がやってくる。いつまでも来て欲しくないような、早く来て欲しいような、そんなかつてないほど混こん沌とんとした心情で過ごす学校生活は瞬く間に過ぎていった。

　そして今日、つまり週末の土曜日は、朝からまさしく秋晴れと言っても良いほどの心地好い天気だ。部屋の窓を開ければ、少し肌寒いが心地よい風が部屋へと入ってくる。雨天決行だったけど、晴れて良かった。

　出かける準備をして、足取りも軽やかに玄関へと向かう。家には今、誰もいない。春姉は先日言った通り朝にはもう出かけていたし、夏海は四し阿あちゃんたちと遊びに行っていた。二人とも、それぞれの生活を謳おう歌かしている。

　安心しながら玄関を開けて、家を出た。

「楽しそーだねー」

　そして玄関を出て、目の前に現れたのは、少々複雑そうな表情の理り恵えだった。笑顔なのか怒りなのか判断が付かない。浮かれた気分が、一瞬で影を潜める。

「なーんで、そんな驚くのかなぁ？」

　いかん、顔に出ていたらしい。

　できれば今日は顔を合わせたくなかったというか、色々と気まずいというか……。まあ、それも俺の都合でしかないか。

　しかし、何のためにここで待っていたんだ？　デートの約束をしたことはすべて伝えてあるはずだから、何か言いたいことでも残っていたのだろうか。

　理恵は驚く俺を見たまま、目の前にくる。

　そして、手を伸ばして、俺の襟を直した。

「ほら、ここ曲がってる。せっかくのデートなんだから、きちんとしないとダメだよ？」

　理恵は呆れた口調で、子供を窘たしなめるように俺を咎める。












「ごめんね。楽しみなデートに水をさすみたいで。でも、少しぐらいあたしも関わらないと悔しいし……」

「ごめん……」

「謝らないで欲しいな。今、ここにあたしがいるのは、ただ単にお節介。それと、神楽かぐらさんへのあてつけ、かな？」

　あてつけって。

「ちょっとした夫を送り出す気分を味わいたかっただけ。うん、これでもう充分だから」

　冗談めかした口調でそんなことを言ってから、理恵は俺から離れた。

「それじゃ、行ってらっしゃい。楽しんできてねー」

　秋の日射しを浴びて、理恵がゆっくりと俺を送り出してくれる。

　やはり、彼女としても未だ心境は複雑なのだろう。

　大丈夫。その気持ちは忘れない。受け止めたまま、ちゃんとデートも楽しむから……。

　そんな気持ちを抱きながら、俺は待ち合わせ場所へと急いだ。




　待ち合わせ場所は、駅の南口改札のすぐ近くということにしてある。大ざっぱではあるが、そんなに大きな駅でもないし、携帯もあるからすぐに連絡も付くだろうということで、そんなに細かくは決めていなかった。

　待ち合わせ時間にも多少の余裕はあるし、捜すにしても待つにしてもちょうど良い時間のはずだ。

　改札を通ると、思惑通り咲はすぐに目に入った。売店の近くで手を後ろに組んで、手持ちぶさたにしている。どうも、先に到着していたらしい。

　向こうも俺を見つけたようで、小走りに駆け寄ってきた。

「おっはよー、武たけ紀のりくん!!　いーい天気だねっ！」

　そして、いつも通りのハイテンションな声に安心する。

「……ああ、晴れて良かったよ」

　今日の彼女は、キャスケットと呼ばれる帽子を被っていて、トレードマークのポニーテールの結び目はその帽子に隠れていた。少し厚手でダークトーンのトップスと赤地に緑を入れたチェックスカートに身を包んでいる。さらに視線を下ろすと、膝までのこれまた黒いハイソックスを履いており、色の対比もあって太ももが非常に艶やかに見えた。靴は白色が基調の動きやすそうなスニーカーだ。

　普段見ない彼女の私服は、それだけでも新鮮だというのに、可愛いというイメージとは少々違う、俺のボギャブラリーでは言い表すことのできない魅力を醸し出していた。

　咲の元気さと新鮮さに呑まれて、少し気後れしてしまう。俺はと言えば、従姉妹の麻衣に助言をもらったとはいえ、それでも見み窄すぼらしい気がしてきて……。

　いかんいかん。最初からこれでは身が持たない。理恵にも楽しめって言われたわけだしな。男としてちゃんと振る舞わないと。

「えっと……。その服、可愛いよ」

　……他に言いようがないのか、俺は。太陽が君にもっと輝けと言ってるんだね、とか。いや、これ、死亡フラグだろ。ああ、自分自身の不足している語ご彙いの分だけ恨めしい。

「ありがとー。……でも、服だけ？」

　冗談めかして返されてしまった。

「そんなわけない。咲もすごく、可愛いよ」

「えへへ。お世辞でも嬉しいよっ」

　優しい笑みを向けてくれる。なんだか、お約束のやり取りをしてしまった。デートをするのだという実感が湧いてきて、気恥ずかしくなってくる。

「それじゃ、行こうか」

　気恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように、先へと進んだ。しかし、俺が歩こうとしても咲は動く気配がない。なにやら、眉を顰ひそめて不満げな顔である。

　早くも俺、やっちまったか？　でも、そんな気配さっきまでなかったのに。原因がわからない。

「むー。武紀くん、もうひとつのお約束を外すなんて、減点対象だよ？」

「[image: ]!?」

　思わず、濁声が出てしまった。減点って何が？　そもそも、もうひとつのお約束ってなんだ？

「わたし、せっかく三〇分前から来てたのにー」

　三〇分も待ってたのか。あ。

　……そういうことか。

「まだ、間に合う？」

「ギリギリで」

　少し機嫌の悪そうな顔をした咲に真正面から向き直る。

「ごめん、待った？」

　その台詞せりふは正解だったようで、咲も安心したように太陽の笑顔を見せてくれた。

「ううん、今来たところだよっ！」

　これはこれで非常にゲームチックな気もするけど、こういったお約束も悪くない。

　……って。

「さっき、三〇分前から来てたって……」

「あははっ。細かいことは気にしない気にしないっ！　ほらっ、行こ行こっ！」

　ハイテンションに戻った咲が俺の手首を摑んで引っ張る。すっかり上機嫌だ。

　引っ張る先は俺が計画を立てたコースからは少し外れるけど、今回は時間に縛られるデートではないし、ゆっくり行こう。咲と一緒なら、たとえそれが回り道でも楽しいことには変わりがないのだから。




　煉れん瓦がで舗装された道を二人で歩く。ここは昔の面影が少しだけ残った商店街となっており、昔ながらのガス灯風街路灯などもあった。昔のものがそのまま残っている建築物は少ないが。

　休日ということもあって賑わっている。この中の数人は観光客かもしれない。そうであれば、行く先も一緒になる可能性もあるだろう。

　咲は物珍しそうに視線を色々なところに動かしていた。

「おおー。なんとなく趣があるねっ」

「もう少し先に行けば、それっぽい建物もあるよ。こっちに来るのって初めて？」

　この辺りは俺たちにとって一応、準地元だけど来ない人はとことん来ない。観光地に近いから行きづらい雰囲気があった。来る人間は来る人間で目新しくもないんだよな。普通に遊ぶんだったら、もっと別の場所があるし。

「うん。初めてだよっ。この辺りに何があるのかは知ってたけど、こういう場所だったんだね。実はわたし、知ってるけど知らない、みたいなところが多いんだよね。でも、近所でもう実際に行ってない場所はないよっ！」

　初めて見る場所、ということで少し気が昂たかぶっているのかもしれない。咲は少々興奮気味だ。

　頻りに俺との距離を縮めてくるのは、そのせいもあるだろう。もっとも、俺は情けないことに、咲が近づくたびに距離を広げてしまっているのだが。

　俺と咲の間は、人ひとりが強引に通れそうなぐらい開いていた。

「………」

　そして、咲が微妙に不満げな顔になっているのにも気付いているわけだが、なんとなく、気恥ずかしくてこれ以上近づけないでいる。

　そりゃ、肩が触れあうぐらいに近づきたいし、手を繋ぎたいとも思っていたし、腕を組むのもやってみたくないと言ったら、真っ赤な噓うそだ。

　言えば、きっと咲は快く受け入れてくれそうな気がするけど、善意につけ込むようで俺はなんだかんだと言い訳をして、望んでいたことをやるのに躊躇ためらっていた。

　そんな風に俺が優柔不断にしていたからなのか、ただ単に彼女がそうしたかっただけなのか、

「ほらっ。もっと仲良くしよーよっ！」

　と言って、俺の右腕に自分の体を寄せながら左腕を絡めてくる。

「やっぱり、こうじゃないとデートっぽくないよねっ」

　いや、そうでもないと思うのだが、それを突っ込むほど俺は空気が読めないわけではないし、それよりもこの二の腕に当たる感触はっ!!　布越しとはいえ、なんというか温もりと一緒にヤバイ柔らかさが伝わってくるのですが!!

　右腕を起点に身体がこわばっていく。いや、なんというか、経験のない人間の悲しい性さがだと思う。というか、なんで咲はこんなに積極的なんだ？

　しかし、咲はまったく気にせずに俺を引っ張るように歩いていく。

「ちなみに、このたび八五になりましたっ」

「何がっ？」

「やだなぁ、もう。わかってるくせにぃ」

　からかうような猫撫で声だ。ああ、考えるな。俺の脳よ。考えるんじゃない。誰か俺のフリーズ気味な脳を守るために、特定の神経を遮断するソフトウェアを今すぐ開発してくれ！　このままじゃ、脳のシステム領域に重大なエラーがっ！

「一センチ増量御礼っ。ブラのサイズも変えました！」

　そんな脳内防衛を嘲あざ笑わらうかのように、貴重な個人情報をさらに侵入させる咲。というか、そんなことを衆人の中で堂々と発言しないで欲しいのです。

　ただでさえ、咲は『関東一帯で知らない高校生がいない』なんてトンデモ設定があって、しかもそれがご丁寧に反映されているというのに！

　なんだか注目されている気がした。チラチラと横目で見られているみたいな視線を感じる。そもそも、注目されて当たり前か？　咲は可愛いわけだし、その隣にいるのがどう考えても見た目平均以下の俺って時点で……。ああ、視線が恨みがましくなってきた？　脳へ微かすかに怨めしい声が響いてくる。

「死ね」「もげろ」「爆発しろ」

　違う！　これは俺の被害妄想だ！

　……ダメです、無理です。刺激が強すぎます。これ以上は、無理！

「咲、ごめん。さすがに腕を組むのは、その、歩行運動に支障を来すから……」

　いかん。日本語もおかしくなっている……。

　咲も俺の意図を察してくれたようで、腕をゆっくりと放してくれた。温もりとあの柔らかさが惜しくないと言ったら閻魔様に舌を引っこ抜かれるだろうが、今の俺には刺激が強すぎる。

「しょうがないなー。じゃあ、手、繋ごっ！」

　気を悪くすることもなく、新たな提案をして、右手を差し出してくる咲。

　まあ、手を繋ぐぐらいであればなんとか……。

「うん」

　ズボンで手を一度拭いてから、俺も控えめに右手を差し出して咲の手を握る。

　それは、ごく自然に握手の形となった。

　一瞬、何が起こっているのかわからないといった顔になる咲。

「……って、武紀くん！　手を繋いで歩くのに、握手してどうするのっ！　あははははっ！」

　咲は握っていた手をブンブン振って大笑い。

　気が動転していた。手を繋ぐ時に、同じ手で繋いだら歩けるはずがない。ここにきて、経験不足が露ろ呈ていしまくりだ。

「ご、ごめん……」

　謝ってから、改めて咲の手を握り直す。

「うん。大丈夫だよ、焦らなくても。ゆっくり行こうよっ」

　こんな失敗だらけだというのに、咲は気を悪くした様子もない。

　こんな良い子が俺に惚れてくれているなんて、本当に分不相応にもほどがある。だけど、だからこそ、俺はそれに応えられる男になりたかった。




　二〇分ほど歩いてやってきたのは、観光地として名高い煉瓦の倉庫だ。歴史的建築物で長年放置されていたが、都市再生の一環で広場や公園などを付与されて、商業施設としてオープンした。

　イベントも多々あるので、デートにはうってつけ、とは雑誌や人からの受け売りである。俺自身ですら、ここは一度も来たことがない。この辺りの地区は、地元ほど知らなかったりする。

　しかし、観光客や家族連れがそこら中に溢れており、この日は非常に賑にぎわっていた。平日はどうか知らないが、休日はそれなりの人がここには来るらしい。

「へぇー、面白そうなところだねっ。どんなものがあるの？」

「イベントは結構あるけど、今日めぼしいのは、風景写真展とアクセサリーの展示販売かな？」

　風景写真展は、写真を撮り始めた今の咲には、何かピンとくると思うのだが……。

「おっ。じゃあ、写真見てみたいな！」

「じゃあ、こっちだ」

　館内の入り口からエントランスホールに入ると、地味な展示のわりに結構な人がいた。俺は文化祭の面白くない展示みたいなものを想像していたので驚いてしまう。以後、認識を改めよう……。

　エントランスホールには、様々な写真が飾ってあった。モチーフは水らしい。

　人で賑わっていて、楽しそうな雰囲気がこれでもかと満ちあふれている海の写真。今にもせせらぎが聞こえてきそうな川の写真。多数の船が映っていて、その多さに圧倒されるほどの港の写真。どの写真も、おおっと思わせる不思議な魅力があった。

　中には海外の港の写真もある。咲は圧倒されるようにしばらくの間、特にその写真を見ていた。確かに咲が見ているその写真は、建ち並ぶ西洋建築の中を水が流れる幻想的な風景の写真だった。夕日が水を照らし出すその風景はあまりにも綺麗で、地球上のものではないように感じるほどだ。

「……すごい」

　感嘆したようにポツリと漏らす咲。心なしか、頰が紅潮していた。

「すごく真剣に見てるな」

「うん。すごい。写真のこととか、わたしはそんなにわかってないけど、見るだけですごいってわかる。それに、こんなところがあるなんて、信じられないぐらいに綺麗だよ。ここ、どこなんだろう？」

「たぶん、ヴェネツィアだと思う。イタリアだよ」

　テレビの旅行番組で見たことのあるこの風景は、たぶん水の都として有名なヴェネツィアのものだろう。

　俺の説明を聞いて、表情が困ったものになる咲。

「これがヴェネツィアの写真なんだ。さすが、水の都として名高いだけはあるね。わたし、こんな綺麗な風景、初めて見たよ。というよりも、海外って『地理的な場所』とか『主な産業』とかそういう知識はあるんだけど、どういうところなのかピンと来てなかったんだよね。風景もあんまり見たことないし。どんな風に綺麗とか、どんな活気なのかとか、そういう情報がわからないとゆーか……」

　咲は、どこか不安げに俯く。

　咲を始めとしたみんなには、時折、本来知っているべき場所を文字情報でしか記憶していないという事があった。彼女たちは、まるで今まで家から出なかった子供のように、知っていて然るべき場所を初めて見たように感動する。

　それは、どうしたって元々がゲームキャラのみんなと俺を隔てる壁を意識させた。

　だけど、これは俺が悩んでいても、どうしようもない問題だ。俺がやるべきことは咲を、こんな顔にさせることじゃない。だったら、するべきことは一つだけだ。

「俺が色んなところに連れていく。近所だけじゃなくて、もっと遠いところにもさ。いつか、この風景の場所も実際に見に行こう」

　咲は、一瞬戸惑った表情になるものの、やがて笑顔を浮かべてくれた。

「……うん。ありがとっ！　でも、差し当たってはデートだからねっ」

　咲が俺の腕を取って先に行くように急かす。

「さ、次行こっ！　二階だよねっ」

　早く早くと体を引っ張った。一緒に慌ただしくエスカレーターを上る。少しずつ、二階でのアクセサリー展示をしているスペースが見えてきた。

　幾多もの棚がそのエリアに設置されている。そこに収められているアクセサリーは、ある棚では乱雑に置かれていたが、別の棚では丁寧に陳列されていた。棚によって作った人が違うようで、商品の陳列のされ方にも個性が表れている。置かれているアクセサリーは、シルバーや天然石を使ったものなど、その種類は様々で値段が手頃なこともあり、見ている方は目移りしてしまうほどだ。

　咲は、その中のアクセサリーが丁寧に陳列された一区画を興味深そうに眺めていた。咲の見ているアクセサリーは、少しデフォルメされた花や葉っぱをモチーフにしており、綺麗というよりも可愛い感じだ。

「おおー、これは可愛いなぁ……」

　隣にいる咲が感心した溜息を漏らす。俺も心の中で同意した。

　それを聞いて、店主の若いお姉さんも気を良くしたらしく、いい笑顔をしている。

「そっちがいけるなら、こっちもいけると思うわよ」

　店主のお姉さんが、奥から別のアクセサリーを引っ張り出してきて咲に薦めると、咲はまたも熱心に眺め始めた。

　そして、簡単な説明を終えると、店主のお姉さんがこちらに向き直る。

「どう？　可愛い彼女に買ってあげるってのは？」

「……そうですね」

　彼女、という単語にむず痒がゆいものを感じた。彼女ではないからなのか、また別の何かなのか、その正体はわからないが悪い気はしない。

　それにここで咲にプレゼントというのは、いい機会だと思った。それを買えるぐらいのお金も財布の中にある。

「あー、形に残るプレゼントはまだいらない、かなぁ……」

　咲が困った顔をして、重々しく呟いた。

「あら、どうして？」

「わたしたち、まだ恋人じゃないですし、選ばれなかったら形のあるプレゼントって、つらくないですか？」

「そうだったの。仲が良さげだったし、恋人だとばっかり思ってたわ」

「恋人候補の一人、ってところです」

「……見かけによらず、だらしないのかしら？」

　店主さんの意外そうな視線が俺を射貫く。本当のことだけに、何も反論できなかった。

「色々と複雑な事情があるんですよ」

　咲のフォローが入る。そんな台詞に、店主さんは、理解できないといった顔をしていた。そりゃ、そうだよな……。

　選ばれない限り、形に残るプレゼントはいらない、か。

　その言葉に、少しだけ咲の想いを垣間見た気がした。




「あー、面白かったねぇ」

　夕日を浴びて、咲が腕を上にあげて、身体を伸ばしていた。

　あれから特に大失敗することなく、俺たちは駅近くの公園に来ていた。運河を埋め立てたというこの公園は妙に細長く、休日にはイベントをやる時もある憩いの場所だった。もっとも、今日はなんのイベントもなく、ぽつぽつと人が行き交っているだけだ。

　二人して、石造りのベンチに腰を下ろして、ほっと一息つく。目の前の噴水が、噴き上がり始め、水のアーチを綺麗に描いた。

　あれから、デートは無難に消化されている。散策がメインの地味なデートで、我ながら不安だったが、咲も楽しんでくれたようで何よりだった。

「面白かったなら、良かったよ。安心した」

　咲が隣にいる俺を笑顔で見つめてくる。

「うん。一杯、初めてのところに行けたし、中華料理も美味しいところだったし……。ちょっとした観光気分だったな。ありがとうね、武紀くん」

「いや、いいって。お礼を言われるようなことじゃないよ」

　それでも、咲の言葉にほっとする。

　しばらく、肩が触れあった姿勢で、俺たちは温もりを感じあった。

「ねえ。武紀くん」

　不意に咲が尋ねてくる。

「何？」

「写真を見てる時に、なんで、いつかヴェネツィアに連れて行く、なんて言ってくれたの？」

　予想外な質問だった。自分の気持ちを知られたくないため、返答に窮してしまう。

　写真を見ていた時に、少しだけ不安げな顔になった咲の表情は、俺の心に確実に突き刺さった。だから、つい言ってしまった、などと正直に打ち明けられるわけがない。

　目の前で噴き上がる噴水の飛沫しぶきが、力を失ったように地面へと落ちていく。それを合図にしたかのように、咲は神妙に切り出した。

「……実を言うとね。わたし、武紀くんのことで、直してもらいたいところが一個あるんだよね」

　ビクリとする。いや、自分が完璧な人間だと思ったことなどないが、それでも面と向かって言われると、やはり怖い。

「わたしたちを大事にしてくれてるのはわかるんだけど、時々、わたしたちが別世界の人間みたいに考えてる時があるでしょ？」

「それは……」

　確かにそう考えているかもしれない。彼女たちが人間だと思っているが、時折見せる現実離れした言動や思考を目の当たりにすると、不安が湧き上がってくるからだ。

「わたしたちを見下しすぎじゃないかな……？」

　そう。その不安は、根本的な部分で見下しているからに他ならない。

　だけど、俺は見下していないと思い込みたかった。

「見下すって、そんなこと、ないよ。咲も理恵も、強いし、俺は二人を見習いたいくらいだ」

「うん、そういう気持ちを向けてくれてるの、わかってる。だけど、それでも壁があるんだよ。わたしたちの間には……。武紀くんは、何を思い悩んでるの？」

　悩みを打ち明けることなどできない。しかし、咲はそのまま語り続ける。

「当ててあげようか？　武紀くんは、ずっとずっとわたしたちをこの世界に呼び出したことに対して、言い様がない罪悪感と責任感を持ち続けてる。わたしたちが嫌な気持ちを抱いたりした時、必ず心が痛んでる。違うかな？」

　それは、前に恵めぐ奈なにも言われたことだ。でも、まだ俺はその意識を覆せないでいたのだろうか。

　ただ、やはり考えてしまうのだ。彼女たちのことをゲームキャラだろうと気にしないのは確かだけど……。そのせいで嫌な思いをさせてるのであれば、話は別となる。

「……当たり前だろ。この現実に呼び出したからこそ、みんなはそんな思いを抱くことになったんだから……」

「そうだね。確かに、現実にいなかったらこんな思いを抱くことはなかったと思う。だけど……」

　咲は俺から真正面の噴水へと視線を移して、

「現実にいなかったら、こんなに幸せな気持ちにもなってないよ？」

　と、俺を諭さとすように言った。

「現実って、色々あるよね。ちょっとしたことで悩んだり、面白くなったり……。わたしも、今も普通の人とは何か違うんだなっていう自覚はあるけど、それでもこの世界は生きるに値する世界だと思ってる」

　咲は腕をベンチに付けて、それで体を支えるようにして、少し背中を傾ける。

「呼び出されてから、わたしたちは一回消えたよね。言ってなかったけど、その時、意識って朧おぼろ気げにあったと思うんだ」

「……そうだったのか？」

　そんなこと、初めて聞いた。

「本当にあったかどうかわかんないよ？　この世界に戻ってきた時に、何となく思い出したっていうか……。夢みたいな感覚だったっていえばわかるかな？」

「夢？」

「そう、夢。だけど、何もない、夢。どんな夢を見ていたのかはわからないし、夢を見ていたかどうかすら曖あい昧まい。確信がないから今まで言わなかったけど、不思議な虚きよ無む感かんがあったんだ。それを思い出すと、酷く冷たくて、怖い感じがする。もしかしたら、わたしたちはこの世界から消えたあと、何もない世界にいたのかもしれない。だけど、武紀くんはそこから、また引き上げてくれたんだよ」

　咲は優しく語ってくれる。

　だけど、その優しさに甘えることなどできはしなかった。

「そう言ってくれるのは、嬉しい。これは、本心だよ。だけど、俺はやっぱりずるいんだ。本来、俺はみんなに惚れられるような立派な男じゃない。咲や理恵たちは、最初から主人公という立場だった俺に『惚れてる』って設定だった。みんなは、それを忠実に再現されて……。それは、何の魅力もない俺がリスクも努力もなく、みんなの想いをもらってるだけで……」

　今まで溜めていた悩みが、自然に口から声になって出ていく。俺の声は、自覚できるほど震えていた。

「だから、せめて、俺はみんなの現実での幸せを守りたいと思ってる。一緒に作っていきたいと思ってる。それが責任だと思ってる。最初からみんなに自覚のない俺への想いを植え付けて、のうのうと生きている俺にできる唯一の――」

　突然、俺の口に咲の指が押し当てられ、言葉を途中で遮られた。

　咲の顔を見ると、しょうがないなぁ、と言った表情だ。

「武紀くん、誤解してる」

「誤解？」

「……それにしても、そんな程度にしか見られてなかったんだ。なんだか悔しいなぁ」

　咲は俺の唇から指を離した。そして足をぶらぶらさせながら、拗すねるように言う。

「武紀くんは、わたしの命の恩人だよ。ちゃんと、それ自覚してる？」

「違う！　それは、設定から咲が病気に冒されただけで、そもそも咲があんなに苦しむ必要はなかった。それに助けたのは俺じゃなくて、従い姉と妹この姉さんだろう。結果的に、俺は何もしてないじゃないか」

「病気が最初からそうだったかどうかなんて、わたしには関係ないよ。わたしが知ってるのは、わたしを助けるためにリーダーシップを取って、雨の中もドナーの人たちを募ってくれたこと。武紀くんが頑張ってくれなかったら、わたしは死んでた」

「……俺は移植できる人を見つけることができなかった。でも、従姉妹さんは移植を引き受けてくれたんだろう？」

「元々、お姉ちゃんは怖がってたんだよ。すごく悩んで、板挟みになって……。骨髄移植って、口で言うほど簡単にできることじゃない。だけど、武紀くんが精一杯頑張ってる姿を見て、お姉ちゃんは骨髄移植をする決心をしてくれたの。そうじゃなかったら、もっと昔にお姉ちゃんは、骨髄の検査をしてくれてたと思うな。お姉ちゃんは、武紀くんと会って話したことがあるって言ってたけど、覚えてない？」

　覚えてる。確かに、あの時、あの女性は、




『毎日、よく、頑張ったね。あとはわたしに、任せて』




　と言って、去っていった。

　彼女が、俺の姿を見て、決心をしてくれた？

「それに、もうひとつあるよ。これは前に愛あいちゃんから聞いた話なんだけど、わたしのために愛ちゃんたち――わたしを苛いじめてた人たちに啖たん呵かを切ってくれたって」

　確かに少ない勇気を振り絞って、あの時は高橋たちを咎とがめた。必死に生きている咲を貶おとしめるのが許せなくて……。

　あの話を咲は知らなかったはず。高橋の奴、喋ったのか？

「その時、思った。何でこの人は、わたしのためにそんなに自分を犠牲にできるんだろうって。入院中に愛ちゃんからその話を聞いてから、わたしの中の武紀くんへの想いは大きく変わったんだ」

　そして、咲は真面目な顔になり、強い口調で言い切った。

「わたしは、武紀くんに惚れ直したの。惚れ直したんだからね。絶対にわかって欲しいことだから何度でも言うよ」

　しかし、咲はすぐに表情を崩して、苦笑気味になる。

「まあ、逆に言うと、イジメを受けてた時にすぐ助けてくれなかったことは、誠に勝手ながら減点対象だったけどねっ」

　口調から冗談で言っているとすぐにわかった。だけど、やっぱりその言葉には少し本音が混ざっている気がする。

「やっぱり助けて欲しかった、よな……」

「もちろんだよ。武紀くんに迷惑を掛けたくない気持ちと、格好良く助けて欲しいっていう、微妙な乙女心のせめぎ合いがあったと言いますか。あははは」

　あの時の俺は、咲の言動を意図的に真に受けて、勇気を出すこともできず、ただ見ているだけに終始していた。今思えば、惚れた女の子を助けられない、最低の男だった。

　咲はベンチから立ち上がり、振り返って俺を真正面から見る。

「経緯がどうあれ、武紀くんはわたしのために体を擲なげうってくれたし、体を張ってくれた。わたしと秋原さんを安易に選択することもなく、わたしたちの気持ちを大事に大事にしてくれた。それが義務感だろうと責任感だろうと、人の幸せのために行動してくれて、しかもそれが自分だったりしたら、惚れない人なんていないと思うな。少なくとも、わたしは惚れました」

　少し照れたように、咲は明け透けに打ち明けた。

「わたしがゲームから呼び出されたとか、もう気にしないで欲しい、って言うのはさすがに無理があるのかもしれないけど、それを気に病むのは止めて欲しいな」

　そして、彼女はいつもの太陽の笑顔となる。

「武紀くんにもっともっと惚れ直させて欲しい。そして、武紀くんも、わたしを普通の女の子としてどんどん惚れ直して。わたしも、もっともっと惚れ直してもらえるように頑張るよ。骨抜きにしちゃうから♪」

　今更ながらにして思う。

　まだ俺は、彼女たちに対して壁を作っていた。

　そして、余計なものまで背負い込もうとしていたのかもしれない。

　咲も理恵も、俺が背負うべき重荷を、少しずつ下ろしてくれている。

　だけど、俺は下ろしてくれた荷物を、何度も背負い直すようにして……。

　本当に、馬鹿だな、俺は。

「努力する、ってのは変な言い方かな。善処する、ってのもおかしいよな……」

　こんな時、要領の良い奴だったら、いい言葉が伝えられるのかもしれないけど、俺の語彙には適切な台詞がない。本当に、ボキャブラリーが貧困すぎだった。

　だけど、俺なりに必死に言葉を紡ぐ。

「上手く言えないけど、少しずつ、自分を変えていく。いつか、すべてを受け止めて、それでちゃんと立てる立派な男になるから……。なってみせるから……」

「うん……」

　咲は優しげに頷うなずいた。

　顔を上げた咲は、ゆっくりとその顔を俺の顔へと近づける。彼女の整った綺麗な顔立ちが、はっきりと見えた。少しずつ、心臓の鼓動が速くなっていく。息遣いを荒くしないように、呼吸を我慢するのに精一杯だ。

　そして中腰になった咲の手が、俺の肩に乗せられ、彼女は目を瞑つむった……って！

　マジですか！　ここで雰囲気に流されてくれるほど、俺の心は固まっていませんよ!?

　いや、しかし、相手にここまでさせて何もしないって、あまりにも失礼な気が！

　据え膳食わぬは男の恥とも言うし！

　したくないと言ったら、噓だし！

　というか、周りは密かに俺たちに注目してないか!?

　不甲斐なく、俺はしばらくそのまま動けない。

　咲の眉がぴくぴくと微かすかに動くのが見えて、それがまた急かされているようにも感じる。

　さすがに、覚悟を決める必要があった。

『デートの最後は、ロマンチックなキスで終わろうね』

　まだデートの最後ではないのだが、そんなもの雰囲気次第だ、アドリブでいいんだ。ここで約束は守らなければならないだろう。というか、守るんだ！

　目を閉じつつ、咲の顔に自分の顔を少しずつ近づけていく。

　そして、完全に目を閉じる前に。

　突然、咲の目がぱっちりと開いた。

「え」

　素すっ頓とん狂きような声をあげて、俺はぴたりと止まる。

　超至近での見つめ合いが続いた。

　正直、気まずいです。

　咲は、俺から離れるように、中腰の状態から背筋を伸ばし、

「おっそーい！　三〇秒も待ったのに！　あ、これは結構、いい雰囲気かな、って思ったのにっ！　武紀くん、減点ー！」

　と腹の底から俺に怒鳴った。

「ごめんなさい……」

「……ほんと、お堅いですねぇ。柔らかくするのに、苦労しそうだなぁ」

　当たり前だが、呆れた表情になってしまう咲。

　ああ、せっかくのチャンスを逃した無念さやら情けなさやら申し訳なさで、自分をさらに嫌いになりそうだ……。




　少々不機嫌になってしまった咲を宥めつつ、デートを再開する。完全に主導権を握られてしまっているが、なんというか咲もそこまで本気ではないため、言い訳をするのにも心地よさを感じた。いや、そうならないようにするべきだったわけだけど。

　落ちかけた夕日が辺りを微かに照らす中、俺は先ほどのキスができなかったお詫びとして腕を組んで咲と寄り添うように歩いている。二の腕には、得難い温もりと柔らかい感触が間断なく、伝わってきていた。

　心を全力で落ち着かせて、感触に少しずつ馴染んだことでようやく歩けるほどには慣れた。大丈夫。平常心、平常心。できてるのかどうかわからないけど、二の腕の感触を、肩までで抑えるんだ。

「えい」

　ふに。

　そんな擬音が聞こえてきそうなほど、押しつけられる柔らかい何か。八五の柔らかい感触を布越しとはいえ適切に脳へと伝達する二の腕の神経が頼もしいのか憎いのか、よくわからなくなってきた。

　……って「えい」とか、咲、わざとだろ！

　横目でちらりと咲の顔を見ると、意地悪そうな笑顔になっていた。前から少しだけ思っていたが、この娘っ子は若干Ｓの気がありそうな気がする。

　注目をされている感覚もあって恥ずかしいのだが、咲がそれで満足しているのなら、もはや羞恥心などどこかに蹴り飛ばしておくべきだろう。

　そして、少し歩いていると咲がふと何かに気付いたらしい。

「あれ。ここって、本屋さん？」

　咲がその建物を見上げたまま、尋ねてくる。

「そうだよ。結構、品揃えいいぞ」

　それなりに有名な書店チェーンだし、その本店だしな。こっちに来ることが少ないから、数えるほどしか使ったことがないけど。

「閉まるのって、何時？」

「確か、八時だったと思ったけど……」

　あと、二時間半ぐらいはある。

「じゃあ、ちょろっと寄ってっていいかな？　母さんに料理の本を頼まれるんだよね」

「了解」

　二人して、店内にまで入り込んでいる生花店の脇を抜けて中へと入った。

　そして、レジにあまりにもよく見知った人を見つけて、目を疑ってしまう。

　この店の従業員が着るエプロンに身を包んだ春はる姉ねえが、書店のレジでお客にお釣りを返しているからだ。その手は慣れているように動き、淀みなどまったくない。

　しかし。

　なぜ、ここにいるのか。なぜ、働いているのか。

　根本的な理由が、何もわからなかった。

「あれ……、春さん、だよね？　武紀くん、知って……なかったみたいだね、その顔は」

　咲は不思議そうな顔をしていた。俺もたぶん、納得できないといった顔をしているだろう。

　しばらく、二人で春姉の仕事を眺めていると、向こうもようやくこちらに気付く。

　春姉は俺たち二人の方に目を向けて姿を確認すると、非常にばつの悪そうな表情になった。
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　目的の本を買い終わった咲さきと共に、一緒に書店から出た。デートの続きだ。商店街を、咲と連れ立って店を眺めるようにゆっくりと歩く。

　だが。

　書店で働いている春はる姉ねえを見つけてから、俺の中で嫌な予感が湧き上がってきていた。

　バイトをしていることは、まったく問題ない。目的があって、自分で決めたことであれば、特に咎とがめることでもないのだから。

　問題は、それを夏なつ海みや俺に言ってくれていなかったという事実。それは、春姉の性格を考えればあまりにも不自然に思える。

『土日に出かける』と、あの春姉が噓うそをついてまでバイトをしていたのだ。何かしらの理由はあるのだろうけど、やはり納得がいかない。

　レジ打ちの合間を見て、春姉に理由を尋ねてみたのだが、

「……長くなるから、家に帰ったら話すね」

　と切なそうな表情で言われてしまって、聞き出すのを躊躇ためらってしまった。店員や客の目など春姉のことを考えれば気にはならなかったが、無理に聞き出そうとしたら春姉を困らせることになってしまう。それは避けたかった。

　そんな風に悩んでいると、隣を歩いている咲から呆れた声が届く。

「デート相手ほったらかして、別の女の子のことで悩むなんて、武たけ紀のりくん、減点ー」

　咲は半眼で本当に呆れているようだったが、口調は冗談交じりだ。その冗談口調が本心からのものかどうか……。いや、言うまでもない。間違いなく呆れているはずだ。

「ごめん……」

　ようやく周りに目を向けると、随分と商店街でも寂さびれた方まで歩いてきてしまっていた。辺りは暗く、人もほとんどいない。こっちの方に用があるわけでもないのに、何をやってるんだ、俺は。

　これだったら、春姉に無理矢理にでも理由を訊くべきだったかなぁ……。

　ダメだ。また、悩み始めてる。咲が近くにいるのに、信じられねぇ。

「春さんがバイトしてるのが、そんなに気になる？」

　咲は、俺に気を遣ってか、そんなことを尋ねてきた。

「俺たちに言ってくれれば、気にしないんだけど、噓をつかれた点がすごく気にかかる。なんていうか、胸騒ぎがするんだよ」

　咲は間髪入れずに予想を返してくる。

「武紀くんか、夏海ちゃんへのプレゼントか何かじゃないかなっ？　本人には内緒にして驚かせたかった、とか」

「俺と夏海の誕生日は、今年はもう終わったしなぁ」

　夏海の誕生日は四月だし、俺の誕生日は七月だ。

「じゃあ、別の誰か？」

「だとしたら、俺たちに秘密にする理由がないだろ」

　咲は、むーと唸うなって、他の理由を考え始める。

「春姉の性格から考えると、俺たちに噓をついてまでバイトをするのは、あまりにも不自然なんだよな」

　それに、見られた時のあのばつの悪い顔は、どうしてもポジティブに考えることができなかった。

　あの顔は、間違いなく自分のためのバイトではないだろう。

「まあ、春さんの言った通り、晩ご飯の後に訊くといいよ」

　優しく言ってくる咲。それは、このデートの終わりを意味する。だけど、これで終わりというのはあまりにもお粗末すぎた。

「これで、デートが終わりになるぞ……」

　咲は、口を尖らせる。

「お姉さんのことでも、他の女の子のことで悩まれながらデートするのは、いくらわたしでもちょっと嫌だよ？」

　ああ、そうか。こんな精神状態になった時点で、もうアウトなのか。

「……ごめん。というか、今日は謝ってばっかりだな、俺」

「あはは。まあ、今日はタイミングが悪かったんだよ、きっと。それに今日は、わたしが思ってた以上に楽しかったから、すごく嬉しかった。だから、次は武紀くんから誘ってね？」

「ああ、わかった。今度こそ、約束する」

　咲は笑って頷うなずいた。そして、「駅はこっちだよね」と言って、そちらに向かって歩き出す。

　これで、今日のデートは終わる。咲と、二人きりでの初めてのデートが。

　彼女からしたら理不尽だし、納得のいかないところもあるのだろうが、それでも俺の事を優先してくれている。

　彼女には、本当に報いなければならないことがたくさんできていた。

「もう駅に着いちゃったね」

　少し歩いただけだというのに、あっという間に着いてしまう。

　それから、電車に乗り込んで地元までの時間も、まるで切り取られたかのように速く感じた。……もっと、時間が掛かっても良かったのに。

　改札から駅前の小さな広場へ出ると、咲は俺に向き直った。

「今日はここでお別れだね」

「……家まで送るよ」

　当たり前のことを申し出たものの、咲はかぶりを振った。

「ううん。嬉しいけど、今日はここでお別れしたい。一人でデートのこと思い返して、歩きたいから……」

　恥ずかしそうに頰ほおを染める咲。それだけに、彼女を最後まで楽しませてあげることができなかったことを悔やんだ。

「今日は本当にごめん……。最後の最後で……」

「家庭の事情には勝てないよ。ちゃんと、春さんの話を聞いてあげてね？　喧嘩しちゃダメだよ」

　俺はゆっくりと頷いた。春姉と喧嘩なんて、想像もつかないしな。

「それじゃ、バイバイ」

　咲はゆっくりと俺から離れていく。……と思ったら、何かを思い出したかのように体をぐっと寄せてきた。

「利子分だけ、返してもらうね♪」

　こちらの心の準備などおかまいなしといった感じで、咲は目を瞑つむって俺の頰にキスをする。

　頰に、優しく柔らかな温かみが伝わった。

　そして、すぐに体は離れた。咲の表情は辺りが暗くて見えづらかったが、紅潮しているのがわかる。

「それじゃ、今度こそ、バイバイっ！」

　咲は恥ずかしがるように、駆け足でこの場を後にした。

　なんというか、彼女には圧倒されっぱなしだった。

　……次の機会があるのなら。

　いや、次の機会をまた作って。

　また、彼女を笑顔にさせたい。




　家に帰ってくると、夏海が一人で留守番をしていた。

　それから幾ばくかの時間が経ってから、無事に春姉も帰ってくる。すぐにバイトの話を聞こうかと思ったが、まずはみんながお腹が減っているということもあって、夕食を先に済ませた。

　それから片付けまで終わらせて、三人でテーブルに座って、ようやく人心地がつく。

　正面に座る春姉から、夕方に書店で会った時のことを改めて聞きだした。

「それで春姉。なんで、バイトしてたの？」

　静かな居間に俺の声だけが響く。

　春姉は軽く深呼吸してから、ゆっくりと口を開いた。

「お金が必要だから、じゃダメかな？」

「それだったら、別に夏海や俺に秘密にする必要はないと思うんだ……。それに、出かけるなんて噓をつかなくても……」

「噓は……、ついてないよ」

　春姉は申し訳なさそうな声で答える。

　確かに噓はついていない。出かけたという言葉自体は間違っていなかった。

「でも、本当のことも言ってないじゃないか」

　誤ご魔ま化かされたことに対して、思わず責める口調になってしまう。

　目的は春姉を叱しかることではないのだ。少し、落ち着こう……。

「春姉。バイトをするのを止めたりはしないよ。ただ、俺たちに内緒にしていたのが、俺はどうしても引っかかるんだ。いつもの春姉だったら、相談なり、報告なりしてくれると、俺は思ってる」

　春姉は、小さく困った溜息をつく。

「慣れないことはするものじゃないね、やっぱり……。見られちゃった時点で、隠しきれない、かぁ……」

　少し、苦笑して春姉は話し始めた。

「バイトをしなきゃいけない状況になったの。どうしても、ね」

「……なんで？」

　春姉は、一度居間に行ってから、銀行の通帳を持ってきた。うちの全財産が入った通帳だ。

「中を、見て」

　促されてテーブル中央に置かれた通帳を開いた。夏海も、体を乗り出すようにして通帳を覗き込む。

「これは……」

　思わず、呻うめきにも似た声が漏れた。

　俺が高校生活をするための資金。それが、今年の八月から予想以上に減り始めている。

　元々、私立の高校ということもあって、三人分の授業料が半端ではなかった。電気代、水道代を始めとした公共料金も俺がひとり暮らしの頃に比べて、数字が倍近い。

　数回のＡＴＭからの支出は、おそらく食費などもあるだろうが、それも結構な数字だ。

　このまま行けば、今年度一杯で、俺たちは高校生活を続けることができなくなる。

「これって、たぶん、わたしたちが武紀くんの生活に介入したからだと思うの」

　春姉が申し訳なさそうな表情になった。

　確かに時期的にはそうだ。五月から六月にかけても少し料金が高くなっているしな。

　元々ゲームキャラクターだった彼女たちが投影された時、その生活は『元からいた』という形に収まっていると思っていた。事実、彼女たちやその周りの人たちはそのように振る舞っていたのだから。

　ただ、それは記憶だけに留まっていただけということか？

　元々の残高は、『高校生活を終えるまで』の分を親戚が俺の両親の遺産を使って分配してくれている。ただ、それは『俺と春姉と夏海が高校生活を終えるまで』ではなく、『俺一人が高校生活を終えるまで』なのだ。

　そして、この通帳は明らかに『八月から同居人が増えました』とでも言わんばかりに、お金の支出を記帳している。

　……ただ、違和感も残る。理り恵えや咲の家族はどうなんだ？　親がどこかの企業に勤めているとしても、その企業はお金を払っているはずだ。そのお金はどこから出ている？　誰かの給料が減らされて、バランスでも取られているのだろうか。

　いや、今重要なのは、世界改変のルールではない。現実問題として、残高が足りないことをどうするか考えなければ。

「もしかして、生活を支えるためにバイトを？」

　春姉は、静かに頷いた。

「友達に頼んで学校に内緒で紹介してもらったの。怪我をした子の代わりだから、今日と明日だけのヘルプになるんだけどね」

　今後もバイトをすれば、どうにか足りるか？　かなりギリギリだが……。

　ただ、今気付けたのは、まさに不幸中の幸いだった。まだ残高には余裕もあるが、早めに対応しないと、確実に袋小路に陥っていたはずだ。

「言ってくれれば、よかったのに。一人で抱え込まなくても……」

　元々、三人で生活するに当たって家事を受け持つ春姉にお金の管理は任せていたけど、春姉に頼りすぎてしまった。公共料金の明細も見なくなってしまっていたし、俺はお金に対して甘く考えすぎだった。その結果、春姉一人がその責任を抱えることになったのだから、俺が浅慮すぎたとしか言い様がない。

　お金の使い方を覚えろということで、親戚はこのお金を俺に一任してくれていたというのに、俺は一体何をやってるんだ。

「それに、春姉は受験生になるかもしれないんだから。バイトは俺がやるよ」

　俺がそう言うと、春姉は強く首を振った。

「ダメだよ。元々、これはわたしたちが武紀くんの生活に介入した結果だもの」

「でも、春姉たちを呼び出したのは俺だよ。だったら、俺が責任を取らないと」

「ダメ。これは武紀くんが責任を取ったらダメなの」

　強い口調で、俺のバイトを許さない春姉。

　春姉は元々、俺や夏海に対してすごく甘い。だから、二人まで巻き込みたくないという意志で駄目だと言っているのかもしれないと思ったが、この反応は少し違う気がした。

「それに、別に生活のためだけってわけじゃないよ。社会勉強にもなるから、色々と新鮮で楽しいし」

「じゃあ、何のために……」

「わたしがやりたいことをするためのバイトでもあるんだよ」

　春姉は、少しだけ困った顔をする。噓は、ついてなさそうだ。ただ、重要なことは言っていない気がする。

「やりたいことって？」

「それは……」

　そのバイトの目的を問うと、春姉は口を噤んでしまう。

　居間に静寂の時間が流れた。

　そして、唐突に耳障りな甲高いベルの音が鳴り響く。

「あっ、お風呂沸いた。ごめんね。わたし、先に入っちゃうから……」

　春姉は立ち上がって、逃げるように居間から出て行った。その場に階段を上っていく音だけが響く。自分の部屋に着替えを取りに行ったのだろう。

　結局、誤魔化されてしまった……。

「夏海。春姉が俺がバイトするのを止める理由ってわかる？」

　夏海の瞳がこちらに向く。

「なんだろう……」

　夏海は、首を傾げてしまった。

　春姉が風呂から上がったら聞き出そうと試みたのだが、春姉の口はあまりにも堅く、敢え無く就寝時間となってしまう。

　……なんにせよ、お金に関しては何か考えないとまずい。

　俺としても、春姉と夏海に迷惑をかけるわけにはいかないのだから。




　日曜日、翔しよう也やにバイトについての相談をしたのだが、そもそもうちの学校はバイトが原則禁止だった。とはいえ、これは生活を支えるためのバイトだから許可は出るだろう。問題は、その辺りの申請を学校にしなくてはならないということだ。

　ちなみに春姉のバイトは、どうもあの生徒会長が書店の店長を通じて紹介してもらっていたらしい。学校にも内緒だったのだ。

　俺がまたバイトをすると申し出ても、春姉は予想通り強く反対した。

　どうにか説得を、と思ったが、春姉は事この件については非常に頑固で決して折れない。そんな事情もあって、日曜日は何も得ることなく終わってしまった。

　そんな日曜日を挟んで、月曜日。

「春姉の説得は後回しにしよう。まずは学校の許可を取ればいい」

　そう考え、ホームルームのあと、俺は担任にバイトをしたい旨を説明した。

　しかし。

「お前の姉さんから、バイトはさせるなと言われている。まずは家族で話し合いなさい」

　と、春姉にすでに先手を打たれており、担任は聞く耳を持たないのだ。嫌がらせのように休み時間ごとに申請しに行ったが、すべて無駄に終わった。こういう時、家族の代表者となる春姉の言葉は強い。元々、教師たちに好かれている面もあるからな。

　春姉はこと俺に関しては行動を先読みしているようで、その後も、手が何ひとつ打てなかった。やはり、どうにかして春姉を説得するしかないらしい。

　しかし、今日は早く帰ろうにも藤ふじ田たとの約束があり、放課後に話し合いをする手て筈はずになっていた。できれば延期したいところだったが、藤田の話で新しいことがわかるかもしれないし、無下にすることもできない。

　結局、俺はゆうきと連れ立って住宅街を通って、公園へと向かっていた。

「藤田の話ってなんだと思う？」

「さあな……。とはいえ、我々だけでは情報にも限界はある。今は少しでも情報や考えをまとめておくべきだろう」

　そして、ほどなくして公園に辿り着く。公園には、約束をした人物がベンチに座っていた。相変わらず人気のない公園だ。遊具のひとつでもあれば変わるかもしれないのに。

　俺たちに気付いた藤田は、立ち上がってこちらへと向かってきた。

「こんにちは。お久しぶりですね。前回はお世話になりました」

　藤田大だい輔すけ。この世界に『メモリーロンド』と呼ばれるギャルゲーを投影した設定者、つまり俺と同じように虚構を現実に投影した人間だ。俺たちとは別の学校なので、制服も俺の学ランとは違ってブレザーを着ている。

　彼とは『メモリーロンド』の投影に巻き込まれて以来、メールなどでやり取りをしていた。話す内容は当然、『エターナル　イノセンス』や『メモリーロンド』を投影した奇跡についてだ。

　俺たちが『メモリーロンド』に巻き込まれてしまったように、また別のゲームに巻き込まれることも考えられるからだ。何かしら、少しでも対策や情報をやり取りすることで未然に事故が防げればそれに越したことはない。そのための話し合いである。

　あの奇跡の力は、俺たちの想像など遙かに超えているし、把握することすら許さないだろう。会話することで得られるものなど、高がしれているかもしれない。

　それでも意見を交わす意義はあると思うのだ。

　俺たちは、挨拶を交わしてすぐさま本題へ入る。

「前に都つ筑づきさんの話を伺ってから、自分、ひとつ気になることができたんですよ」

　前に話したのは、藤田が知らない俺たちの方の事情だ。どういった設定を行って『エターナル　イノセンス』を投影したかとか、どういったことが起こったのかとか、そういった話だ。再投影したこともすべて話してある。

　藤田は、その『気になること』というのを打ち明けた。

「なんで、知とも世よだけが消えなかったのか、わかりますか？」

　知世というのは『メモリーロンド』におけるメインヒロインで、現実に投影された彼自身の想い人でもある前まえ羽は良ら知世さんのことだ。大人しく、ミステリアスな雰囲気がある女の子である。

　しかし、なぜ消えなかったのかって、設定に準拠しているだけではないのだろうか。

「そういう風に設定したんじゃないの？」

「いえ。恥ずかしながら、自分は都筑さんの言っていた『期間』なんて項目に気付きませんでしたし……。都筑さんは、確か一度全員が消えたと言ってましたよね？　そして、再投影する時に、『期間』の項目を改めて設定したとも聞きました」

　確かにその辺りの事情はすべて話した。だけど、それがどう話に関わるのだろうか？

「期間設定をしなかったら、都筑さんのヒロインたちはシナリオの期間を終えたことで全員消えた。だとすれば、自分も同じはずなんですよ。知世は消えるはずなんです」

「でも、彼女は消えなかった……」

　俺が言葉を続けると、藤田は神妙に頷いた。

「事実、普ふ久く乃の原はらは消えましたし、佐さ崎さきの設定もすべて消滅しました。この辺りは都筑さんと状況が似てるんですよね。これは自分が元々、二人を配置する設定をせずに、無理矢理に投影されたから消えたのかな、と勝手に思ってたんですけど。都筑さんの話からすれば、知世が消えなかったことがどうしても納得がいかないというか……」

　消えて欲しかったわけじゃないですよ、と藤田はフォローする。

　それは当然のようにわかるのだが……。でも、消えなかった理由か……。

　確かに設定からすれば、俺の時と同じで、知世さんは期間を過ぎて消えてしまうはずだな。

「だからこそ、何かの拍子に知世は消えてしまうんじゃないかと考えると怖いんですよ」

「でも、『メモリーロンド』のシナリオの期間はもう過ぎたはずだろ？　それで消えてないんだったら、もう大丈夫なんじゃないのか？」

「ええ。ただ、消えなかった理由がわからないと、どうにも不安が消えなくて……」

　苦々しい表情になる藤田。

　理由がわからないと、怖いのは当然だ。俺だって、みんなが次々に消えていった時は不安に押しつぶされそうだったしな。

　咲や理恵たちも今のところ消える要因は見当たらないが、消えないという保証はどこにもないんだよな。こればかりは、俺の場合、『期間の設定』を信じるしかない。

「都筑と、藤田の違い、か……」

　今まで沈黙を保っていたゆうきが、独り言のように呟つぶやく。

「シナリオをクリアしたか、してないかの違いじゃないか」

　ゆうきの視線が俺の方へと向いた。

「最初の投影時に、都筑は誰も選ばなかった。そうだったな？」

「ああ。情けないことに俺は二人をどちらも選べなかった……」

「これは非常にゲーム的な話になるんだが、誰も選べなかったというのは、誰もクリアしなかった。つまりバッドエンドだろう」

『エターナル　イノセンス』では、誰も攻略できなかった場合、今までと同じ日常が続くといったエンディングが流れた。その後の彼らがどうなったのかといった後日談が語られることもない。

　ギャルゲーで誰も選ばないというのは往々にしてバッドエンドになる。シナリオの途中に分岐が多くても、最終的にエンディングはひとつだけという例外もあるにはあるが、キャラ別にクリアするタイプの方が圧倒的に多い。

「藤田の場合、前羽良さんを選んだ。もちろん、他に選ぶヒロインがいなかったということもあるが、シナリオをクリアしたことには違いない。しかし、都筑の場合は誰も選択せず、シナリオをクリアしなかった。その違いが出たというのが、ボクの推論だな」

　ゆうきの話を聞いて、不意に思い出したことがあった。

　あの真っ白い空間に、夏海や理恵と咲が出てきたあの夢のことを。

　最初に投影してからしばらく経って、みんなが消える直前になった時の話だ。

　今考えれば、あれは夢じゃなかった気もする。

　夏海の夢には、温もりまで感じるほどのリアリティがあったはずだ。

　それに、理恵と咲が出てきた夢みたいな白い空間で、彼女たちはなんて言っていた？




『主人公とヒロインの絆は永遠』




『これがわたしたちのゲームのテーマ』




『傍かたわらに立てるのは一人しかいない』




『だから、選んで……。あなた自身が……』




　あれは、みんなが消えるという俺の恐怖心が見せた夢だと思っていたけど。

　夢じゃないとしたら、彼女たちが言っていたことは本当かもしれなくて。

　あの時、どちらかを選んでいたら、選んだ方が現実にずっと残ることになっていたのだろうか……。

　……考えても答えは出ない。

　すでにもう俺たちは新しい生活をし始めている。

　期間的な設定もしたのだから、彼女たちが消えることはないはず……。

　だけど、この言い知れない不安は何だろう。

　彼女たちは奇跡の上に成り立っているという事実が、俺の心を強く強く苛さいなんでいく。

　話の方はそれ以上の進展もなく、学校での様子などを話し合った。

「佐崎は相変わらず、知世と仲良くやってますよ」

「そっか。なら、それでいい」

　もう絆は切れてしまったし、佐崎は俺を覚えていないけど、それでも幼稚園の頃は一緒だった子だしな。彼女のことも、どうしても気になってしまう。

　もう終わったことだし、気にするなと言っているのだが、この話題になると藤田は必ず謝ってくる。

　気にするなと言う方に無理があるのかもしれないが、済んだことをあまり気に病んで欲しくないんだけどな……。

　そしてひとしきり話し合った後、「そういえば」と前置きして藤田が、

「今日、この公園に来た時、春はる海みさんを見かけましたよ。相変わらず清楚で綺麗な方ですよね」

　と、事もなげに言ってくる。

　それを聞いて、俺はこれ以上ないほどの悪お寒かんを感じた。

　初めての話し合いの時、藤田は俺の家に来て春姉と夏海に会っているから、二人を見知っていることは別に何もおかしい話ではない。おかしいのはそんなことではなかった。

　春姉がなんでこっちにいるのかということだ。部活じゃなかったのか……？

　ゆうきも顔を上げて、何かを問うように俺を見る。俺は首を振った。

「スーツ姿の若い男の人と、一緒にいましたけど、お知り合いですか？」

「男と、一緒？」

　心当たりなどない。今まで、春姉が男と会っていたことなど皆無だ。それだけに、そのこと以外考えられなくなるほど、その男のことが気になった。

「どんな男だった？　どんなことを話してた？」

「え、あ、すいません。自分が公園に来たときには、二人とも、もう公園を出て行くところでしたのでそこまではちょっと……」

　俺の剣幕に押されたのか、藤田が若干慌てた様子で答える。

　春姉の知り合い……。

　一体誰だ？

　バイトのことといい、見知らぬ男といい、少しずつ、得体のしれない不安が俺の心を侵食していく。

　結局、その話を最後に、春姉のことが気になった俺は急いで家に帰った。




　自宅に帰ってくると、玄関には春姉の靴がなかった。すでに夕食の時間が近かったが、また春姉は家に帰ってきていないらしい。帰ってきているかとも思ったが、予想は外れた。

「お帰りなさい、お兄ちゃん」

　夏海が出迎えてくれるが、その表情は一人で留守番をしていたせいか、少し寂しそうだ。だから、俺を見て笑顔になってくれるのは、純粋に嬉しい。

「春姉は？」

「まだ帰ってきてないよ……」

　また、遅くなるのだろうか。最近、多いよな……。

　しかも、藤田は春姉を公園で見たと言っていた。見知らぬ男と一緒に……。

　春姉は解約してしまったせいで携帯を持ってないから、電話して話を聞くこともできない。

　……このままじゃ、いつもと同じだ。こういう時、何もしないでいたら、みんなの幸せな日々は脆く崩れ去ることを俺は覚えているはずだろう。

　捜しに行こうと玄関に向かう。夏海もそれに付いてきた。

　しかし、靴を履こうとしたその瞬間、タイミングよく電話が鳴る。

　相手は春姉だった。まずは連絡が付いたことに、ほっと胸を撫で下ろす。

『ごめんなさい。今日は遅くなるから、ご飯は先に食べててもらえるかな？　冷蔵庫に今日の分があるから、レンジで温めて？』

「それはいいけど……。まさか、遅くなる理由ってバイト？」

『ううん。違うよ。ちょっと人とお話しする用があっただけ。もう少ししたら帰るから、心配しないで』

　人と話？　何か、嫌な予感が湧き上がる。

「春姉。その人って誰？」

　しかし、俺がそう言った時にはすでに遅く、電話は切れていた。着信番号を表示する液晶には『コウシュウデンワ』とあったから、リダイヤルもできない。電話口から聞こえてきた微かすかな賑にぎわいが俺を一層不安にさせる。

　春姉は、噓を言ったりすることはない。それは信じたい。だから、たぶん、噓は言っていない。

　でも、重要なことは言っていない気がした。

「……心配しすぎかな？」

「うん。でも、お兄ちゃんらしいと思うな」

　夏海は正直だ。

　そう。心配すぎなのかもしれない。だけど、その心配をせず、理恵の異変に気付けなかったせいで、理恵は記憶喪失になったのだ。

　だからなのか、俺の心にこびり付く不安は、どうしても打ち消すことができない。

　ほとんど下拵えのできている素材を自分で調理して、夏海と二人で夕食を食べた。しかし、夏海は食事中寂しそうで言葉少なだった。場を明るくしようと、色々と話題を提供したが、夏海はなかなか心の底から笑ってくれない。

　そんな夏海の表情が晴れたのは、春姉が帰ってきた時だ。

　しかし、それも束の間。帰ってきた春姉は、夕食を食べることなく、考えたいことがあるからと言って、早々に部屋へ籠もってしまった。夏海はまた、不安そうな表情になってしまう。

　相談されないほど、頼りにならない自分も少し悲しかった。しかし、それで引き下がって何かが手遅れになるぐらいだったら、俺は春姉に嫌われたっていい。

　もう、理恵の時みたいに自分の不手際で、春姉を不幸にしたくない。

　春姉の部屋の前に立って、ドアを少し強めにノックした。

「春姉。俺じゃ頼りにならないかもしれないけど、やっぱり今の春姉はなんだか見てて不安なんだよ。お願いだから、今、春姉が何をしてるのか教えてくれ。誰と話をしてたの？」

　春姉が本当に大丈夫なのかどうかを強く尋ねる。

　若干の沈黙のあと、ゆっくりと扉は開いた。そこから顔を見せる春姉は非常に申し訳なさそうで、見ているこちらが罪悪感を覚えるほどだった。

「ごめんなさい。本当に今は、話せないの……。わたし自身も混乱してて、よくわからなくて……。だけど、たーくんを不安がらせるつもりはないの……。近いうちに、必ず話すから……。危険なことじゃないから、今は許して……」

　その真剣で泣きそうな表情に、本当にこちらが悪い気がしてきた。

　仕方がない。重要なことだけを訊こう。

「本当に、危険なことじゃないんだよね……？」

　春姉は頷く。

　だとしたら、俺は春姉のその言葉を信じるしかない。

「それは絶対に大丈夫。犯罪とか、そういうのでもないし……」

　それなら、いいんだけど……。

「えと……。お金が足りないから、その……」

　俺は春姉が騙されているのではないかという心配もあって、あることを尋ねようとしたが、途中で口籠もってしまう。

　こういうのは非常に訊きづらい。本人を前に『体を売ってる』なんて生々しいことを訊けるわけがない。ただ、俺のためならそのぐらい平気でやりかねない危うさがこのお姉ちゃんにはあるんだよな……。

　だが、俺が言いたいことを把握してしまったのか、春姉は顔をこれ以上ないほど耳まで真っ赤にする。

「たーくん……。お姉ちゃんはそんな、ふしだらな女じゃありません！」

　最後まで言ってないのに、怒られてしまった。

　……まあ、泣きそうな顔をされるよりはずっといいかな。




　さらに次の日の放課後、ホームルームを終えて廊下に出ると、春姉が待っていた。

「春姉？」

　思わず驚いた声が出てしまう。ここにいることは、別に不自然なことではない。一緒に帰る時は、わざわざここまで来ることも多いしな。

　ただ、焦った表情をしているのは、非常に珍しいことだった。そして、急ぐように俺へと話しかけてくる。

「武紀くん。お疲れ様。えっとね。今日もちょっと一緒に帰れないの。ごめんね」

「う、うん。わかったけど……。本当にバイトじゃないんだよね？」

「うん。バイトじゃないよ」

「どこ行くか訊いていい？」

「……え、と。公園、かなあ？」

　なぜ、疑問系なのだろう。というか、公園ってここからすぐ近くの公園？

　そう思って質問しようとしたものの、タイミング的に一手遅かった。

「晩ご飯までには帰るから。それじゃあね！」

「ちょっと、春姉？」

　言うが早いか、踵きびすを返して走っていってしまう。あの春姉が、廊下を走るなんてよほど急いでいるに違いなかった。

　だからなのか、嫌な予感はまったく収まらない。春姉のことを考えれば、もっと根掘り葉掘り訊くべきだというのに……。その前に春姉は春姉でさっさと行ってしまった。

　だけど、昨日の藤田の話は、『誰かと会っている』ということだったはず……。

　このままじゃダメだ。不安だと思ったら、行動を起こさなければ。

「今の春姉、だよね……。どうしたの？」

　ホームルームが終わったらしい理恵が尋ねてきた。

「……ごめん。ちょっと、春姉追いかけるわ」

　理恵には悪いが、俺はそれに答えず、やるべきことだけを告げ、理恵を置いて春姉を走って追いかける。

　昨日は春姉にああ言ったが、やはりどうしても気になる。自分の目で確かめなければ、安心できない。

　そもそも、春姉が誰かに騙だまされているという可能性だってあるのだから！

「ちょ、ちょっと武たけちゃん!?　ああ、もう……！」

　理恵も文句を言いながら追いかけてきた。

　尾行、というのも嫌なものだが、それでもここ最近の春姉の行動は、今までからすれば不合理だ。言っていることも、噓はないが要領を得ないことが多かった。

　春姉は秘密にしたがっているのかもしれないが、調べないと落ち着かない。春姉に叱られたとしても、それでもやっぱり何かあったあとじゃ遅いのだから。

　理恵と共に、第一グラウンドの脇道を通って正門へ向かう。

　そして、正門近くですぐに春姉の姿が確認できた。

　どうやら、何か喋っているようで口が動いている。しかし、相手は門の陰に隠れてまだ見えなかった。

　門の正面近くまで来ると、さすがに春姉も気付いたらしい。こちらを向いて、驚いた顔をしていた。

「た、たーくん!?」

　春姉にしては、珍しいと思えるほど、激しく動揺した声だった。

　春姉の言動で、こちらに気付いたらしいその隣にいる相手もこちらへと振り向く。

　相手は男だった。歳は二〇代後半といったところだろうか。若々しく精せい悍かんな顔つきで、その身を群青色のスーツ姿で固めていた。背が高く細そうに見えるが、割合ガッシリとした体だ。その黒髪は短く刈られて六四分けにされている。

　走りながら上から下まで眺めてみたが、まったく知らない男だった。この人が、藤田の言ってた公園で春姉と一緒のところを見たという男か？

「誰だ、あんたは!!」

　春姉の隣にいる男に向かって、思わず叫んでいた。隠すことなく、敵意を向ける。

　正門で立ち止まって二人を見ると、春姉は俺を見つめて呆然としていた。

「えっと……。たーくん、と呼んだということは、君が都筑武紀くんかな？」

　男は俺の敵意を柳のように受け流して、フレンドリーに声をかけてくる。

「えっ！　あ……。はい……」

　相手の気さくさに、いきなり毒気が抜かれてしまった。

　そして、彼は俺の方まで歩いてくると礼儀正しく一礼し、

「初めまして。僕は九く条じよう院いん正まさ親ちか。春はる海みの実父です」

　と、襟を正して爽やかに名乗る。

　だけど、俺はその言葉をすぐに理解することができない。状況を把握するまで、少しだけ時間を要した。




　立ち話もなんだし、どこか落ち着けるところで話そうか、という提案を九条院と名乗った男性にされて、俺と春姉と理恵は駅前のコーヒーショップで隣り合って座っていた。六人席の分厚いガラステーブルを挟んで九条院さんが正面にいる。テーブルの上には、座る前に買ってもらったコーヒーやカフェラテの入ったカップが置かれていた。そこから、微かに湯気が立ち上っている。












　目の前の男性は、胸ポケットからタバコとライターを取り出して、テーブルを見た。何かに気付いたように、彼は更に店内を見渡す。

「灰皿がないね。ここは店内禁煙だったか。最近はどこも禁煙で肩身が狭いよ。……っと、よくよく考えれば高校生の前で吸うものじゃないね。すまない」

　そう言ってタバコを元あったところへとしまった。胸ポケットから少しはみ出ているタバコの箱は、妙にカラフルで印象的だ。

「さて。春海は何も話していないようだし……。どこから話したものかな」

　春姉の父を名乗る男性は、そう切り出す。しかし、その前に根本的なことを、確認をしなければならなかった。

「えっと。失礼ですが、実父っていうのは、その、本当に……？」

　本当だったらあまりにも失礼な気がするが、それでも信じられない。

　春姉は元々、ゲームのキャラクターなのだ。

　その実父。当たり前だが、存在そのものを疑ってしまう。

「もちろん。噓をついたところで、なんの意味もないからね。真偽であれば、春海の戸こ籍せき謄とう本ほんを確認してくれればいい。実父の欄に『九条院正親』と書かれているはずだよ。これ、会社の名刺だけど……」

　差し出された名刺を受け取って、相手の名前を漢字で確認した。この名前には見覚えがある。春姉と夏海が再投影された八月に、現状確認ということで区役所で戸籍謄本を二人と一緒に見た時だ。九条院正親という名前は珍しくて印象的だったし、しっかりと覚えている。

　春姉の実父は本編で、どういう人間だったかということだけが明示されているだけだった。それがファンディスクに於いて初めて登場。雑誌の記事にも春姉のシナリオのあらすじの中で、確かに『九条院正親』の名前は記載されていた。

　この人が現実に投影されていたのは、俺としては予想外ではあったが、あり得ない話ではない。ファンディスク発売前の本編を投影した時点で、咲の従い姉と妹こさんは現実に出てきたのだから、逆に言えば彼も出ていないとおかしかった。

　それに、四十歳でこの若々しさもゲームのものだとすれば納得がいく。若い父親というのもゲームであれば、珍しい部類には入るが、存在しないわけではないからな。

　現実に若々しい父親がいないわけじゃないが、この人はいくら何でも若すぎる。

　しかし。

　何か、納得できない。

　理由は、たったひとつ。

　俺は『ファンディスク』のシナリオが展開されるように設定をしていないからだ。だからこそ、実父が俺たちの目の前に現れることはないと思っていた。

　だが、実際に実父を名乗る男が出てきた。これはどういうことか。

「わたしと夏海ちゃんしか知らないはずのことを知ってたし、たぶん本当よ……」

　春姉が父と認めている理由を遠慮がちに説明してくれた。

　とはいえ、この人が父だというのなら、当然の疑問が生まれる。

「だとしたら、あなたは何故今更、春姉の元に現れたんですか？」

　何かしらの理由によって、シナリオが展開したのだとしても、設定上で彼は『仕事を優先したことで、家庭を蔑ないがしろにし、愛想を尽かされて離婚された』という父のはず。

　ここに来て、春姉に会いに来た理由がわからない。ファンディスクのシナリオをプレイできていないだけに、この先の展開がまったく読めなかった。あらすじの情報は、本当に雀の涙だったからな……。

「……春海や夏海が、どうしているか気になったんだよ」

「もう一〇年以上前の話、ですよね？」

　現実で本当に一〇年前、それが起こったかどうかは知る由もない。ただ、ゲームの設定上で考えれば、そういうことになる。

　自白でもするかのように、九条院さんはゆっくりと自虐的に語り始めた。

「一〇年前までの僕は、今だからこそわかるが本当に最低の父親だった。最初は、妻や子供たちを幸せにするために仕事を頑張ってたよ。その頑張りに応じた給料も入ってきた。思えば、あの時が僕にとって一番幸せだった」

　彼は流りゆう暢ちように喋りながら、少し遠い目になる。

「それが狂ったのは、思うように結果が出ない時だった。どうにかして賃金を上げたかった。その時にはもう手段と目的が入れ替わっていたよ。幸せにしたいはずの家族を蔑ろにして、文字通り寝る間を惜しんで仕事に打ち込んだ。もっとも、すぐには結果は出なかったし、出ない結果に苛立って妻に当たり散らした。悪循環さ」

　九条院さんの口から、震えるように悔かい恨こんの声が漏れていった。自身に対しての強い憤りが感じられるほどに。

「結果、妻はそれに耐えられなくなって、離婚届を僕に突きつけた。彼女からしてみれば当然の話さ。僕もその時には周りが見えてなかったから、それを承諾した。それからは、ますます仕事に打ち込んでいった。結果的に夢を叶えることもできて、それに伴って出世もして、給料も良くなった。貯金も貯まった」

　九条院さんの独白が一度止まる。そして、絞りだすように再び声を出した。

「だが、本来、それで守るべきだった家族は、もうどこにもいなかった……。それで僕は凄まじいほどの喪失感と悔恨に襲われた。吐き気をもよおすほどの、ね。そこで初めて気付いたんだよ。失ってはいけないものを、自分で捨ててしまったと……。僕は、夢を叶えても虚しくなるだけだった。それが、三流ドラマのような駄目な父親の末路さ」

　九条院さんが言葉を止めて、渇いた喉のどを潤すようにコーヒーを口にする。その手は、微かではあるが震えていた。

「そして、思い至ったんだ。僕が捨ててしまった子供たちは、今、幸せなのだろうかと。もちろん僕にそんなことを気にする権利はないかもしれない。それでも、どうしても気になった。気になり始めたら、想いは募るばかりでね。そして、少しでも彼女たちに贖罪がしたかった。だから調査会社を使って、調べてもらっていたんだ」

「……それで調べ終わって、会いに来たわけですか？」

「会うつもりはなかったんだ。これは本当だよ。だが偶然、スーパーで買い物中の彼女を見てしまってね……。我慢できなくなって、声をかけて、長々と引き留めてしまった。君には心配をかけてしまったようだね。本当にすまなかった……」

　九条院さんは、深々と頭を下げる。そうか、帰りが遅い時があったのは、この人と会話していたのか。

「い、いえ……」

　なんて言えばいいのかわからなかったので、生返事しかできない。理恵も何も言えないようで、先ほどからずっと押し黙っている。

「わたしからもごめんなさい……。たーくんに余計な心配をかけちゃって……」

「春姉まで……。もういいって。原因はわかったんだし」

　そう言うと、春姉は少し安心したように笑みを浮かべた。さっきまで少し暗かったけど、やっぱり春姉はこういう優しげな笑顔をしている方がいい。

　しかし、ここに来て場の空気が少し変わった。

「さて。春海から訊いたのだが、これから生活が苦しくなりそうだとか」

「え、ええ。少々、手違いがありまして……」

　九条院さんは至極真面目な顔になって、俺に問うてくる。その迫力は、娘を守る父のそれだ。

　それにしても、春姉はそんなことまでこの人に教えてたのか。

「それで少し考えたのだが、春海と夏海さえよければ、僕は二人を引き取ろうと思っている」

「「え……!?」」

　俺と理恵の驚く声が重なった。

　引き取る？　なんで、そんな話になってるんだ？

「娘が生活に困っていると聞いて、それを無視するわけにはいかないからね。君の言う通り、今更ではあるが罪を償いたいんだよ。幸い、僕には二人を充分養うぐらいのお金がある。本来であれば、娘たちに使うべきだったはずのお金だ。不自由は絶対にさせない」

　その話を春姉は知ってるのか？

　思わず、春姉を見ると先ほどの優しげな微笑はすでに消え失せ、申し訳なさそうな顔になっていた。

「春海には言ってあるが、返事は検討してもらっている最中なんだ」

「う、うん……」

　春姉が控えめに頷く。

　……考える。家計はこの前見た限りでは、手をこまねいていたらどこかで確実に崩壊する。万が一、病院に入院ということにでもなれば、今年中に残高はゼロになるだろう。

　崩壊したら、どうする……？

　親戚を拝み倒すという手段もあるが、今まで育ててもらった恩を考えると、迷惑はかけられない。

　……いや、親の遺産はまだ残っているはず。それに、春姉は何な故ぜか反対するが、俺がバイトをしたっていいのだ。

　はっきり言えば、余計なお世話としか思えなかった。

「ただ、さっきも言ったように、もちろん二人が承諾したらの話だよ。話を通さなければいけない役所も多いし、親権の規則というものは、春海や夏海の歳になると自分自身の意志が一番重要だからね。僕が勝手にできることじゃない」

　一五歳以上だと、本人の意志と裁判所の許可だけで養子縁組ができるとテレビ番組で言っていたな。そして、親の同意は不要だとも言っていた気がする。親権は一五歳以上だと、本人の意志がもっとも重要視されるはずだ。

「今は将来に向けて大事な時期だ。春海の環境を変えてしまうのは、僕としても気が進まない。ただ、先々を考えると心配でね。大学に進学するにしても、まとまったお金は必要だ」

　将来。そして、大学への進学。

　そうだ。言われて初めて気付いたが、大学に進学するとなれば、また入学金やらなんやらでお金が必要じゃないか。

　そもそも今の状態では、俺や春姉がバイトしたところで入ってくるお金は、働ける時間を考えればそう多くはない。それだと生活を維持するのが精一杯で、春姉や夏海は何もできなくなる。

　それこそ、俺が高校を止めて、バイト三昧ということも考えなくてはならない。

　俺が考えているほど『普通に生活する』というのは簡単なものじゃないんだ。

　そう考えれば、向こうの言い分も理解できる。

　苦難の道を歩くか、安定した道を歩くか。普通に考えれば、安定した道を歩いた方がいいに決まっている。ましてや、親からすれば娘には安定した道を歩かせたいはずだ。

「さて、もう暗いね」

　気付けば辺りは、薄暗くなりつつあった。店内の時計は、五時半だ。冬が近づいているせいで、本当に日が暮れるのが早い。

「今日はこれで帰るとするよ。まずは話し合うなりして、よく考えてみて欲しい」

　そう言って、九条院さんは立ち上がって襟を整え、店内から立ち去っていった。




　その帰り道、どこか暗い様子の春姉と理恵と連れ立って歩いていた。

　辺りに人がほとんどおらず、静かなせいもあって空気が重い。理恵も先ほどから「あたし、やっぱり場違いだったんじゃ……」と恐縮している。春姉からも父親に会えたという嬉しさは感じられない。

「……黙っててごめんね」

　そんな沈黙を破ったのは春姉だった。

「自分でも信じられない話だったから、色々と悩んでたの。いつかは言おうと思ってたんだけど……」

「俺の方こそ本当にごめん……。春姉の気持ちも考えずに、ずけずけ言ったり、聞き出したり……」

　フォローするものの、それでも春姉の顔は晴れない。

「ひとつ聞きたいんだけど、あの人のこと、信用してる？」

　重要なことを問う。

　春姉からすれば、あの九条院という人は母親の離婚相手だ。いい印象はないはず。

　春姉は、少しの間黙っていたが、やがてその重い口を開いた。

「まだ、わからない。本当のことを言うと、あの人が父親だっていう実感も湧かない。当たり前だよね。父の記憶なんて、わたしが幼稚園の時の曖あい昧まいな記憶しかないもの……。顔もほとんど覚えてない。面影、あったかなぁ……」

　ただ、と春姉は続ける。

「でも、あの人が父だっていうのは、たぶん本当。生まれた日も、時間も、血液型も。幼稚園の頃までのわたしたちのことを、言い当てたし……」

　春姉自身も悩んでいるのだろう。突然現れた父に、混乱しているのかもしれない。

「……あたしも、もしいきなり実の父親が現れたとしても、信用できないと思う」

　理恵が春姉をフォローするように同意する。俺も同じ気持ちだった。突然現れた人を、簡単に信用などできるはずもない。

　ただ、春姉たちのことを知っていたからこそ、父だという言には説得力があった。

　最後に小さく「ごめんね」という春姉の声が、聞こえてくる。

　気にしてないよ、と何度もフォローしたが、結局春姉は道中、暗い雰囲気のままだった。




　玄関先で理恵と別れて家に入ると、すでに夏海は学校から帰ってきていた。

　いつものように一緒に夕食の準備をして、その夕食も終わると、三人でテーブルに座る。

　そして、春姉は夏海に実父のことを説明した。

　付いていくという選択肢があるということも……。

「本音を言うと、わたしはあの人に頼った方がいいんじゃないかなって思ってる。あ、たーくんと一緒に暮らすのが嫌だってわけじゃないよ？」

「でも、春姉だってあの人を信用してるわけじゃないんでしょ？　それに夏海だって、いきなり言われても混乱してると思うんだけど……」

「うん。おとーさんのこと、わたし、全然覚えてないよ」

　夏海がもっともなことを春姉に打ち明ける。

「だけどね？　家計が少しまずいことになってるのは、間違いなくわたしたちが原因なの。ということは、わたしたちが家計に負担を与えなければ、元に戻るってことだよね？」

　俺だけであれば今の残高で高校生活を真っ当に送ることができるのは事実だった。俺や春姉の入院費など、すでに使われているお金もあるが、多少の誤差でしかない。

　だけど……。

「春姉も夏海も、家計への負担を気にする必要はないって。それに、やっぱり俺もバイトするよ」

「たーくんがバイトをするのは駄目。夏海ちゃんが一人になっちゃうし……。それに、わたしたちのためにバイトをしてもらうなんて、そんな迷惑かけるなんて、わたし耐えられないもの」

「で、でも、夏海だって頑張って留守番ぐらいしてくれるよ」

　思わず夏海を見ると、にっこりと笑顔を向けてきた。

「うん。できるよ。それに、お兄ちゃんとお姉ちゃんがバイトするなら、わたしもバイトするよ」

「あ、いや……。夏海はまだ一年だし、そこまでは……」

　そう言うと、夏海は少し拗すねる素振りを見せる。子供扱いしたことに、怒ったのかもしれない。

「と、とにかく！　迷惑なんて考えなくていいって。家族なんだから、家族のために何かするのは当然なわけだし」

　これは、俺の噓偽りない気持ちだった。

　しかし。

　春姉は俺の言葉に対して。

　何かを思い出したかのように、表情を今までにないほど暗くしていく。

　いつもの明るい雰囲気が満ちた居間は、その空気を少しずつ春姉の感情に合わせていくかのように沈んでいった。

「……家族、なのかな？」

　春姉は、悲壮感を漂わせ小さく呟く。

「え……。何を、言ってるの……？」

　冗談で言っているわけではないようで、それがまた俺の心を締め付けた。

「俺は、家族だと思ってる……。間違いなく、二人は家族だよ……」

　声が擦れてしまう。だけど、それでも、絞り出す。春姉に家族と思ってると信じて欲しかったから……。

　だけど、春姉の表情はまったく晴れない。

「じゃあ、なんで、たーくんにはあの時、わたしの声が届かなかったの……？」

　あの時？　声？　春姉は一体何を言っているんだ？

　早く、思い出せ。

　何か嫌な、胃液が逆流してくるほどの強い危険な予感が湧き上がってくる。

　いつだ。

　ゲームのシナリオじゃない。

　春姉は、何か、俺を、責めている。

　いや、違う。

　自分を、責めてるんだ！

「理恵ちゃんが記憶喪失になった時、わたしの声は、届かなかったよ……？」

　そこまで言われて、俺はようやく思い出す。その時のことを。

　理恵を守ることができなかった俺は。

　周りの声など耳に入らず、自暴自棄になっていたことを。

　そう。あの時、春姉は俺の事を心の底から心配していた！

　朝方に帰ってきた時に、春姉は自分よりも俺の体を気遣って起きていた！

　何度も携帯に電話してくれた！

　だけど、俺は大丈夫だと連呼するだけで、春姉に心配をかけ続けていた！

　しかも自分から、対話を避けるようにして、携帯の電源まで切ったのだ。

　今更ながら、自分の浅はかさを自覚することになるなんて……。

「それだったら、わたしは姉なんて立場いらない……！」

　テーブルの上で、震えるほど拳を強く握る春姉。春姉の瞳から頰ほおを伝って涙が落ちていった。

「お、お姉ちゃん……」

　夏海が心配そうに声をかけるが、春姉の独白は止まらない。春姉の今まで溜め込んできた想いが、脆もろく、崩れるように決壊していく。

「みんな、わたしとたーくんが仲良くしてると、珍しいとかおかしいとか言ってくるでしょ？　この世界で生活しててすぐに気付いたの。弟と姉の恋愛関係なんて虚構のものでしかない、タブーのものだって。そんな関係は認められないって……！」

　強く訴えるように語りかけてくる言葉は、その一つ一つが俺の心に次々と鋭利なナイフのように突き刺さった。

　姉妹兄弟の綺麗な恋愛関係など、現代では限りなく幻想に近い。ゲームだからこそ、許される禁きん忌きのテーマだ。

　ただ『義理』であれば、ゲームではそこまで深い問題にはならない。現実でも、義理の関係から恋人関係への変化というのは多くはないが、存在はしているだろう。

　……だけど、現実では、本当に問題にならないのか？

　今、仮に。

　俺と春姉が、義理なんですとみんなに打ち明け、付き合ったとして。

　周りのみんなや世間は、それをどう見る？

　血が繋がっていないとはいえ、世間からすれば幼い時から一緒に暮らしている家族も同然の関係なのだ。

　共感を得られるかと言えば、圧倒的に答えは『いいえ』の方が多いだろう。

　冷たい目で見られるか、好奇の目にさらされることになる。

　それは、苦難の道だ。

　俺はいい。いくら言われたところで、どうってことはない。気にもしない。

　だけど、春姉はどうだ？　そんな風に見られたら、傷つくんじゃないのか。

　……それは、幸せからはほど遠い状態だろう。

　そして、親戚にもそんな風評で迷惑をかけることになるかもしれない。それは、世話をしてくれたあの人たちに、恩を仇あだで返すことになる。

　法律的に認められたところで意味があるわけでもない。

　現実では誰だって、こう言うだろう。

　兄弟姉妹との恋愛など、考えられない、と……。

「たーくんの心が向いてる相手は、咲ちゃんと理恵ちゃんだけ……。わたしに入り込む隙間なんてない。だけど、わたしはたーくんのことが好きなの！　弟でも、なんでも、男の人として好きなの！　わたしだって、自分の方を向いて欲しい……！　姉じゃなくて、女として好かれないなら諦めもつくよ。でも、姉だからなんて理由じゃ、わたしは納得できないよ……」

　目を背けていたのだ。

　春姉や夏海の気持ちには、気付いていた。

　だけど、俺は現実というフィルターを通すことで、春姉や夏海のその思慕を勝手に家族愛と思い込むようにしていた。

　現実では、恋愛対象には、ならないはずだと。

　春姉や夏海は、元はゲームキャラだし、血も繋がってはいないけど。

　あくまで……、姉妹。

　でも。

　違ったのだ。

　彼女たちは現実に生きていても。

　その強い想いを、ずっとずっと俺に向けてくれていたのだ。

「家族としても、一人の女としても見てもらえないのなら、わたしは……」

　春姉が口籠もる。

　言いたくない台詞を言わなければならないように、その表情は嘆いていた。

　しかし、春姉はそのすべてを否定するために、重々しく口を開く。

「この関係を、終わらせたい……」

　悲壮感のこもったその声は弱く震えていた。




　あの後、泣き崩れてしまった春姉を支えることもできず、俺は呆然としていただけだった。肘を壊した時よりも弱々しい春姉の姿があまりにも衝撃的すぎて、しばらく思考が停止してしまった。夏海が春姉を部屋に送り届けてくれなかったら、どうなっていたのだろうか。

　自分の部屋に戻って来て、じっとしていると先ほどのシーンが再生されてしまう。

　まさか、春姉があの時のことをあんなに思い悩んでいたなんて発想が貧困な俺には想像すらついていなかった。いつも明るいように見えていたから、気にしていないものかと思っていたのだ。

　それに、俺への気持ちも……。

　何故、春姉が家族という関係に思い悩んでいることに気付かなかったのか。気付いて然るべきだった。

　確かに、春姉があの実父に付いていけば、俺たちの家族関係は破棄されることになる。元々、血の繋がりはない。お互い、時が経てば一人の男女として接することができるようになる。

　……それにしても春姉は、一体どこまで思い詰めていたのだろうか。

　俺との関係も。家族としての関係も。

　何が、家族としてらしくなってきた、だ。

　そんなの、俺の思い込みでしかなかったじゃないか。

　春姉の泣き顔が、頭をよぎる。

　弟としても、男としても、失格だ。どう考えても……。

　力尽きたように、ベッドに仰向けに倒れ込んだ。

「お兄ちゃん。入って、いいかな？」

　そんな風に思い悩んでいると、扉越しに夏海の声が部屋に響く。

　体を起こし、俺がどうぞと言うと、夏海にしては珍しく遠慮がちに部屋の中へと入ってきた。

「春姉は、その……。どうだった？」

「うん。落ち着いたよ。お兄ちゃんに、あとであやまるって言ってた」

　そうか。落ち着いてくれたことに、ほっと胸を撫で下ろした。

「謝ってもらう必要はないよ。謝らなきゃいけないのは、俺だしな。今からでも……」

　俺が春姉の想いから目を背けていたからこうなったのだから。

「今はそっとしておいてあげた方がいいよ？」

「そっか……。うん、わかった」

　今の春姉には何を言っても逆効果。夏海はそう言っている。

　確かに答えが見つからないまま、適当な慰めの言葉を並べるわけにもいかない。

　俺自身も動揺している心を落ち着けて、冷静に考える必要があった。

「隣に座っていーい？」

　俺が頷くと、夏海は俺の隣に腰を下ろす。ベッドが少しだけ沈んだ。

　少し気まずそうに、夏海は俺に顔を向けて問い掛けてくる。

「ねえ、お兄ちゃん。お姉ちゃんの言ってる、引き取るって話、どー思う？」

「夏海は、付いていきたいのか……」

「わたしは、まだ全然わかんない。いきなり、おとーさんが、なんて言われても、わたしはほとんど覚えてないし」

　ツインテールの先端を指でくるくると回しながら、困った笑顔を浮かべる夏海。

　そりゃそうだよな。いきなり父が出てきて、引き取りたいとか言われても困惑するだろう。俺だって、今ここに「実は僕が本当の父なんだ。君を引き取りたい」なんて人間が出てきても、うさんくさく感じるだけだ。

　夏海は顔を俺から逸らし、真正面を向いて続けた。

「お兄ちゃんは、わたしがおとーさんに、付いていったら寂しい？」

　そんなの、答えはひとつだった。

「俺は夏海が出て行くことになったら、寂しいよ」

　みんながいなくなった時の喪失感は、二度と味わいたくない。

「でも、それは妹として、だよね」

　その台詞せりふが部屋に響いた瞬間、何か、空気が変わった。

　先ほどの居間で起こった、温度すら変動したと錯覚する、空気の変貌。

「妹、だよね？」

　隣に座る夏海が、俺の方に向き、顔を覗き込むようにして問う。心なしか、その言葉には俺を咎とがめる意志が籠もっている気がした。

「わたし、さっきお姉ちゃんが言ってることで、同じ気持ちだったんだって思ったことがあるの……」

　夏海の手が、俺の胸の方へと伸びて、優しくシャツを摑む。

「わたしも、ひとりの女の子として見てもらいたい……」

　俺はその言葉に、またしても言葉に詰まった。

「自分がおかしいって、ようやく気付いたの。周りに比べて、すごく子供っぽいって……。周りを見てて、急に自分は何なんだろうって思った。だから、頑張って、少しでもみんなに近づこうとした……。わたしも、お兄ちゃんに頼って欲しかった。わたしも、お兄ちゃんに女の子として見てもらいたかった……」

　夏海のここ二週間の言動は、少しずつ幼さがなくなっていった。まだまだ子供っぽいが、大人になろうと努力している。

　それは、自発的なものだったけど、追い立てられてのものだったのか……。

「わたしはすぐにでも、大人になりたかった……。でも……」

　そこで夏海は口を噤つぐみ、俺のシャツから手を離して、その手を自身の胸に置いた。

「この体だけは、どうにもならないの……。お兄ちゃんだって、みんなと同じぐらいじゃないと、いやだよね……」

　失望するように、漏れる声。止めどなく零こぼれていく涙。俺がその涙を拭ふこうとするものの、それを遮るように夏海は自分自身の指で拭ぬぐった。

　夏海の体は、平均身長からすれば小学校五年生ぐらいのものだ。二次性徴を経た高校生からすれば、あまりにもその体は小さい。

　ゲームの設定を投影されて、現実に浸された結果、夏海は自分の体の特異さに気付いたのだ。

　小さいキャラというのは、それをコンプレックスにするとしても、それを原因にしてシナリオに深く関わるほどの悩みを抱えることは案外少ない。ゲームによっては、完全に度外視されるケースもあった。

『エターナル　イノセンス』でも夏海は小さいことに悩むことは悩むが、主人公との対比だけで悩む。

　自分は小さい。主人公は大きい。

　それは、二人だけで完結しているシナリオだ。

　だけど、今の夏海は少し違った。

　自分は小さい。周りは俺も含めて大きい。周りの人たちとは明らかに違う。

　周りと違う自分は、まともに見てもらえないと夏海は考えた。だからこそ、みんなとの対比で悩み、そしてその小ささも含め、俺に妹としてしか見られないことに苦慮しているんだ。

「わたしは、この体が、きらい……」












「そんなこと言うもんじゃない……。これから、まだまだ大きくなる」

　自分の体を嫌いと嘆く夏海を見ていられなくて、思わずそう口に出した。二次性徴がまだなだけなのだ。まったく望みがないわけではない。

　だけど、夏海の悩みはそんな慰めの言葉だけでは、まったく消えそうになかった。

「これからって、いつ……？　身長が伸びる保証なんて、どこにもないよ……」

　確かにそうかもしれない。でも……！

「少なくとも、俺にはそんなの関係ない。夏海は、夏海だ……！」

　声を絞り出す。

　すると夏海は、ベッドから立ち上がった。そして、俺に向き直り、自分の腕を抱いて、その小さい口を開く。

「じゃあ、お兄ちゃん。この体の、夏海を、抱ける……？」

　まだまだ子供としか思っていなかった夏海からは考えられない台詞だった。

　抱く、って……。

「そんなこと、軽々しく……」

「お兄ちゃんにしか言わないよ、こんなこと」

　夏海の手が俺の肩に置かれて、もたれ掛かるようにして、体が近づいてくる。顔はすぐ正面にあった。地震でも起これば、唇が触れあうほどの近さだ。

「まだ、高校生だろ……」

「もう、高校生なんだよ、お兄ちゃん。わたしはもう誕生日だって過ぎてる。一六歳になったから、結婚もできるし、子供だって産んでいい歳なの」

　法律上はそうかもしれないけど、それにしたって……！

　夏海は、知識が急速に普通の女子高生に近づいてきている。偏かたよってる気もするが、着実に。

「でも、この体じゃ、小さすぎて無理だよね……。知ってる？　わたしの体、初潮がまだ来てないんだよ……」

　初潮がまだ？　初潮って、普通は高校生になってればすでに迎えてるものなんだろう？　そんな設定あったのか……！

　そして、いつまでそうしていただろうか。

　気付いた時には、夏海は飛び退くようにして俺から離れていた。

「……お兄ちゃん、ごめんなさい。少し、我が儘言い過ぎた……」

　無理に笑顔を作る夏海。その笑顔はあまりにも痛々しい。

「でも、この体がいやなのは本当。だからせめて、心だけでも大人になりたかった。少しでも早く、お兄ちゃんにみんなと同じ目で見て欲しかった。お兄ちゃんに、頼って、欲しかった……」

　そこまで言って、夏海は疲ひ弊へいした表情になっていく。

「でも、夏海。少し、つかれちゃった……」

　そう嘆くように呟き、夏海は俺の部屋から出て行った。

　何かを言うべきなのに。言葉を紡ぐべきなのに。

　だけど夏海が扉を閉めるまでの束の間で、伝えるべき答えが見つかることはなかった。
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　春はる姉ねえと夏なつ海みがその想いを告げてから、家の中の空気が明らかにぎこちなくなっていた。

　二人とも次の日の朝には謝ってきて、その上、気にしないでと言ってきたのだが、俺は忘れることなどできない。俺の方も謝るには謝ったが、本質的には謝れていないままだ。

　三人とも普段のように振る舞うように意識はしている。それでも時折あの時のことが頭をよぎって、俺たちはいつも通り、会話することができなくなっていた。

　俺がどうにかしないといけない。春姉と夏海に、答えを提示する必要があった。




　その日、学校も終わって放課後。俺とゆうきは、また近くの公園へと向かう。また藤ふじ田たと約束をしていた。

　本当はこんなことをせずに、春姉と夏海のことをどうにかしなければならないのだが、ファンディスクのシナリオが起動したということも、無視できない重大な案件だ。確実に、伝えておく必要がある。

　前回と同じように藤田は、寂さびれた公園のベンチに、一人座って待っていた。

「こんにちは。それにしても、ここの公園、本当に人が来ないですね」

「遊具も何もないからな。大して広くもないから、野球もサッカーもできないだろうし」

　藤田とゆうきは二、三言葉を交わしてから、本題に入るように俺を促す。

　俺は、気を引き締めて口を開き、ファンディスクのシナリオが動き出したことを打ち明けた。

　それを聞いて、ゆうきは眉をピクリと動かして反応する。

　家庭の問題も絡むからあまり人には話したくなかったが、どんな些さ細さいなことでも報告して、話し合おうと決めたからにはこのことも教えておく必要があった。

「『エターナル　イノセンス』のファンディスクのシナリオって何か危険なものが……？」

　藤田は、そもそも『エターナル　イノセンス』の存在を知らないので、不思議そうな表情をするばかりだ。

「そうか。藤田はボクたちよりもあとに投影したんだったな」

　ゆうきが得心がいったように呟つぶやく。

　メールの奇跡には、奇妙なルールがあった。

　何故かはわからないが、先に『設定者』になった人間には以降に投影されたゲームを把握できるという記憶のアドバンテージがあるのだ。

　本来、ゲームが現実に投影された場合、そのゲームに関するデータや記憶はすべて消滅する。しかし、すでに『設定者』になっていた場合、その後ゲームが消滅したとしても、記憶にプロテクトがかかったかのように、そのゲームのことを忘れることがないらしい。

　ゲームが消滅する条件や、記憶が残るという条件を、俺たちは未だに把握できていないが、何かしら解せないルールがあるのは確かだった。

「『エターナル　イノセンス』そのものに危険は多くない。ボクの本編のシナリオに命の危険があるぐらいだな。ファンディスクの内容も、ボクのシナリオは、なんだ……。ファンディスクらしい甘々のシナリオで……」

『エターナル　イノセンス』を知らない藤田をフォローするように、ゆうきが丁寧に説明していた。ちなみにゆうきは、発売日にはファンディスクを買って、明石あかし葵あおいのシナリオだけは即行でクリアしたらしい。しかし、のんびりと他のシナリオをプレイしている時に、俺に投影されたことでゲームが消滅し、途中で終わってしまっていると言っていた。

　俺自身はファンディスクの内容を雑誌の記事レベルでしか知らない。パソコンにインストールする瞬間に、例のプログラムが起動して『エターナル　イノセンス』が投影されたからだ。もちろんデータなど微塵も残されていない。

「ところで、なぜ、ファンディスクのシナリオが展開しているとわかったんだ？」

　藤田に説明を終えたゆうきが、改めて俺に聞いてくる。

「春姉と夏海の実の父が、俺たちの目の前に現れた」

　俺が真実を端的に話すと、ゆうきは少し考え始めた。

　しかし、聞きたいことはすぐにまとまったようで、俺に質問を投げかけてくる。

「それはおかしいだろう。前に君からは『ファンディスクのシナリオを展開させる設定にはしなかった』と聞いた記憶がある」

『エターナル　イノセンス』を再投影した時、確かにシナリオを展開させる設定にはしていなかった。ゆうきにも、再投影後にそう伝えている。

「ああ。そのはずなんだ……。でも、出てきたんだよ。実父を名乗る人が……」

　春姉と夏海の実父がファンディスクのシナリオで現れるのは、ゲームの発売前に購入した雑誌の記事で把握していたが、シナリオを展開させる設定にしていないのだから現れることはないと考えていた。

「展開する設定にしていないシナリオが、展開してしまっているってことですか？」

　自分の考えが正しいかどうか確かめるように尋ねてくる藤田。

　俺が頷くと、藤田はさらに続けた。

「展開するはずのないシナリオが展開するって、ちょっと心当たりがあるんですが……」

「え、本当に？」

　いきなりそんなことを言われるとは意外だった。ゆうきも、極めて微細ながら驚いた表情をしている。

「ええ。『メモリーロンド』が投影された時、その……佐さ崎さきと普ふ久く乃の原はらも現実に、投影されたじゃないですか。佐崎は、彼女自身の体が使われましたけど……」

　佐崎の話が関わるためか、藤田はさすがに言いにくそうだ。

「でも、展開させるシナリオと登場させるキャラは『前まえ羽は良ら知とも世よ』だけに絞ったってお伝えしましたよね？」

「ああ。でも、前羽良さんのシナリオを展開させる上で、サブキャラとして佐崎恵めぐ奈なや普久乃原は必要だった。だから、投影された。そうだろう？」

　俺の返答に、藤田は『はい』とも『いいえ』とも付かない、曖あい昧まいな表情になった。

「いえ。そうでもないとも言えるんです。えと、お二人は『メモリーロンド』のシナリオやルート構造をある程度覚えているんですよね」

　俺とゆうきは、二人して肯定する。

「『メモリーロンド』は、全キャラクターのシナリオを個別にクリアして、そこから初めて、トゥルーエンドに行ける仕様です。シナリオには幼少編もありますけど、全員の個別シナリオをクリアしてからトゥルーエンドに行く基本原則は変わりません」

「ああ、それは知ってる。もっとも、俺はトゥルーエンドに行く前に挫折しちまったけど」

　それを話すと、藤田はフラグが繁雑ですからね、と苦笑した。

「自分はメールの返信で、知世の個別シナリオまで展開するように設定しました。トゥルーエンドまでは望んでません。知世の個別シナリオまでであれば、主人公と知世だけで完結させることができるはずだったからです。佐崎も普久乃原も主人公のクラスメイトという役割を持ってますが、知世のシナリオ上には配置されなくても問題がないんです。個別シナリオで、彼らが絡んだ重要な会話もイベントもありませんし」

「なるほど、そういうことか」

　ゆうきは、納得がいったらしいが、俺はまだ理解が追いつかなかった。

「簡単に言えば、前羽良さんの個別シナリオは佐崎と普久乃原がいなくても、問題なく動くということだよ。そして、その個別シナリオだけで藤田は終わらせるはずだった」

　ゆうきが、困惑気味の俺に対して、丁寧な説明をしてくれる。

　そういうことだろう？　とゆうきが藤田に確認すると、藤田は「はい」と答えた。

「設定していなかったけど、何故かトゥルーエンドに至るシナリオまで展開する羽目になった、ってことか？」

「そうです。無事に解決できたから良かったですけど、最初に普久乃原を見た時は肝を冷やしました。佐崎はゲームと同じ容姿じゃなかったですが、いきなりクラス編成が変わって知世と仲が良くなっていたから、すぐに気付きましたが……。その時まで、佐崎とは別クラスだったから知りませんでしたけど、名前が一緒で驚いたのを覚えてます」

「何を好き好んで、あんなシビアなシナリオを展開させたのかと思ったら、そういうことだったのか」

　あの時、なんて危険なシナリオを展開させるんだと憤っていたが、不可抗力だったんだな。

「ええ。さすがにあんなシビアなシナリオを展開させる勇気は、自分にはないですし……。元々、その、甘いシナリオが好きなヘタレなんで……」

　決まりが悪そうに、藤田は頭を掻いた。まあ、甘いシナリオが好きなのは俺も同じだ。

「それで問題は、何な故ぜ設定していないシナリオが動くのか、ということなんだが……」

　ゆうきが、俺たちに再確認するように意見を催促してくる。

　ただ、そこで考えられることは多くなかった。

　バグ。設定ミス。仕様。このシステムを操る何者かがいるのか。

　三人で呟くようにそれぞれが意見を出し合うが、明確な答えが出ることはなかった。

「それで、今、その実父とはどうなっているんだ？」

　不意にゆうきが尋ねてくる。

「春姉と夏海を引き取るって話が上がってる」

　実父が現れた時の話や実父がした話を、できる限り丁寧に説明した。

「なるほど。ボクがプレイした通りの展開だな。もっとも、ボクもそこで止まっているから、そこからのシナリオは未知になるから大した助言もできない」

「途中で消滅したんだったよな……」

　ゆうきは肯定するように頷く。

「どういう形にせよ、シナリオが展開しているとなれば、これは君が解決するべき話となる。ボクにできることはないだろう」

　そして、俺へ凄味を利かすように鋭い視線を向けて、重々しく口を開いた。

「選択を間違えるなよ。昔、ボクに誓ったことを決して忘れるな」

　誓い。

　彼女たちの未来を。幸せを守るという、誓い。

　そうだ。

　春姉と夏海と、このままぎこちない状態が続いたら、お互い納得できないままだ。

　もっと、話し合わないといけない。

　俺たちは、家族なのだから……。




　しかし一度、ぎこちなくなってしまうと、それはなかなか元に戻せない。

「おは、よう、春姉……」

「た、たーくん……。おはよう……」

「お兄ちゃん……。おはよう」

　朝の挨拶も、どこか余所余所しい。

　お互い、普通にしようという努力はしているのだが、解決までには至らない。ただ単に取り繕っているだけでは、どうにもならないのだ。

　どうすればこれ以上、傷つけることなく彼女たちを幸せにできるのか。俺は、早くその答えを見つけないといけない。だけど、俺の中で二人が幸せになるための道標は未だに見出せていなかった。

　教室にいても考えるのは、そのことばかりだ。

　こういう姿を誰かに見られるのも嫌だったので、昼休みは弁当を食べ終えてから、誰もいない踊り場へと足を運んだ。少し肌寒いが、ざわついている教室にいるよりは気が楽だ。コンクリートの壁に背中を預けると、その冷たさが心地好かった。

「暗いよ、お前」

　足音も立てずに誰かが来たと思ったら、翔しよう也やが目の前にいる。

「しょうがないだろ……」

「高たか橋はしじゃないけど、ウゼぇ」

「うるせぇ……」

　こいつなりに気にかけてて、心配しに来てくれたというのに、俺は一体何を言っているんだ。友達なくすぞ。ただでさえ少ないってのに。

「なんつーか、暗い顔されるとこっちの気が滅入るんだよ。こういう時は適当に馬鹿な会話をするに限る。適当に会話してりゃ、気分も晴れるさ。なんなら、最近してない二次元の話でもどうだ？　僕としてはお前がその手の話をしなくなって寂しいんだよ。裏切り者め」

　確かに、最近、そういう話は全然してないな。ゲームをしなくなったというのもあるだろうけど、やっぱりみんなの存在が大きかった。

「たまには真剣に語ろうぜ。二次元の女の子と結婚できる制度ができたら、誰を嫁にするのかとかさ」

「……日本は重婚禁止だ。一人に絞らなきゃならなくなるぞ。だから、奪い合いになる」

「むう、何百人もの嫁を一人に絞るのは難しいな。しかし、それもまた仕方ない。だけど、奪い合い上等だ。朝一で市役所に駆け込んで、婚姻届を提出して……」

　なんで、俺はこんな話をしてるんだろうか。だけど、とりあえず、突っ込んだ。

「相手の同意が必要ないんだから、朝一で市役所行っても勝てねぇよ。市役所で仕事してる人やそれに関わる人が有利に決まってる。始業前にパソコンからデータを打ち込まれて終了だ」

「ふざけやがって。これだから、公務員は……」

　こんなことで怒られるなんて、公務員もほんと、大変だな。

　重婚、か。

　それができたら、俺の悩みも晴れるのか？　いや、そういう問題じゃないよな……。

「……なあ。ハーレムって現実にできると思うか、お前？」

　少し、俺の気持ちとは裏腹に、つい口が滑ってしまう。

　翔也は悩むことなく、流りゆう暢ちように説明をし始めた。

「まあ、昔の時代には、現実にできてたわけだからやろうと思えばやれるだろ。日本じゃ重婚は無理だけど、ハーレムってだけだったら一緒にいるだけでもいいわけだし、問題は常識とかモラルとか体面ってだけだ。まあ、相手が事実婚じゃ嫌だって言ったら日本じゃどうにもならないけどな」

「随分と詳しいな、お前」

　まあな、と頷く翔也。こんなことばかりに知識を偏かたよらせないで、もっと勉強に力を入れればいいのに。そうなったらそうなったで翔也が翔也じゃなくなるわけだけど……。

「それに、日本では重婚禁止ったって、法律が制定されたのは明治時代だろ。まだ百年程度しか経ってない。しかも、西洋列強を模倣する時代に、実に日本らしく人倫横に倣ならえって感じで一夫一妻が提案されたわけだし。もっとも、明治時代は離婚率が五〇パーセント超えてたって話もあるし、今とは感性がまったく違ったんだろうなぁ」

「じゃあ、お前としては重婚できる方がいいのか？」

　翔也は嫌そうに顔を歪める。

「馬鹿、お前。嫌に決まってるだろ。僕みたいな恋愛弱者は、ただでさえ見向きもされてないのに。そんなことになってみろ。視界の外どころか外宇宙まで追い出される羽目になる。あ、僕が将来モテるなら話は別だけど」

　なんて勝手な奴だ。……まあ、俺も人のこと言えないけど。

「しかも、モテるならオタク趣味の可愛い子でな」

　突っ込みを入れる気にもならなかった。

　だけど。

　重婚が法律で禁止されてなくて、人倫においてもそれが当たり前とされてたら、俺はこんなに悩んでないのだろうか……。

「これでもまだ暗いのか、お前は」

「……ほっといてくれ」

「やっぱ、適材な人間に任せたほうが早かったかねぇ」

　なんのことだと訊こうとしたが、すぐに予鈴が鳴ってしまった。翔也は「授業の準備しないとなー」と白々しく呟いて、足早に踊り場から去っていく。

　俺も教室に戻るか……。




　そして、この日の授業も終わって放課後になる。ホームルームが終わっていつも通りすぐにざわつき始めた。これから部活や遊びに励むのだろう。

　そんな中、咲さきと高橋が鞄かばんを持って、俺の方へとやってきた。

「武たけ紀のりくーん。今日、ちょっとおやつにドーナツでも食べにいかない？」

　なんでまた、ドーナツ？

「久しぶりに、なんか食べたくなっちゃったんだよね。愛あいちゃんと一緒に行こうと思ってるんだけどどうかな？」

「まったく、なんでお前はいつもそう気まぐれなんだ。いきなり決めやがって……」

　高橋は不機嫌そうな顔をしているが、いつものことなので口ではそう言っていても本当に嫌がっているかどうかは読みとれない。咲が相手の場合に限って、高橋は照れ隠しをしていることが多々あるしな。

「美化委員は？」

「今日は活動ないよー。夏海ちゃん、そう言ってなかった？」

　そう言えば、夏海も今日は四し阿あちゃんや三み宅やけくんと遊びに行くといってたっけ。春姉も部活に行くと言ってたし、今日の俺にも予定はない。咲の申し出を断る理由もないんだけど、どうも今抱えている問題を考えると、みんなと遊びに行っていいものか悩んでしまう。

「ずっと悩んでても、いい答えなんかでないよ？」

　ああ、咲にまで悩んでるって気付かれてる。俺、感情が顔に出すぎだ。穴があったら埋まりたい。

「……というかお前、今日一日、休み時間だろうが授業中だろうが、ところ構わず溜息ついてただろ。ネガな感情を表に出して、同情を誘うんじゃねぇよ、ウゼぇ」

　同情を誘ってるつもりはないんだけど。いや、でも人から見たらそう思われるか。

「へぇー。愛ちゃん、今日一日、武紀くんのことずっと見てたんだ？」

「ばっっっっっっっっっっっっっっっっっ……、ちげぇ！　そういう意味じゃねぇ！　言葉のあやだ！」

　咲がからかうように言うと、高橋は一瞬にして真っ赤になって反論した。腕を組んでふんぞり返るように、顔を逸らす高橋。

「とにかく！　行くか行かないか、さっさと決めろ。あたしは別にどっちでもいいしな」

　横目で睨むように、早口で俺に選択を急かす。

　どうしようか。ふと、廊下を見ると理り恵えが俺を待っていた。

「理恵も、一緒でいいか？」

「うん。もちろん、いいよ。人数はたくさんいる方が楽しいしねっ！」

　咲はすぐに了承する。

　続けて、隣で教科書を詰め込んでいるゆうきにも声をかけた。

「伊い藤とうさん、一緒に行かない？」

「行きたいところだが、ボクは残念ながら私用がある。次の機会に誘ってくれ。なんなら、今度はボクが誘おう。この前の日曜日に、当たりの店を見つけたからな」

　ゆうきは、その容姿や目付きから冷たい印象を受けるが、重度な甘党だ。いつも結構、美味しい甘味処を探しては食い歩いているらしい。

「うーん、残念。でも、今度の店、期待してるよー」

「ああ、期待は裏切らないと思う。もっとも、ものを出すのは店だがな」

　教科書をすべて鞄に詰め込んだゆうきは、別れを告げて足早に去っていった。

　ゆうきを見送った咲は再び、教室内を見渡す。

「いた。佐さ藤とうくんはどう？」

「あ、僕も行っていいの？　行く行くー」

　翔也は調子よく誘いに乗ってくる。ただ、誘われて嬉しいというよりも、上手くいったと得意満面な顔をしている気がした。それを見て、もしかして、という考えが浮かぶ。翔也は俺を元気づけるために、咲を巻き込んだのではないかと。

　だけど翔也からは、そんな雰囲気を微み塵じんも感じない。問い質そうかとも思ったが、無ぶ粋すいなことだと気づき、俺は口を噤つぐんだ。心の中で感謝しておこう。

「それじゃ、行きましょっ！」

　咲はさっさと教室を出て、廊下にいる理恵の方に向かっていく。その元気さに、高橋が肩をすくめて呆れていたのが印象的だった。




　咲と理恵、高橋に翔也、そして俺の総勢五人で他愛のない話をしながら、学校を出ようとしたところで、見知った人が立っていた。

「武ちゃん、あの人って確か……」

「うん……」

　唯一、見たことのある理恵が俺にこっそりと尋ねてくる。

　九く条じよう院いんさんだった。この前見たスーツ姿だ。相変わらず若々しい。

「こんにちは、都つ筑づきくん」

　手を挙げて挨拶してくる九条院さん。一度会ったことがある理恵以外の面子は、誰だろうといった訝いぶかしげな顔をしていた。特に高橋の表情は、何か警戒するかのようだ。

　それにしても、何な故ぜここで待ってるのだろう。また春姉と約束でもしているのか？　でも、そんな話、春姉から聞かなかったけど。

「こんにちは。春姉と夏海だったら、まだ部活とか委員で学校に残ってますよ」

「そうだったか。そういえば、春はる……海みはテニス部だったな。教えてくれてありがとう」

「いえ……」

　名前を言うのに口籠もったな、今。息でも詰まったのだろうか……。

　それよりも、どうやら特に約束らしい約束はしていないらしい。

「もう三〇分も待ってたし、どこかの喫茶店で時間を潰すことにするよ。あと少しで海外勤務になるんだけど、その前に有給を消化しようと思ってね。時間が余ってるんだ」

　少し気恥ずかしそうに、九条院さんは頭を掻かく。そして、「それじゃ」と言い残して正門前から立ち去っていった。

　それにしても平日の昼間から、何故こんなところにいるんだと前々から思っていたが、そういうことだったのか。三〇分も待っていたということは、先に帰ったゆうきも見ているかもしれない。見ていたとしたら、すでに登場していることを教えたとはいえ、さぞかし驚いてたことだろう。

「海外勤務ねぇ。あの人、すごいな。中学まで二年に一回、家族で海外旅行してたけど、観光はする気になっても、仕事をする気にはならなかったな。さすがに」

　翔也が感心したように呟いていた。この男、海外行ったことあるのか。少し意外だ。

「お前、海外行ったことあるのか。意外だな」

　高橋は、俺と同じ感想を持ったらしい。

　あれ、待てよ？　海外勤務になるってことは、引き取る話とかどうする気なんだ、あの人……。いや、まだ引き取るって決まったわけじゃないから、春姉たちは断ったのだろうか。でも、だったら、なんで会いに来る？　それに断ったなんて話は聞いてない。

「おい。都筑、さっさと行くぞ」

　高橋に呼ばれて、はっと気付く。九条院さんに話を聞こうという考えが出てきた時には、もうすでに遅く、俺の視界からは消えていた。

「あの人、どこに行った？」

「駅の方だけど……」

　しまった。ぼさっとしすぎだ……。春姉と夏海のことだっていうのに、何を俺はぼさっとしているんだ。……とはいえ、聞き出したところで、何も好転しない、か。

「ねえ、訊いていいかどうかわからないけど、あの人、誰？」

　俺の悔やんでいる様を見たせいか、咲は心配そうに尋ねてくる。

「春姉と夏海の本当の父親だよ」

　そう言うと、理恵以外の面子はそれぞれが驚いていた。

「え、それって……」

　考えてみれば、俺は誰にも春姉や夏海が俺とは本当の姉妹じゃないって説明してなかった。理恵は元々、付き合いが深いから知ってるけど。少し、軽率すぎたかもしれない。

「似てないと思ってたけど、義理だったのか」

「おい、佐藤。デリカシーってものを考えろ。そんなの、ここで言うことじゃねぇだろうがよ」

　高橋が気を利かせてくれる。自分の失言をフォローしてくれているようで、少し嬉しかった。翔也は、すぐに俺に謝ってくる。事実だし、気にしなくてもいいと言うと翔也は、ほっとした安心した顔になった。

　そして、高橋はこちらの表情を見る。

「まあ、細かいことは訊かねぇよ。家族の問題に立ち入ったりするのは、性に合わないし、あたしにも義理の妹がいるしな。なんとなく、気持ちはわかる」

　それでこの話はおしまいだとばかりに打ち切った。

　確かにここで、色々と説明する話じゃないしな。

「ま、何かに悩んでるんだったら、吐いた方が楽なのも確かだ。どうしても言いたきゃ言え。多少は、相談に乗ってもいい」

　珍しいほどに気遣いが行き届いている高橋だった。ただ、その表情は少し、照れているように見える。秋空の夕日が照らしているからかもしれないが。

「愛ちゃん、優しいねっ」

「ああ!?」

　咲が茶々を入れると、いつものように高橋が烈火の如く否定する。なんだか、もう新手の漫才のようだ。

　そんな笑いを誘う漫才も終わって、ドーナツショップに向かう途中、高橋が神妙に尋ねてきた。

「ところで、話を蒸し返すみたいで悪いんだけどよ。さっきの男が、お前の姉妹さんの実の父親って言ってたよな。いくらなんでも若すぎねぇか？」

　そう思う気持ちはよくわかる。

「ああ、僕もそれは思った。二〇代後半ぐらいにしか見えなかったな。それに、僕の長年の勘とあの人の纏まとうオーラが、オタク仲間だと訴えてる」

　長年の勘に、オーラだと？　……とりあえず、翔也の話は聞かなかったことにしよう。

「あの人、あれで四〇代だ」

「二児の父親だからな。そりゃ、実年齢も計算すりゃ想像付くけどよ。物腰とか言動も含めて、どう見ても四〇代にゃ見えねぇな。渋みってもんがねぇよ」

　元々は、ゲームのキャラクターだからな。立ち絵を見たことはないが、若く描かれていたのだろう。

「胸に入ってたタバコも若い奴向けのもんだったし、その辺りも含めて、意識的に若作りしてるのかもな」

「……というか、愛ちゃんはなんでそんなことを知ってるの？　箱だけしか見えてなかったよね？　まさか、吸ってないよねっ？」

「吸ってねーよ。知ってたのは、仲間内に吸ってる奴が多いからってだけだ。と言うか、あんなマズイもの、吸うかっての」

「……マズイって、味を知ってるんだ？」

　高橋はしまったといった苦しい表情になり、即座に咲のお説教が始まった。高橋は必死で言い訳している。

「いい？　愛ちゃんの健康を考えたら……」

「だーかーらー、試しで吸わされただけって言ってんだろ！」

　二人とも、本当に仲がいいな。

　……少し、羨うらやましいぐらいに。




　その後、ドーナツを買い食いしてみんなと会話してると、あっという間に時間は過ぎていった。もう午後五時を過ぎている。

　おかげで少しだけ気分が晴れた気がした。話は他愛のないものばかりだったが、会話をしているだけで暗い気分が晴れやかになっていったのだから。

　特に咲は、俺をまるで気遣うように元気づけてくれていた。

　本当に優しい女の子だよな。みんなに人気なのもよくわかる。

　そのドーナツ屋の帰り、いつもと違う道を歩いていると思い出深い場所に出た。

　広い車道、今も何台もの車が行き交っている。昔の悲惨な面影など、何もない。

　車道に対して、斜め十字になった横断歩道の中央にある歩道スペースには、俺たちよりも一回り大きい石碑が鎮座している。その下には、いくつかまばらに献花されていた。

　横断歩道を渡る途中、高橋がふとその石碑の前で立ち止まる。

「愛ちゃん、どうしたの？」

「ん？　ああ、いや……。ちょっと思いだしたことがあってさ」

　翔也が横から口を挟んだ。

「ここって、例の交通事故の現場でしょ。確か」

「交通事故？」「いつの、話？」

　翔也の言葉を聞いて、理恵と咲が神妙な顔になって翔也に尋ねる。

「八年前の話だけど……。知らない？　かなり大騒ぎになった事故だよ」

　しかし、設定的には地元のはずの理恵と咲は翔也の説明を聞いても首を傾げるだけだった。そうか、こういった過去の記憶は、二人にはないのか。この辺りの記憶の選別は、いまいちルールがわからない。

　周りを見渡すが、道路は綺麗に整備されていた。事故があったことなんて、信じられないはずだ。

　翔也の説明を、高橋が補足する。

「そうだな。日本交通史上最悪の事故だって言ってたよ。未だに主だった原因はわからないままのはずだ。信号故障とか、車の電子機器が一斉に狂ったとか、色々言われてるよな。ガソリンが空から撒まかれてたなんて与太話もあるぐらいだ」

「詳しいな。高橋」

　翔也が感心した眼差しを向けていた。

「まあな。八年前、あたしはここにいて、奇跡的に助かったって言われてる人間だし」

　訊いた翔也が真っ先に驚きの表情になる。俺も驚きを隠せなかった。

　あの時、奇跡的に生還した少女というのは結構大々的にニュースになってたよな。

「あの交通事故で、奇跡の生還を果たした少女がいたってよく言われてたけど、それってもしかして……」

　気になったので思わず尋ねる。

「ああ、たぶんあたしのことだ。あたしは事故のことはほとんど覚えてなかったけどな。気付いたら助かってたって感じだったから……」

　そう言って、高橋は石碑をじっと見ていた。

　俺も、なんとなく石碑を見る。

　八年前から変わっていない。何人もの犠牲者の名前が石碑には彫られていた。

　右端の真ん中付近へと、目を向ける。

『都筑博ひろ嗣つぐ』

　理恵と咲が俺の視線を追ったらしく、その先を見て、何か気付いたようだった。

「ね、ねぇ……。この、都筑博嗣って……もしかして……」

　理恵が口籠もるように尋ねてくる。

「ああ、俺の親父もこの交通事故で死んだんだ」

　場の雰囲気が暗く沈み始めてしまう。

　少々、言い方がまずかったかもしれない。確かに悲しいことだったけど、今それを悔やんでも仕方がないのだ。

　それは取り戻せない過去なのだから、俺としてはもう吹っ切れている。

「気にしなくていいよ。八年前のことだしな」

　俺がそう言って場を取り繕ったが、高橋が一番気まずそうな顔をしていた。

「……悪い」

「だから、いいって。それに知らなかったんだから、仕方ないだろ。俺だって誰にも言ってないんだし。それにあの事故で一人でも生きててくれてよかったと思うしさ」

　とはいえ、一度暗くなった空気はすぐに戻らない。

　どうしようかと悩んでいた矢先、なんの脈絡もなく、車のクラクションが鳴った。みんなして、そちらの方に振り向く。

　道路に止められたワゴンから俺の知らない男性が降りてきて、こちらに向かってくるのが見えた。見たところ歳は、二〇代前半だろうか。後半かもしれない。ただ、三〇代にはさすがに見えなかった。妙に人なつっこい愛あい嬌きようのある顔。ただ、身長は俺よりも頭一つ高く、かなりがっしりとした体つきをしていた。

　その人は、まっすぐに高橋の方へと向かう。

「よーう、愛あい子こちゃん。ここを歩いてるなんて珍しいね」

「げ……。義よし人ひと……」

　その人は高橋に気軽そうに声をかけていたが、高橋の方はどうも嫌そうに見える。

「しっしっ！　あたしに近づくな、さっさと帰れ！　このロリコン！」












　まるで犬を追い払うように振る舞う高橋。

「公衆の面前でロリコンとか、ひどい言われようだな。ここにいるのを心配して声かけたってのに。俺だって仕事が終わったから、早く帰ろうとしてたんだぜ？」

「だったら、さっさと帰れ！　大きなお世話だ！　……って、頭ポンポン叩くんじゃねーよっ！　それと、あんたがちゃん付けで呼ぶんじゃねぇっ！」

　しかし、男の人は高橋の悪態もなんのその、高橋に気軽に触れていた。さすが大人というべきか。余裕がある。高橋はうざったそうに手を振り払っているが、男の人の方が一枚も二枚も上手だった。

「へいへい。大丈夫なら、さっさと帰るさ。みんな、こんな跳ねっ返りで迷惑かもしれないけど、最後の最後に悪役になりきれない奴だから、仲良くしてやってくれい」

　その男性は、俺たちに向かってにこやかに言ってくる。この人は、もしかして高橋を見かけて、その事故で生き残ったという複雑な内心を察したのかもしれない。だから、声をかけてきた。そんな気がする。

「やかましい！　車道に突き飛ばすぞ！」

　しかし、その思いは相手に通じていないのか、肩を怒らせた高橋は相変わらず憎まれ口を叩きつけていた。

　そんな高橋の罵ば倒とうを受けながら、その人はなぜか俺の方を見始める。

「……えっと、何か？」

「どこかで会ったこと、ある？　なーんかどこかで見たような……」

　品定めでもするように、しげしげと俺を見ながら尋ねてきた。

「えっ、いえ。すいません。記憶にないです……」

　実際、会った記憶はない。子供の頃か何かに会ったのだろうか？　でも、そんな記憶もなかった。小学校の途中から、中学校までこの地区にはいなかったしな。

「ボケか。それとも、男をナンパか、お前」

　高橋が苛ついた口調で、横槍を入れてきた。早く話を止めろと、顔に書いてある。

「さすがに男に興味はないなー。はは。ただの勘違いだった。すまん」

　男の人は頭を掻いて俺に謝り、話は終わりというように俺たちから離れた。

　そして止めてあったワゴンへ乗り込み、

「じゃーな、愛マナちゃん」

　と、窓を開けてから高橋へと別れを告げる。

「てめぇ、その呼び方をどこで聞きやがった!?　いや、秀ひで之ゆきだな!?」

　しかし、高橋がそう怒鳴ったが、車はすでに発進しており、あっという間に影も形もなくなった。

　高橋は車が去っていった方角を見据えて、地団駄を踏むように悔しがっている。

　……素朴な疑問なんだが、マナちゃんって、なんのことだろう？

「なあ、マナちゃんて……」

　命知らずの翔也が楽しそうに高橋に尋ねた瞬間、高橋の鋭い視線が翔也を射貫く。翔也は、殺意でも感じ取ったのか、すぐに口を噤み、何も言わなくなった。

　そんな高橋に対して恐れを抱かない咲が素朴な疑問を口に出していた。

「あの、今の個性的な人、誰？」

「あー、兄貴の高校の時からの友達だよ。ロリコンが高じて、小学校の教諭になった変態だ。あれで何やらせてもそつなくこなすんだから、世の中間違ってるよな」

　ロリコンが高じて、小学校の教諭になったって。それが本当だったら、警察に通報するべきなんじゃ……。いや、高橋なりの高度なジョークと受け取っておこう。

「とっとと帰ろうぜ。胸くそ悪くなってきた。兄貴に晩飯、何食わせてやるか考えなくちゃいけなくなったしな……」

　高橋がブツブツと何か怖いことを言っている。

　何をしたのか知らないが、未だ見ぬ高橋の兄に心から同情して、俺は帰路についた。




　自宅に帰ってくると、すでに夕食の時間となっており、すぐに食事にありつくことになった。

　今までだったら団欒のひとときで笑い声が絶えなかったのだが、今は俺が学校の話を振っても、二人とも話に乗りきれない。だから、ぎこちない空気が続いてしまう。

　結局、そのまま夕食を食べ終わってしまい、俺は皿洗いを始める。春姉と夏海が、この場から出て行ってしまうのが怖くて、いつもよりも早く終わりそうだった。

　二人は、俺の皿洗いが終わるのを待ってくれている。……きっと、二人も話したいことがあるのだ。

　もう、みんなに心配は掛けたくない。翔也にも咲にも励まされたのだから。会話をし続ければ、今日の俺みたいにちょっとでも気は紛れるはず。

　少なくとも、この空気のままじゃ、二人の胸中を考えれば良くない。

　ちょっとずつでもいい。この雰囲気を壊していくんだ。

　俺は皿洗いを終え、二人に向き直る。

「春姉、夏海。話を聞かせてよ。いつもみたいに。もっと、話をしよう」

　そして、俺から話すだけじゃきっとダメだ。二人だって話したいことを話さないと意味がない。

「そうだよね……」

「うん……」

　わかり合えるかどうかなんてわからない。

　言わなくても伝わる想いはあるかもしれないけど。

　言わなきゃ伝わらない気持ちの方が、きっとずっと多いのだから。

　俺も椅子を引いて春姉と夏海の正面に座る。

「お皿洗い、いつもありがとう……」

　春姉がお礼を言ってくれた。毎日、俺に向かって言ってくれるお礼を。

「いや、いつも美味しいご飯を食べさせてくれるから、これぐらいさせてよ」

　でも、やはり、何か少しぎこちない。

　いつも通りに、とはさすがに難しいけど、努力しないと。少しでも、いつも通り明るい二人に戻って欲しい。

　そして、しばらく学校であったことを二人から聞き出した。それに対して俺も頷いたり、返答を返したりして。他人からすれば、他愛のない話だ。でも、今の俺にとっては何より愛おしく、切望していたもの。これだけで、いつもの日常が取り戻せるとは思っていないが、何もしないよりは遙かに良い。

　そして、二人が話すことも尽きたところで、俺は慎重に切り出した。

「春姉は、進路はもう何か考えた？」

　春姉は困ったように答える。

「まだ、はっきりとは決めてないの……」

「そっか」

　春姉の今考えている進路はわからない。実父に付いていくと考えているのなら、なおさら悩むだろう。

「春姉は、もし肘が壊れなかったら、プロに転向してたんじゃないのかな？」

「あ、うん。高校を卒業したらプロになろうと思ってた。でも、今の実力じゃ到底無理だから……」

　不意に耳へ、俺を驚かせる言葉が届く。寝耳に水だった。

「え、今の実力、って？」

「利き腕じゃない方で、少しラリーをやってみたんだけど、まだちょっと慣れなくて」

　そんな話、初めて聞いた。いつの間に、そんなことをやってたんだろう？

「それって、利き腕の方に悪くないの？」

　心配そうに夏海が尋ねる。

「心配ありがとう。でも、大丈夫よ。顧問の先生にも、お医者様からも、許可はもらってる。右の利き腕をラケットに添えたり、両手打ちをしたりするなって、厳重注意はされてるけどね」

　まあ、そうだろうなぁ。そんなことをしたら、せっかく治るかもしれない右肘がまた悪化してしまう。

　俺は、さらに話を訊きだした。

「慣れればいけそう？」

「わたしのテニスは正確性がすべてだから、利き腕じゃない方でどれだけ自分の思ったところに飛ばせるか、なの。それがわたしの理想に近づけば、勝負ができるようになるんじゃないかなって思ってるんだ」

　春姉は、やっぱりテニスが好きなのだというのを改めて確信する。

　利き腕を壊してもう片方の腕で復活する話ってフィクションでも現実でも時々あるよな。もちろん、口で言うほど簡単なものじゃないだろうし、その道半ばで諦めた人もいたのだろうけど……。

　でも、俺は応援したかった。

「頑張って春姉。俺も何かできることがあれば、するよ。絶対に……」

「わたしも、応援するー。がんばって、お姉ちゃん」

「うん。ありがとう……」

　春姉が少し笑顔になる。そんな笑顔を俺は久しぶりに見た気がした。夏海もそんな春姉を見て、楽しそうだ。

　しかし、すぐに春姉の表情は憂うれいに沈む。

「本当はね。大学に進学して、利き腕じゃない方の腕を育てていきながら、プロを目指そうかなって思ってたんだ。テニススクールに、通いながら……」

　後悔するように呟く春姉。

「いいと思う。いや、春姉は絶対にそうした方がいいと思う」

　フォローするように、俺はそうすることを薦めた。だけど、そう言っても春姉の表情は晴れない。

　すぐさま、春姉のその心情がわかってしまう。

「心配事は、お金だよね？」

　春姉は、遠慮がちに頷いた。

「実を言うと恥ずかしながら、あの人に引き取られれば、そんな心配をする必要もないのかな、ってほんの少しだけ思ったの。ごめんね……。なんだか、たーくんを裏切ってるみたい」

「……そんなこと、裏切りのうちに入らないよ。気にしすぎだって」

　ただ、自覚するのは俺自身の甲斐性のなさだ。

「春姉。お金のことだったら、気にしないで。俺がバイトして作り出す。親戚に事情を話せば出してもらえる親の遺産もあるからそうしたっていいんだ。だから……」

　それでも、引き取りに応じないでくれ、とは続けられなかった。

　春姉が悩んでいるのは、お金のことだけではない。

　前にも言った通り、春姉も夏海も姉妹という立場にも悩んでいるのだから……。

　俺は未だにその解決策を見出せないでいる。

　それを見つけない限り、春姉の悩みも夏海の不安も消えることはない。

　このまま二人に俺の望みを押しつけるのは、悩みを増やすだけで、何の解決にもならない。

「駄目だよ。何度も言ってるけど、たーくんがお金を工面するなんて、わたしがわたしを許せなくなるもの……」

「納得、できないよ。俺は春姉のために、何かしたい。春姉が、なぜ頑かたくなにそれを拒むのか、理由がわからないよ……」

　居間が一瞬、静寂に包まれる。

　しかし、春姉は一瞬の躊躇ためらいの後、すぐに答えた。

「わたしは、虚構の人間。いつなにがどうなって消えるかわからない。そんな人間に、たーくんの貴重なお金を使うなんて、それこそ許されないよ……」

　一瞬、思考が真っ白になる。一瞬、最悪の想像をしてしまった。春姉と夏海が消えてしまう想像を。

「わたしたちは一度消えた。でも、わたしたちがまた消えないって保証はどこにもないの……。一度消えた時、わたしはそれまで自分が消えるなんて考えもしなかった。ある日、突然、『自分は消える』なんて確信が生まれたんだから」

　そんな不安を抱いて欲しくなかった。期間設定は、ずっとこの現実に留めておくように設定しているのだから。

　だけど、春姉は再設定した時のデータを見たわけでもないし、期間設定が最後まで設定通りに履行される保証だってないんだ。

　俺たちは、あの奇跡の力を解明できたわけでもない。

　詳細がわからなければ、推測などただの気休めでしかなかった。

「だから、あの人に付いていった方が、たーくんを傷つけずに済むかな、って思ってるんだ。わたしたちが家族として、深く付き合えば付き合うほど、たーくんの心に傷を残しちゃうから……」

　春姉は、あまりにも強い責任感を負っている。

　俺のお金を使っていること。そして、俺の将来にも。

　春姉の言ってることは、いつかは消えるということを前提にしている。そのことで、俺の事を真剣に心配している。

　春姉が引き取り話に応じようとしているのは、あの人のことを父として信用したわけではない。春姉の望みが叶うからでもない。

　そのすべては、俺のため――。

　絶対消えたりしないと、否定をしたかった。でも、春姉を安心させられる証拠など、俺の手にはない。

　……他の人に投影されて、もう何年もこの現実で生きているヒロインがどこかにいれば、いいのにと思う。その投影した人に、色々と話が聞けるのに。

　だが、そんな都合のいい話は転がっていないのだ。

「でも、たーくんの気持ちは嬉しいよ」

　春姉は笑顔だった。でも、その笑顔を、俺はまともに見れない。

「こんなに大事に想われてるのに、わたしは何を勘違いしてたんだろうって思うの。家族だからこそ、言いたくない悩みだってあるよね。それをわたしは、勝手に被害者みたいな顔して……。余所余所しくされるのが怖いからって、咲ちゃんみたいに直接たーくんに会いに行ってもいないのに。ひどいお姉ちゃんだよね……」

　理恵が記憶喪失になって、俺が春姉の制止を聞かなかった時のことを言っていた。この話はそれがきっかけとなって、ここまで話が拗こじれているからだろう。

　あの時のことを、春姉は納得しようとしていた。ただ、それは無理矢理思い込もうとしているようにしか見えない。

「そんなこと、ない……。あの時の俺は、ただ最低だっただけで……」

　事実あの時の俺は、誰の言葉にも耳を傾けていなかった。最後の最後、咲に諭さとされて、ようやく自分の視野の狭さに気付いたのだから……。

「もういいんだよ、たーくん。たーくんの、家族としての想いは、伝わったから。ねー、夏海ちゃん」

「うん……」

　春姉は椅子を引いて立ち上がる。そのあとに続くように夏海も立ち上がった。

　そして、少し体を乗り出してきて、俺の顔を見る。

「明日からは、お姉ちゃんも普段通りにできるよ。たーくんから、家族愛をいっぱいもらったからね」

　そう言い残して、ぱっと見ではにこやかに居間から立ち去っていく春姉と夏海。

　春姉の悩みが少しでも晴れたのなら、それに越したことはない。

　だけど……。

『家族としての想いは、伝わったから』

　それだけだ。

　俺に言えるのは、そこまでで……。

　それ以上を伝えることは、今の俺にはできなかった。

　春姉が欲しがっているのは、それ以上の想い。

　家族としてではなく、男と女としての、愛。

　今の俺は、春姉が納得できるであろう答えを、何ひとつ持っていなかった。

　そして、その答えを見つけない限り、春姉の心を覆う悩みの雨雲が晴れ、太陽が差すことはない……。




　いつもの就寝時間も近づいて、俺は自室のベッドに横たわって考えていた。

　春姉と夏海は、どうするのが一番幸せなのだろうか……。

　問題のひとつは、お金。みんなで一緒に暮らす場合、何とかお金をひねり出すとしても、生活するのが精一杯になるんじゃないのか。

　俺は、『普通の生活』を甘く見すぎていた。現実は何をするにしても、お金がかかる。不必要な苦労を、春姉や夏海に背負わせかねない。俺を気遣っている春姉は、大学に行きたくても、行きたいとは言い出せないだろう。

　だけど、九条院さんに引き取られることになれば、少なくとも金銭的に困ることはなくなる。しかも、あの人の春姉や夏海に対する思いはきっと本物だ。一度は間違ったのかもしれないけど、きっと大事にしてくれるはず。

　一緒に暮らしたいという気持ちは、結局俺の我わが儘ままでしかない……。中学卒業後に、一人暮らしを始めたのだって、ただの我が儘だ。

　春姉と夏海と一緒に暮らして、俺は今から彼女たちに家族というものを超えた想いを向けることができるのか？

　咲も理恵もいるっていうのに……？　俺はハーレムでも作るつもりかよ……。

「こんばんはー」

　静かな音を立てて、窓が開けられて俺の部屋に入ってくる理恵。

「一〇月も下旬になると寒いねー」

　クリーム色のパジャマは、厚手で割りと暖かそうだったが、まあ、それでも外に出ればさすがに寒いか。

「湯冷めしないようにな」

「そんなドジしないよーだ」

　体を起こしてそんなことを注意すると、ベーッと舌を出して俺に反論する理恵。その振る舞いは、ちょっと可愛かった。

　理恵はまるでそれが当たり前だと言わんばかりに、ベッドの上に乗っかり、俺の目の前で足を崩した。

　そして、俺の顔をしげしげと眺めて一言。

「で、武ちゃんは何を悩んでるんですか」

　まるで出来の悪い生徒に問い掛けるようだ。いや、悩んでいるのは事実だけど。

「春姉とか、夏海ちゃんとぎくしゃくしてることと関係あるんでしょ？」

　……本当にピンポイントで、何故わかるんだろう。心が読まれている気がしてきた。理恵にそんな超能力ないけど。きっと、鋭い洞察力を持っているのだろう。

　訊いてみるべきだろうか。悩みの解消はできないだろうが、ひとつ訊いてみたいことはある。

　ただ、こんなことを本人に訊くってのは、どうなんだろうなぁ……。

　そんな風に戸惑っていると、理恵は急かすようにズズイっと身を乗り出してくる。その妙な迫力に押されてしまった。

「……ハーレムってどう思う？」

　思っていることをそのまま口に出してしまう。

　言って後悔した。失言もいいところだった。もっと言い様があるとか、そんな問題ではない。よりにもよって、一番、理恵に訊いてはいけない類たぐいの話だ。政治家だったら、間違いなく更こう迭てつされて、政治家生命が終わるレベルの失言。

　理恵に訊かれると、なんだか隠し事ができない雰囲気になるってのはあるけど、物事には限度というものがある。恥ずかしくなって、思わず、顔を手で覆った。

「すまん！　今のは、なかったことに！」

　しかし、出してしまった言葉は、もう戻すことはできなかった。

「……もしかして武たけちゃん、あたしと神楽かぐらさんを両手に抱えて、ウハウハ、とか考えてない？」

　なかったことにならず、そんなことを尋ねられる。黙るわけにもいかない。

「ごめん。妄想でも考えたことがないって言ったら、噓うそになる」

「正直なのは、いいことなのか、悪いことなのか……」

　理恵がなんとも言えない顔になった。呆れているのか、怒っているのか、よくわからなかった。言い訳するように俺は続ける。

「でも、そんなことはこの現実じゃ無理だってわかってる。仮に、理恵も咲もそれを許してくれたとしても、全員が幸せだったら良いなんて閉鎖的な考えは、全員が非難されるだろ。俺一人が非難されるんだったら別に構わないけど、二人が非難されるのは俺の本意じゃない。というか、問題は山済みなんだよ。親の説得なんて、どう考えたって無理だろ。二人の妻娶りますとか言って、承認する親とか戦国時代の人じゃあるまいし、ありえない。それに、子供の問題だってある。結婚しないで子供って産んで良いの？　その辺り、俺はいまいち知らないけど、どっちにしたって成長して学校生活に入った時にろくでもないことになるのが目に見えてるじゃないか。一緒になるにしても、絶対に周りから祝福されたいに決まってる。でも、そんな関係が祝福されるなんて、国を変えるか、時代を変えるかそんな手段しかないぞ」

　言い切って気付いたが、理恵は呆然としていた。

　ハーレムについて熱く語ってどうするんだ、俺。駄目すぎる……。恥を一〇層ぐらい上塗りしてしまった。

「……えーと。武ちゃんが考えるハーレムは、障害が多いのはよくわかったけど」

　完全に愛想でも尽かされるかと思ったが、理恵は真面目に聞いてくれていた。

「……いや、そんなことするつもりは、一切ないからな？」

　一応、フォロー。

　しかし、理恵は何故か、頭を振る。

「ハーレムだけの問題で言うなら、あたしはどんな障害があろうとなかろうと、本人の意志がそれを求めてて、それで幸せを感じるなら良いんじゃないかなって思ってるけど」

　すごく意外な気がした。

「非難されてでも？」

「うん。どうしても、一緒にいたいって気持ちはわかるし……。もちろん、相手を独り占めしたい気持ちもわかるけど。閉鎖的な閉じた関係だとしても、結局は本人の意志が問題なんじゃないのかなぁ」

「親の説得は」

「一応、説得して、駄目なら諦めて駆け落ち」

「子供の教育に関しては？」

「そういったコンプレックスを抱かないように、頑張って愛情を持って世話する。産まないって選択肢もあるよ」

　理恵は何気にすごいことを言っている。ハーレムに対して拒否感とかはないのだろうか。

「……後学のために聞かせてもらいたいんだけど、理恵はさっき言った、咲と一緒に俺と暮らすなんてことを許せるのか？」

　またやってしまった。今の俺は本気でおかしい。悩んでいるとはいえ、訊くなよ、こんなこと。自分で自分の口を縫い付けたい衝動に駆られた。俺、もう喋るな。

　束の間、部屋に静寂が訪れた。理恵は少し考え込んでからあっさりと答える。

「ちょっと嫌かなぁ。今の武ちゃんとは……」

「だよな、……って」

　今の？

　問い返そうとしたが、理恵の方が先に口を開いた。

「もし今、武ちゃんとあたしと神楽さんが一緒に暮らしたら、向けられる愛情が半分になりそうな気がする」

「……普通そうなんじゃないのか？」

　一人が二人になるわけだし。

　しかし、その当たり前に対して、理恵はかぶりを振った。

「今の日本は一夫一妻が普通だけど、歴史上でハーレムを維持した人ってそれなりにいるよね？　そういう人たちは、本来愛情が半分になるところで一〇割を維持した人だと思うんだよね。愛情を公平に。だけど、愛情を減らさずに接する。限度はあると思うし、理想論だと思うけど……」

　とんでもない話だというのに、目から鱗うろこが落ちた気がした。

　ハーレムを作って、それを不満なく維持できた人は確かに公平に、愛情を減らさずに接することができたのだろう。

　その愛情を減らさない、というのは詭弁の気もするけど、少なくとも相手に愛情が減っていないと思わせれば、不満にはならないということだ。

　とはいえ、言うのは簡単だが、実践は難しい。言うは易く行うは難しの典型だ。

「簡単に言えば、神楽さんが傍にいたとしても、それでも一緒にいたいって思わせてくれるぐらいに、魅力的な人にならないと駄目ってことかな」

　デメリットなど目を瞑ってでも、引き寄せられてしまうほどの魅力、か……。

「お前は意外と頭柔らかいな」

「あたしだって、最初からそう思ってたわけじゃないよ。それにこれ、友達に話したらドン引きされる気がするし……。武ちゃんだから言うんだからね。誰かに言ったら絶交だよ。この考えだって、きっと時間が経てば、大なり小なり変わると思うし」

「言わないよ。理恵が真面目に言ってくれたんだからさ」

　まあ、風変わりな思考なのは確かだ。男にとって、怖いぐらいに都合の良い考え。

　ただ、ここまで言われても、じゃあハーレムを目指そうといった気持ちにはさすがになれない。常識の鎖は、固く強く俺の思考を縛っている。これを解かない限り、ハーレムを目指す気にはなれやしないだろう。

「それで、なんでハーレムなんて言いだしたの？」

　理恵が根本的な疑問を問うてくる。

　言っていいのだろうか。

　いや……。

　言わなきゃいけない。受け入れられるとか、そういう問題じゃなくとも。

　みんなの幸せを見つけるためにも。

　理恵とは、一緒に幸せを作っていくと約束したのだから。

「春姉と夏海の話になるんだけど……」

　俺は理恵にすべて話した。春姉と夏海も、俺を家族以上に想ってくれているということを。みんなが幸せになるために、そういった選択をする可能性も考えていたことを。

　呆れられるかと思ったが、理恵はまた真面目に答えてくれた。

「あたしは、春姉の気持ちも、夏海ちゃんの気持ちも、すごくよくわかる」

　理恵の顔を見る。真剣な眼差しだった。

「でも、あたしからは何も言えないよ。ううん、言っちゃいけないの。やっぱり、春姉と夏海ちゃんの答えが大事だから」

　代弁をできないことを、理恵はもどかしそうにしている。

　確かに、それが当たり前だよな。本人の意志が一番重要なのだから。

　そして、理恵はベッドから降りた。

「そうだよな。言いにくいことを訊いて、ごめん……」

「あはは、別に良いって。それじゃ、あたし、そろそろ戻るね。そろそろ体が冷えてきちゃった」

　いつもの口調で、窓に手をかけて、そこで止まる理恵。

　振り向かず、独り言のように語る。

「相手がどんな立場の人でも、それがどれだけ苦難の道だとしても……。武ちゃんが望むべき未来があるのなら、それを信じて突き進むべきだとあたしは思うな」

　そう言い残して、理恵は窓を開けて屋根伝いに自分の部屋へと戻っていった。

　俺の望むべき、世界、か……。

　この現実で、みんなが、幸せでいて欲しい。

　俺の望みは、みんなが再び出てきた時から変わっていない。

　だけど、俺にハーレムを作るだけの覚悟があって。

　それが現実となった時、みんな――春姉も夏海も幸せにできるのだろうか。

　……今の俺にすべてを受け止められる甲斐性はない。

　このまま、俺と一緒にいたら不幸になってしまうのならば。

　春姉と夏海を、快く送り出す方が、彼女たちの幸せに繋がってくれる気がした。




　次の日、春姉は宣言通り、いつも通りに振る舞っていた。

　表情やテンポも言動も普段と同じだ。

　ただ、それが自然なものなのか、無理矢理そうしているのか、俺には判断が付かなかった。

　そして、この日の授業も終わって放課後になる。

　春姉と夏海は、相変わらず部活と委員会に出ていた。自然、俺と理恵が二人で下校するようになる。

　理恵は俺の心情を察してか、あまり喋らなかった。今は、その方がありがたい。二人で黙々と歩いて正門へと向かう。

　少し歩いて正門を出ると、そこにはまた九条院さんが立っていた。

「やあ、都筑くん」

「こんにちは。春姉たちだったら、今日も――」

　春姉たちを待ってるものと思い、そのことを伝えようとしたが、九条院さんは俺の言葉を遮った。

「いや、今日、話があるのは君の方だ。帰ろうとしてるところ悪いんだけど、ちょっといいかな？　何、大した時間は取らせない」

　話ってなんだろうか……。理恵には悪いけど、聞かなきゃいけない気がした。

　理恵の顔を窺うと、「行ってきた方がいいよ」と俺を促す。

「すまないね。じゃあ、ちょっとこっちに来てもらえるかな。お友達もごめんね。すぐに終わる」

　そう言って、九条院さんは歩き出した。俺も、それについていく。

　正門から少し離れたところで、彼は胸ポケットからタバコとライターを取り出した。

「タバコ、いいかな？　正門前だとさすがに吸えなくてね。長々と待っていると、ニコチンが切れてしまうんだ。禁煙した方がいいかもしれないな、ははは」

　俺がどうぞと促すと、九条院さんはありがとうと答えて、手慣れた手つきでタバコに火を付ける。タバコを吸って、美味しそうに溜息と共に煙を空に向かって吐き出した。

「それで、話ってなんですか」

　俺が話を促すと九条院さんは、重々しく口を開いた。

「春海も夏海も悩んでいるだろうが、君も悩んでいるだろうと思ってね」

　真剣な表情をして、九条院さんは続ける。

「君たちが一緒にいたいと思う気持ちは痛いほどわかる。ただ、僕から私見を言わせてもらえば、このまま一緒にいても君たちはお互い不幸になるだけだと思うんだ」

　その言葉に俺は黙るしかない。反論をしたかったが、俺が何か対応方法を語ったところで理想論にしかならないのだから。

「彼女たちは、君を強く想っている。たぶん、家族以上にね……。それは果たして、まともな家族なのかい？　僕は君が彼女たちをどう想っているかはわからない。ただ、どういう想いだったとしても、君たちが幸せになることはない。世間は冷たいからね……」

　遠い目をして、九条院さんは黙々と語る。それはまるで、何かを後悔しているかのようだ。

「僕は春海も夏海も不幸にはしたくない。そして、春海と夏海と仲良くしてくれた君にも本当に感謝している。だからこそ、不幸にはしたくないんだよ」

　優しく諭すその言葉は、俺の心に深いところまで響いてくるようだ。

「君が娘たちを快く送り出してくれれば、その枷かせは外れる。その後は、娘たち次第だ」

　言っていることは理解できる。何もかも正論に聞こえた。

　ただ、心のどこかで納得できない自分がいる。

　俺は、春姉と夏海を幸せにしたいと考えているのに、どうして幸せになれるであろう道へと送り出すことに躊ちゆう躇ちよをしているのだろう……。

「ただ、僕は近いうちに仕事の都合でアメリカへと引っ越す。昨日も言ったけれど、海外勤務になるんだ」

「アメリカに!?」

　それは、もし引き取るという話になったら、春姉も夏海も行くということか!?

「とは言っても、それを無理強いするつもりはない。それも二人の考え次第だよ。僕としては、高校卒業後に引っ越すのでもいいと思ってる。ただ、娘たちが望めばその時に海外へ連れて行くつもりだ」

　気が遠くなっていく。アメリカなんて、地球の反対側じゃないか。

　一生会えなくなるわけではないが、もう接する機会など皆無となるに等しい。

「すぐにアメリカに行くのも、そこまで悪い話じゃない。特に春はる海みがプロテニスプレイヤーを目指すというのなら、日本にいるより環境は良くなると思う。夏海も国民性を考えれば、大らかなアメリカの方が性に合ってる気がするしね」

　話が唐突すぎて、まだ理解できなかった。いや、理解しようとするのを頭が拒んでいるのかもしれない。

「三人でよく話し合ってくれ。どういう結果になるにせよ、曖あい昧まいな決断では絶対に後悔することになる。克服が可能な後悔ならまだいい。でも、世の中には克服ができない、一生引きずってしまう爪痕を残す後悔というものは、悲しいけどあるんだよ」

　九条院さんは、悔やむ表情になっていた。離婚をしてしまった時のことを思い出しているのだろうか。俺にはその表情の裏にどんな思いがあるのか、読み取ることなどできない。

　わかるのは、そこにあまりにも深い後悔があるということだけだ。

「僕の話はそれだけだ。時間を取らせて悪かったね」

　九条院さんは、タバコを吸い終えたようで、携帯灰皿に火を消したタバコを入れる。そして、「それじゃあ」と言って、駅に向かって去っていった。




　あのあと、すぐに家へと帰ったが、気分が晴れない。

　帰ってきた春姉と夏海とも、いつも通り接することができたと思うが、俺の中に新しくできた心の靄は一向に晴れる気配がなかった。

　そして、そのまま解決策や答えも見出せず、寝ることになる。

　電気を消して、ベッドの中に潜って……。

　本当に。俺は色々な意味でダメな人間だった。

　二人をこの現実に出したのは俺なのに、責任を持てないなんて最悪にもほどがある。

　でも、あまりにも問題が大きすぎた。

　お金とお互いの立場。

　二人には、幸せでいて欲しい。

　だけど、今のままじゃ、二人は幸せになれない。

　現状を打開する答えが欲しかった。

　それが、俺だけを傷つけるものならなんでもいい。

　けれど、少しずつ俺の心に、そんなものはないという考えが押し寄せる。

　そんな都合良く、すべてを救う答えはないという考えが侵食していく。

　暗闇の中で悩んでいても、いい考えが浮かぶことなく、俺は少しずつ意識が眠りつつあった。

　不意に、カチャリと、扉のゆっくり開く音。

「おじゃまします……」

　夏海の小さな囁ささやき声ごえが聞こえてくる。

　侵入者は最近まで朝の恒例行事だった時のように、掛け布団の中に潜り込んできた。そして、俺の腹の上に正面から抱き合うように重なる。

「夏海……」

「あ、お兄ちゃん……。起きてたんだ……」

　夏海はがっかりしたような、それでいて嬉しそうな複雑な表情をしていた。暗かったが、それでも夏海の顔は俺にはよく見える。

「寂しく、なったのか？」

　夏海はこくんと頷いた。心なしか、夏海から伝わってくる温もりが、前よりも冷たい気がする。寂しさが体温を低くしてしまったのではないかと錯覚してしまう。

「いや……？　子供っぽいよね……」

「夏海は、今のままでもいいんだよ……。俺がきっと、大人になって欲しいって無意識に押しつけちゃってたよな。ごめん、本当に……」

「ううん。お兄ちゃんから望まれたからじゃないよ。自分が大人になりたかったの……」

　だけど、それも俺からの想いが欲しかったからで……。

　どちらにしろ、苦しめているのは俺なのだ。

　俺は少しでも何かを償いたくて、無意識に夏海の頭を撫でていた。

「やん。くすぐったい……」

　くすぐったそうに身を捩る夏海。子猫みたいな妹だった。

　そう、妹。

　過去がどうあれ、少なくとも今のこの現実で、それは確定事項。

　俺の、妹なんだ。

「すぅ……」

　しばらくして、夏海は静かに寝息を立て始める。

　少し、お腹の辺りが重く感じるが、そんな夏海の重さも心地好い。

　守らなければならない。

　刹せつ那な的てきな、快楽の幸せではなく、恒久的な幸せを。

　仮に一時的に悲しくなろうとも、彼女たちの将来の幸せだけは守りたい。

　そして、その道はすでに提示されているのだ。

「お兄ちゃん……」

　夏海が俺を呼ぶ。しかし、目を瞑ったままで、起きているようには見えない。

　寝言だった。

「お兄ちゃん……」

　寂しそうな声。最近、甘えさせてあげることができなかった。それが、夏海の選択なのだと思って。それが、現実で生きる夏海のためになると考えて。

　だけど、性急すぎた。

　もっと、ゆっくりでよかったのだ。きっと、俺はどこかで夏海を焦らせてしまった。

　夏海のためだなんて、ただの言い訳だ。

　これ以上、夏海を追い詰めたらいけない。

「寂しいよ……」

　夏海の目から涙が零こぼれ、俺の寝間着に吸い取られていく。

「離れたくないよ……」

　夏海の絞り出すような嗄れた声が、俺の決心を鈍らせる。

「お兄ちゃん……」

　それでも、決断しなければならない。

　彼女を、幸せへのルートに乗せるのが、最低な俺にできる最後の役目だ。
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　土曜日。都市部の駅前広場では朝から数人の人たちが、時折タクシーに乗ってどこかに行こうとしていた。その奥にはバスターミナルがあって、ひっきりなしにバスが止まっては出発を繰り返して、人々を目的地に運んでいる。

　俺はこの日、そこで春はる姉ねえと夏なつ海みを待っていた。

　昨日の夜に、前もって二人が一日中家にいると言っていたこの日を狙って、俺は二人にデートを提案したのだ。

「デ、デート？」

　春姉は、驚いた表情を隠そうとしていなかった。

　対照的に妹の夏海は、すでにはしゃぐようにして

「うん！」

　と元気よく頷うなずいてくれた。悩むことなど、何ひとつないと言わんばかりだ。

　この提案は、二人を快く送り出すために出したものだ。最後だけでも姉弟でも兄妹でもなく、一人の男として接して欲しかったという二人のお願いと俺自身の希望を満たすもの……。

　正直に言えば、罪悪感はある。

　咲さきに対しても、理り恵えに対しても。

　そして、もちろん、春姉と夏海にも。

　はっきり言えば、この提案は偽善もいいところだ。

　客観的に見たら、傷を舐め合うだけなのかもしれない。これも俺が我わが儘ままで、心の奥底で満たしたかった欲望を満たそうとしているだけに過ぎないという雑念はある。

　でも、何もせずに送り出すのは、たとえそれが正解だとしても心苦しかった。

　離れ難くなったらどうするんだとか、他にも色々な思考が浮かんできては、俺の心を苛む。

　それでも、二人がそうしたいと思ってくれているなら、叶えてあげたいのは本心からの気持ちだった。心の底から、楽しませてあげたかった。

　もちろん、この提案を嫌だと言われればそれまでで、そうなったら別の何かを考える必要があったんだけど……。

　最終的に、春姉は頰ほおを赤くしたまま、しばし考えた後、ゆっくりと頷いて、

「ふつつか者ですが、よろしくお願いします……」

　と戸惑い気味に承諾してくれた。

　そしてすぐに、待ち合わせ時間を決めた。デートコースは俺にお任せにして。

　楽しみにしてると言われ、俺もさらに気合いを入れた。二人を楽しませるために、試行錯誤を繰り返して。コースもすべて、忘れないように頭に叩き込んだ。

　近くにあった時計を見ると、待ち合わせ時間まであと二〇分は余裕がある。少し、緊張していたが、不思議なことにその緊張は心地好かった。

　ちなみに、なんで一緒に家を出てこないのかなんて、野暮なことは言いっこなしだ。

　ほどなくして駅前の広場に、最初に春姉がやってくる。

「……お待たせ」

　しずしずと、まるで淑女のように控えめに近づいてきた。

　春姉の私服は、カットソーの濃い茶色の長袖シャツに、黒色のカーディガンを上に羽織っている。スカートは、膝上までの淡い茶色と濃いめの茶色と赤色の織りなすチェックのものを穿いていて、穏やかな大人っぽい服装だった。胸元のワンポイントのシルバーのネックレスも映えている。

「待った？」

「いや、全然」

　お約束なやり取りを交わす。ただ、春姉は本当に待たせたのではないかと心配そうだった。とても春姉らしい。

「春姉こそ、迷ったりしなかった？」

　春姉は少し不満そうに口を尖らせる。さすがに、子供扱いしすぎたか？

「たーくん。今日のわたしたちは、姉弟じゃないんだよ？　だから、春姉じゃなくて、春はる海みって呼んで欲しいな」

　不満だったのは呼び方だったらしい。

　言われてみればもっともな話だが、春姉への呼び方を変える、だと？

　なかなか、難しい注文だ。今まで春姉で通してきたから、何か名前で呼ぶのがむず痒かった。

「ほら、たーくん」

　急かされても、その、困るのですが……。

　とはいえ、いつまでもにらめっこをしているわけにもいかん。

「は、春海……」

　覚悟を決めて、しっかりと彼女の名前を呼んだ。

　それを何な故ぜか嚙み締めるように聞き入る春姉。場が持たないので、何か喋って……。

「あはは、ちょっと恥ずかしいな。……でも、ありがとう」

　春姉は頰を赤くして、焦るようにお礼を言う。

　ヤバイ。嫌な気分など微み塵じんも抱かないけど、本気で気恥ずかしい。

「……というか、春海こそ、たーくんはないんじゃないのかな？」

　恥ずかしさのあまり、そんなことを口走ってしまった。

　春姉はそうだね、と言ってから、すぐに何かを考え始める。

　そして、声を絞り出すようにして、頰を染めて恥ずかしそうに俺を呼んだ。

「た、武たけ紀のり、さん……」

　…………………………………………………………。

　刹せつ那なの沈黙。

　一瞬、本気で頭が真っ白になった。

「さん付け!?　……えと、呼び捨ての方がらしくない？」

「で、でもたーくんを呼び捨てになんて、そっちの方が恥ずかしい……」

　もはや姉の威厳もなく、左右の人差し指を口の前で弄いじりながら、照れる春海。

　この様子では呼び捨てを強要したら、取り乱しそうだ。

「じゃ、じゃあ……。さん付けでいいよ、春海……」

「う、うん。武紀さん……」

　場の雰囲気が、さらに気恥ずかしくなってくる。

　思えば、親戚の叔母さんは、叔父さんのことをさん付けで呼んでたなぁ。この呼び方は、もしかして夫婦に近いのか？

　そんな不ふ埒らちなことを考えていると、徐々に頰へ熱がこもってくる。今、俺は間違いなく赤くなってるはずだ。今のやり取りを万が一でも録音されてたら、今すぐそこのバスターミナルに身投げしてしまいかねない。ここが自分の部屋なら、思う存分、ベッドの上で麺棒みたいに転がりまくっていたことだろう。

「お待たせ、お兄ちゃん。お姉ちゃん」

　そして、気付けば夏海が到着していた。

　その服装は裾がフリルになった少し薄めなラベンダー色の可愛らしいニットのロングパーカーだ。白とピンクと薄い紫のチェックスカートは非常に丈が短く、かなりの部分が上半身のパーカーで隠れていた。ぱっと見、スカートを穿いていないように誤解したほどに大胆だった。なんとなく危うい感じがする。何がとは明確に言えないが。

　それにしても、今のタイミングで来てくれたのはすごく助かった。あのまま二人だったら、場が持たなかったかもしれない。

　しかし、夏海はそんな俺たち二人が織り成す雰囲気の微細な違いを正確に感じ取ったらしい。

「どうかしたの？」

「えっとね。お互い、いつもの呼び名で呼ぶのは止めましょうってことを話してたのよ」

　夏海は、それいいねー、と無邪気に喜ぶ。

「じゃあ、夏海も別の呼ばれ方したいなー」

「別の呼び方って……」

　夏海はいつも普通に呼び捨ててるからなぁ。どうしたものだろうか。夏海ちゃんってのも、なんだか違う気がするし……。

　夏海は、にっこりと笑って提案してくる。

「なつみんがいいな。クラスでそう呼ばれてるの」

　あだ名、か。随分と可愛いあだ名だな。

　そして、夏海の目は期待に満ち溢れていく。その期待はどんどんと膨らんでいくように思えた。

　ちょっと待ってください。心の準備をします。

「……なつみん」

　そう呼ぶと、夏海は顔を赤らめて、頰ほおに手を当てて恥ずかしがる。その様子は、小動物のようで非常に可愛らしい。

「妹じゃなくて、クラスメイトみたい」

　夏海は、そんな感想を抱いたようだった。

　まあ、これはこれでありかな。

「ありがと、センパイ！」

「せ、センパイ!?」

　突如、すごく聞き慣れない単語が飛んできた。

「夏海だけが呼ばれるのは不公平だもん。夏海もちゃんと呼ぶよー」

「あ、わたしも春海先輩がよかったかな。失敗したかも」

　……なんというか、俺たち三人揃って恥ずかしい人たちだな。

　でも、そんな恥ずかしささえ、今は心地よかった。




　それからはまるで砂糖菓子のように甘い時間だった。

　三人で仲良く、想いを受け止めあうように。

　時間を取り戻すように。

　貪欲なほどにデートを楽しんだ。

「武紀さん」「センパイ」

　そんな風に俺を呼ぶ声を何度聞いたのだろうか。

　そのたびに俺は、

「春海」「なつみん」

　と返して、楽しんでいた。

　そして、楽しめば楽しむほど、終わりは近づいていく。

　時間はすでに午後九時だ。

　最後に散歩をしたいという話になって、俺たちは都市部から少し離れた公園で休むことにした。学校近くの公園と違って広い公園だった。俺たちが今散策している場所は、木が植えられているエリアで、少し視線をずらせば向こう側に広いグラウンドもあった。走ったら気持ちいいかもしれない。

　少し、無言で休んでいると春海が、おもむろに切り出した。

「これでこの時間も、終わりだね……。すっごく楽しかったよ。夢みたいな時間だった」

「うん、面白かった。……もっと、たくさんしたかったの」

　夏海もそれに同意する。

　……どんな時間にも終わりは来るのだ。そんな当たり前のことはわかっている。

　それでも俺は、この時間が終わって欲しくないという気持ちがどんな感情よりも勝っていた。

「家族に、戻ろう。たーくん……。夏海も……」

「うん、お兄ちゃん。もう家族なの」

「春姉、夏海……」

　まだ早いと言いたかった。ただ、ここが引き際なのかもしれない……。

　デートの最中、外から見ていつもと変わったことといえば、呼び方だけだ。だけど、呼び方の縛りは自分たちが思っている以上に強かった。どこかで決断しないと、俺たちには元に戻せない気すらする。

　ただの感傷かもしれないけど、この夜の中、寂しげな公園というのは元の関係に戻るにはうってつけだった。

　俺はゆっくりと頷いた。これで、この時間は終わりだ。

「わたし、アメリカに行くね」

　静かに宣言する春姉。

「これ以上、わたしたちのためにたーくんが傷つくのを、見たくないから……」

「そんなこと、気にしなくていいよ。俺は気にしない……」

「ううん。気にするよ。それに健全な関係にも、なりたいから、ね……」

　本当は行きたくないのかもしれない。

　でも、このままではお互いの不幸が目に見えている。

　……ならば、送りだそう。

　どれだけ、今この時に心が傷つこうとも、それが二人のためなのだ。

「夏海も行くよ。お兄ちゃんを困らせたくないもん」

　こんな時まで、夏海は俺に気を遣ってくれている。

「もっと、素直に甘えさせてあげられなくてごめん。夏海みたいな妹を望んでたはずなのに、いざできたら恥ずかしがるなんて、兄として失格だよな……」

　夏海はかぶりを振った。

「お兄ちゃんは、夏海の理想のお兄ちゃんだったよ。優しくて、夏海にとっては格好良くて……。大好きなお兄ちゃん……」

　夏海は弱々しく笑顔を浮かべる。

「迷惑をかけてばっかりでごめんね、たーくん……」

「迷惑だなんて思ってないよ。すれ違うこともあったけど、俺は二人を家族だと思ってるから……」

　頰を撫でるように、風が吹いて、落ち葉が舞っていく。

「わたしの幸せは、たーくんが幸せに暮らすことだから……」

　春姉……。

「俺の幸せも、みんなが現実で幸せに暮らすことだよ……」

　だからこその、必要な別れ……。

　俺には取り戻すことのできない幸せでも。

　幸せになれる道標まで付き添うことぐらいはできるはずだから……。




　そして、次の日から春姉と夏海は、それぞれ荷造りを始めた。

　とは言っても、必要なもののみの荷造りだ。大きな荷物は、引っ越し後すぐに業者が引き取りに来る手て筈はずとなっている。生活そのものは、引っ越し先ですぐにできる状態らしい。最低限持っていくものだけが、大きな鞄かばんに入れられていた。

　時間は、あっという間に過ぎ去っていった。

　すでに手続きも、着実に終わりつつあるらしい。

　二度と会えなくなるわけじゃないのに。

　寂せき寥りよう感かんが俺の心を支配していく。

　……駄目だ。送り出すと決めたのだから。

　春姉と夏海の幸せのためだろうが……。

　だと言うのに、なんでこんなに俺は覚悟が足りてないんだ……。

　だからかもしれない。

　渡米はもう少し先のはずだった。妙に荷造りが早い気がしたのだ。

「……荷造り早すぎない？」

「いつまでもやらずにいたら、離れ難くなるから早い内に荷造りして、決心が鈍らないようにしないと……」

　春姉は火の消えた口調で、ぽつりぽつりと打ち明けた。

　春姉も、俺と同じ気持ちなのだろうか……。

「渡米の日程は、いつ？」

「今度の……土曜日。フライトは午後六時だよ。向こうの空港に着くのは、一二時間後だね」

　もう一週間もない。

「みんなには、俺から言おうか？」

「ううん。わたしから前日に言うよ。だから、お別れ会とかはしないでね？　先生にはもう言ってあるけど、内緒にしてもらってるから……」

「なんで……？」

「きっと、今以上に悲しくなるから。離れたくなくなって足が動かなくなるから……」

　そうだ。俺も、覚悟を決めないといけない。

　せめて、笑顔で、送り出すんだ。




　そして、春姉と夏海が渡米する前日となった。

　朝は普段通り、みんなで御飯を食べて、一緒に登校する。

　本当に、いつもと同じで。

　このまま、こんな日がまだまだ続くのではないかという錯覚すらしてしまう。

　明日には、二人とお別れだというのに……。

　しばらく歩いている内に、校舎への分かれ道に差し掛かった。

「それじゃ、今日も頑張るんだよ、たーくん」

「お兄ちゃん、頑張ってねー」

　二人がそれぞれ、校舎に向かっていく。

　彼女たちは、今日でこの学校へ来なくなる。

　こうして二人の背中を見送ることも、今日が最後なんだ。

　目を逸らさずに、二人の後ろ姿を焼き付けた。




　このまま時間が止まってしまえばいいと、この一週間何度思ったことか。

　しかし、時間は止められない。何もないまま、早々と放課後となる。

　帰る気にもなれず、俺は階段の踊り場で何をするでもなく、ただ立っていた。

　春姉と夏海は、それぞれ挨拶に回っている。

　みんな、愕然としていることだろう。

　春姉と夏海に頼まれて、誰にも言わずにここまで来たが、本当にこれで良かったのだろうか。

　……今更そんなことを言ってどうするんだ。

　覚悟を決めたはずだろう。

　笑顔で送り出すんだ。

「先輩！」「お兄さん、ここにいたんですか！」

　踊り場に男女二人の声がこだました。

　下から上ってくる二人は、夏海のクラスメイトである四し阿あちゃんと三み宅やけくんだった。

「夏海ちゃんが渡米ってどういうことなんですか!?」

「そうっすよ！　いきなり過ぎて、納得できないすよ!!」

　四阿ちゃんが珍しく取り乱していた。三宅くんも、焦った表情を浮かべている。

「いきなり帰りのホームルームで今日で最後って！」

　四阿ちゃんは、うっすらと泣いていた。

「夏海は理由を、言ってなかったか？」

「言ってたっすよ！　実の親父がどうとか！　そりゃ、確かにどうにもならないかもしれませんけど、でも、なんでもっと早く言ってくれなかったんすか……！」

　もっともな話だ。前もって伝えておけば、きっと別れを惜しむ時間はあったはず。

　だけど。

「それが夏海の望みだったからだよ」

　別れを惜しまれたら、きっと離れ難くなるから……。二人とも、そこは同じ考えだった。

「そんな……」

「あいつの気持ちを、わかってやってくれないか？」

　四阿ちゃんが泣き崩れ、三宅くんがそれを支える。三宅くんは、納得できないっすと呟つぶやいていた。

　そして、理り恵えや咲さきたちもやってくる。咲と一緒に挨拶をされたのか、翔しよう也やと高たか橋はしも付いてきていた。

「やっと見つけた！　何が聞きたいかわかってるよね!?」

　咲が俺を責めるように問い詰めてくる。その形相は必死だった。

「……春姉が言った通りだよ」

　俺は、事実を伝えるしかない。

「……三人とも、あんなに仲が良かったのに……」

「それが、二人の……幸せなんだ」

　そう呟くと、少しずつみんなが落ち着いてきて、踊り場が静かになっていく。

　春姉も夏海も、自分の意志なのだ。もちろん、突然言われたことに対しての憤りはあると思うが、それでもどうしようもないことがわかってしまったのだろう。

　徐々に、雰囲気が重苦しくなっていく。

　しかし。

　そんな雰囲気を消し飛ばす、凄まじい圧迫感を伴った低い声が、突然踊り場に響いた。

「都つ筑づき。もう一度、言ってみろ」

　いつの間にか、みんなの向こうにゆうきが立っていた。

　ゆうきは、唯一、俺たちの事情を知っている。俺が彼女に誓ったことも。その彼女が、明らかに俺へ敵意を向けていた。

「……それが、二人の幸せなんだ！」

　そう叫ぶように言うと、ゆうきはみんなを掻かき分わけて、俺の目の前へとやってくる。そして、いつも持っている木刀を俺の喉のどへと突き付けてきた。

　周囲がざわつく。口々に、落ち着いてとゆうきを諫いさめるが、ゆうきはその俺への敵意を隠しもせずさらに剝むき出だしにした。

「笑わせるな。実の父に付いていくことが、彼女たちの幸せだと？　本気でそう思っているのか。だとすれば、君は悲劇に酔っているだけだ」












「伊い藤とうさん。家庭の事情じゃ、仕方が」

「神楽かぐら、黙っていてくれ。この男は、単に責任を放棄しただけだ。泥を啜すする覚悟も持てず、ただ逃げたんだ」

　ゆうきだけしか知らないことだけに、みんなは不可思議な顔をしていた。

　ゆうきの言葉を反はん芻すうする。

　責任を放棄した。そこに反論はできない。

　だけど。

「……俺が泥を啜ってどうにかなるなら、どうにかしてる！　俺と一緒にいても幸せになる答えは出ない！　だったら、せめて幸せにするための道へと送り出すのが、俺にできることじゃないか！」

　それに、だ。

「一生、会えなくなるわけじゃないんだ……」

　そう言うと、ゆうきは一文字に口を引き結んだ。

　一瞬の静寂が訪れる。

「……本気で、それで納得しているのか。君は」

　納得ができなかろうと、納得をしなければならない。

　俺に彼女たちを幸せにする力があれば、そうは思わないだろう。

　でも、俺にはその力がない。

　彼女たちの幸せを守る力も、彼女たちの想いを受け止める甲斐性もないんだ。

「では、その体ていたらくで、君は彼女たちに自分の気持ちを伝えることはできたのか？」

　そんなことを伝えることはできなかった。未来への保証もない状態で、無責任に言えることではない。

　言われても、どうにもならないことだけど、それだけに悔しくて、思わず唇を嚙む。

　俺の表情を見てゆうきはさらに鋭い目付きを向けてくる。

　殺意すら感じるほどの、鋭利な視線だ。

「失望したよ。別れるにしろ、一緒にいるにしろ、君に求められるべきは皆を受け止める覚悟であって、正解の決まっている答えなどではないはずなのに……」

　彼女の憤りは収まらない。

「絆きずなを失ったあとに気付けばいい！」

　怒号。ゆうきに似つかわしくないほどの、感情を剝き出しにした刃のような声だった。

「またあの時のような喪失感を味わって、浅ましく後悔していろ！　この一時的な別れは、もはや永久に繋げることのできない切れた糸なのだと！」

　ゆうきの声が、俺の心を焼き焦がす。

『またあの時のような喪失感を味わって、浅ましく後悔していろ！』

　ゆうきは、みんなが消えた時のことを言っている。

「それが、一生背負うことになる君の贖しよく罪ざいだ！」

　みんなが消えたあとの俺を、ゆうき以外のみんなは知らない。

　ゆうきだけが、俺の心情を察してくれていた。

　その時のことを言っているのだ。

「君を否定する時が来た。ボクはかつて言ったはずだな」

　ゆうきの木刀が、喉へと触れる。

「『誓いを破った時、ボクは容赦なく、君を全力で否定する』と」

　みんなの幸せを守るという誓い。

　あの誓いから。もう半年近く経っている。

　いや。

　まだ半年しか経っていないのに。

　俺は。

　なぜ当時の気持ちを忘れていたのだろうか。

　あの時の絶望感を、また味わいたいのか。

　消えてしまうことに対して、何もできなかったあの時の思いを。

　消えてしまった後に思い知った喪失感を。

　今度のことは、止められなくても、もっと何かできたはずだった。

　今回、彼女たちが俺の前から消えようとしているのは、奇跡の力などではなく、自分たちの意志なのだから。

　……もう渡米の手続きは、すべて終わってしまっているだろう。

　だけど、俺はまだ彼女たちに帰るべき場所を伝えていない。

『また』一緒に住みたいとすら、言っていない。

　そう。これはあくまで一時的な別れであって。

　永遠の別れにしてはいけないんだ。

　それを俺は……。

　なぜ、何もできなかった？

　何日もの時間があったはずなのに。何度も機会があったはずなのに。

　それを眺めているだけで。

　覚悟が足りなかっただけなのだ。自分に言い訳をしていただけなのだ。

　今は駄目でも。

　いつか、帰って来て欲しいと言えるぐらいの気概を何故持てなかった？

　必要な別れだって？

　結局、俺は自分の望みから、目を逸らしていただけだ。

　それが、自分の本当の望みだと思い込むようにして。

　春姉と夏海が、幸せになるという都合のいいことだけに目を向けて。

　何が『幸せでいて欲しい』だ？

　俺の望みは。

『俺の手で幸せであって欲しい』だろうが！

　このまま別れてしまったら、駄目だ。絶対に。

　せめて、伝えないと。

　帰ってきて欲しいと。また、一緒に住んで欲しいと。

　いつか、また俺の手で幸せにさせてくれ、と！

　もう間に合わない？

　いや、伝えるだけなら、絶対に間に合う。間に合わせてみせる。

　再会だけでも、絶対に約束するんだ！




　ゆうきに突き付けられた木刀を摑む。

「ごめん、ゆうき。目、覚めた。ありがとう……」

　顔を上げて、ゆうきに覚めた自分の目を見せる。周りにいるみんなにも見て欲しかったぐらいだ。もっとも、他のみんなは訳のわからない顔をしている。事情がわからないのだから、仕方ない。説明はあとだ。

「口だけなら、なんとでも言える」

　ゆうきは口ではそう言うものの、俺に突き付けた木刀を引いてくれる。周りの雰囲気も、緊迫した状態から、少しずつ弛し緩かんしていった。

　ゆうきは許してくれたわけではないだろう。ただ、時間の猶ゆう予よをくれただけだ。

　だから、決意した。必ず、想いは伝えると。あとは、それを実行に移せばいい。

「目が覚めたなど――行動で示せ。その実父とやらに負けないぐらいにな」

　その決意が何かを俺に訴えかけるように、今ゆうきが僅わずかに暈ぼかかした言葉を捉えた。

　普段なら、見逃してもおかしくない言葉。誰もが、考えすぎと言うだろう言葉。はっきり言えば、それは言い掛かりに等しい。

　だが、それでもなお、何かがおかしいと脳が訴えていた。

「ゆうき。今の言い方おかしくないか？」

「……何がだ？」

　ゆうきは、不思議そうな顔をする。

「とやら、って……。なんか、まるで見てないみたいに……」

「当たり前だ。ボクはその実父を見ていない。紹介してもらったわけでもないからな」

　戦せん慄りつが背筋に迸ほとばしる。体中の血液が沸騰したかと思った。

　いや、タイミングの問題かもしれない。見間違えたのかもしれない。

　焦るな。冷静になれ。自分を見失うな。まだそうと、決まったわけじゃない。

「いた、だろ？　咲がドーナツを食べて帰ろうっていった時、お前、確か先に帰ったよな。正門から帰ったのなら、そこにスーツの男の人が立っていたはずだ……」

　あの人は三〇分近く待っていると言っていたはずだ。

　実父の立ち絵を見たことがあるゆうきなら、見た瞬間にそれとわかるはず。正門前にいたのだから、見ていないはずがない。

　あまり、事情を知らない人たちの前で、こんなことを聞きたくはないが今は一分一秒が惜しかった。それに、ゆうきは俺の言いたいことを察してくれるはずだ。

「確かにスーツ姿の男は立っていたが……」

　そこまで言ってゆうきは、何かに気付いたようにすぐに口を噤つぐんだ。

　そして、「こっちに来い！」と言って人の輪から引きずり出すように、俺を引っ張っていく。そして、俺を抱えて、階段を一足で飛び降りた。置き去りにされたみんなを気に掛ける余裕もない。

　そのまま、ゆうきは俺を引きずるように走った。周りに誰もいないところで止まって、俺を責めるように問うてくる。

「まさか、君はあれが春はる海みさんと夏海の実父とでも言うつもりか」

「……違う、のか？」

「ボクが見たスーツの男は、ただの若い人間だった。どこから見ても、実父じゃない。確かにゲームにおける実父の立ち絵は若い容姿をしていたが、あそこまで若くない」

　しかし、彼は九く条じよう院いん正まさ親ちかと名乗ったのだ。まったく別のスーツ姿の男を、ゆうきは見たのか？　九条院さんがその場からいなくなって？　そんな偶然など、あるわけがない。

「だけど、あの人は実父の名前を知っていたんだ！」

　それとも、何らかの手段で彼は戸籍を見たというのか？　いや、春姉は自分たちのことを父は知っていると言っていた。だとすれば、戸籍どころの話じゃない。

「『エターナル　イノセンス』の記憶が何らかの事情で残っている人間なのか？　く……、今更だが、もっと特徴を確認し合えば良かった。先入観だけで納得するものじゃない。今後の打ち合わせの課題だな……」

　悔しがるように、唇を嚙むゆうき。

「フライトは明日なのだろう？　早く春海さんたちと共に、真偽を確かめるといい。もしかしたら、本当に取り返しの付かないことになるぞ」

　真実は未だ、姿を見せていない。

　まずは、事実確認をしなければならなかった。

　焦りの混じったゆうきの言葉に、俺は答えるように頷く。

「ゆうき。情けないと思われているのは重々承知してる。だけど、今は力を貸してくれ」

「ああ、いいだろう。ボクも、その実父とやらを確かめなくちゃならなくなった」

　そして、バタバタと複数の足跡が近づいてくると思ったら、みんなが俺たちを追いかけてくるように走っていた。全員が俺たちの元にやってくる。

「もう！　いきなり、走り出すなんてっ」

　咲はさすがに怒っていた。いや、咲だけではなく、みんな戸惑い気味だった。

　事情を事細かに説明するべきか？

「どうしたの、武たけちゃん……。顔が真っ青だよ？」

　そうだ。ここまで来たら言ってしまった方がいい。すべて言わなくても、可能性を伝えるだけなら問題ないはずだ。

「春姉と夏海の本当の父親は、偽者かもしれないんだ」

　当たり前だが、みんなして騒然となった。

「なんで、それがわかったの？」

　咲がもっともな質問を聞いてくる。他のみんなの質問も同じだった。

　しかし、それを説明するにはあまりにも長くなるし、例の奇跡についても言及する必要が出てくる。咲や理恵たちだけであればともかく、この場には高橋や翔也もいるのだ。さすがに、ここでは真実を言えなかった。

「あとでちゃんと説明しよう。しかし、今は時間がない。すまないが、春海さんと夏海を捜し出すのを手伝って欲しい」

　事情を察したのか、ゆうきが助け船を出してくれる。続けて「お願いだ」と俺が力強く頼むと、咲と理恵はすぐに承諾してくれた。

「ん、わかった。あとでちゃんと話聞かせてねっ！」

「まずは、校内にいるかどうか、確認しないと」

　二人が一年生と三年生の下駄箱の方へそれぞれ駆けていく。三宅くんと四阿ちゃんも引きずられるように走り出した。

「お、おい。咲、待てって！」

　高橋も翔也も、次いで咲たちに付いていく。

　俺もゆうきと共に下駄箱に向かって走り出した。そして、隣を走るゆうきがボソッと呟く。

「本当に、いい子たちだな」

　心の底から同意した。




　その後、下駄箱を確かめたが、二人はもうすでに帰宅後だったようで校内にはいなかった。

　すぐに走って、家へと帰宅する。実父が偽者という話をしたことで、

「警察に頼んじゃいけないのか？」

　という話を翔也に振られたが、まずは事実確認をする必要があった。警察云々は、その後だ。それに、これは自分の手で解決しなければいけないのだから。

　犯罪性のある話だからか、みんなが心配して付いてくる。

　非常に頼もしかった。




　それから、早々に自宅に戻ってきたというのに。

　家には電気がついていなかった。もう暗くなってきたのだから、電気はつけてもいいはずだ。まだ、帰っていないのだろうか？

「……春姉と夏海ちゃん、帰ってるはずだよね？　なんで、家の電気ついてないの？」

　理恵がもっともなことを声に出す。

　俺が玄関を開けようとしても、何故か扉は開かない。鍵がかかっていた。

　みんなに待ってもらうよう頼んでから、鍵を開けて一人で家の中へと入る。誰かいる気配がまったくしない。買い物に出かけていると、楽天的に考えることはできなかった。

　居間の電気を付ける。

　テーブルの上に、寂しそうにぽつんと一枚のメモ紙が置いてあった。




　たーくんへ。

　春海より。




　これを読んでいる時、たーくんは何故家にわたしたちがいないんだろうと驚いているかもしれません。

　本当にごめんなさい。

　わたしは、たーくんにひとつだけ、噓うそをつきました。

　渡米は、明日の土曜日ではなく、今日なんです。

　最後にたーくんの顔を見たら、絶対に心が揺れるから。見送られたら、きっと足が止まってしまうから。

　だから、噓をついてしまいました。

　他にも謝るべきことはたくさんあります。

　でも、時間がないので、全部書くことができません。

　最後まで、本当に礼儀知らずで、ごめんなさい。

　さようなら。大好きな、弟へ。




　Ｐ．Ｓ．

　鍵は郵便箱に入れてあります。




　お兄ちゃんへ。

　夏海より。




　お兄ちゃん。今まで本当にありがとう。

　書きたいことがいっぱいあるけど、何を書いていいのかわかりませんでした。

　ごめんなさい。

　さようなら。大好きなお兄ちゃん。




　丁寧な文字と可愛い文字で、それぞれ、そんなことが書かれていた。

　頭が、ふらつく。

　今日、だって？

　たった一日の違い。

　だけど、それが巨大な絶望になって襲いかかる。

　もう、間に合わない？

　春姉の書き置きには、噓はひとつだけ、と書いてある。

　だとすれば、フライト時間は今日の午後六時と、そこだけは変わらないはずだ。

　急いで、居間の時計を確認する。

　今は午後五時。

　あと、一時間は、ある。

　だが。

　ここから渡米するための空港までは、駅に着くまでの時間や電車の乗り継ぎを考えると一時間は掛かる。乗り換えに手間取れば、もう三〇分は余計に掛かってもおかしくない。

　どうひいき目に見ても、間に合う可能性は薄かった。

　……だけど、このまま、諦めてたまるか！

　鞄を置いて、大急ぎで家を出る。

　外で待っているみんなが、慌てて追いかけてきた。

「ちょっと、武たけ紀のりくん！　どうしたの！」

　咲が当然の疑問を俺にぶつけてくる。

「フライトは明日じゃない！　今日だったんだ！」

「そんな！」

　理恵が走りながら、慌て、そして悲しそうな顔になった。いや、みんながそんな顔だ。

「あと一時間で、空港まで行かなきゃ間に合わない！」

　それでも、仮に一時間で行ったとしても、間に合うかどうかは怪しい。

　午後六時がフライトだとすれば、その前に二人は飛行機に乗り込んでいるだろう。飛行機に乗り込まれていたら、まだフライト時間じゃなくても打つ手がない。

「一時間であそこの空港までって、電車じゃどう考えても無理だろ!?」

　翔也がもっともなことを叫ぶ。

「だからって、何もしないわけにいくかよ！」

　やけくそ気味にそう返した。

　閑静な住宅街を突っ切って、駅へと全力で走る。みんなもそれに付いてきていた。

　隣を走るゆうきに、他のみんなに聞こえないように声をかける。

「……お前の脚力って、車より速くなかったか？」

「距離が遠すぎる。ボクの体は長距離移動が効率よくできるようにはなっていない。君とて、それぐらいは知っているはずだ」

　やっぱり無理だよな。そもそも、この期に及んでゆうきに頼るなんて考えが甘いのだ。

　いつもの駅から電車に乗って、先の駅で快速に乗り換えて……。頭の中でルートを構築していく。しかし、考えれば考えるほど、現実が突き刺さる。

　どう理想的に乗り継いでも、一時間では厳しいのだ。

　高橋が何か電話をしているようだったが、それを気に掛ける余裕もない。

「くそ……。俺は一体、何をやってたんだ……！」

　後悔しか湧き上がってこない。

　もしかしたら、あの父は偽者かもしれないというのに、俺はそれを見破ることができなかった。

　何も伝えられず、終わるのか。

　このまま朝の後ろ姿が、最後に見た姿になるのか。

　嫌だ。

　嫌だ！

　頼むよ。

　都合のいい願いだなんてわかってる。

「誰か、俺を春姉と夏海の元へ今すぐ連れて行ってくれ！　奇跡でも何でもいいんだ！」

　思わず、そう叫んだ。

　しかし、奇跡など、起きるはずもない。

「都筑！　こっちに来い！」

　高橋が俺の襟首をものすごい力で摑んで、強引に曲がり角を曲がらせる。

「何するんだよ！　駅はこっちじゃないぞ!?」

「いいからさっさと行くぞ！　奇跡？　アホか！　んなもんに頼るな！」

　高橋が何を言っているのかわからなかった。そっちには大通りがあるだけだ。タクシーでも拾おうってのか？

「信じろ！　悪いようにはさせねぇ！　後悔したくないんだろ？」

　押し切られるように、俺たちは大通りへと出た。薄暗くなってくる中、幾つもの光と共に、車が行き交っている。

　そして、高橋はその大通りで足を止めた。

　どうしたのだと、問おうとしたその時、猛スピードのワゴンがまるでこちらに突っ込んでくるかのように、走ってくる。俺たちの目の前にすごいブレーキ音を立てて止まった。

　……轢ひかれるかと思った。

「乗れ！」

　高橋が、車のドアを開けて乗り込むのを促す。

「言った通りだ、一〇分で空港まで行け！」

「いや、さすがにそれは無茶すぎるって、愛あい子こちゃん」

　高橋と車の運転手の会話が聞こえてくるが、意味がわからない。理解が追いつかない。運転している人もここからじゃ見えないけど、誰が来たんだ？

「都筑！　ぼさっとしてんな！　こいつなら、絶対に間に合うから！　あたしだって、妹を変な奴に連れて行かれそうになったんだ！　お前の焦る気持ちがわかるんだよ！」

　だから、行け！　と、高橋が必死に俺へと訴えかけてくる。

　高橋に押し込まれるように、俺が乗り込むと、さらに高橋以外の面子が一人一人乗りこんできた。

　そして、高橋がドアを閉めると、車は強烈な重力Ｇを伴って発進する。

　……というか、この人一体、誰だ？

「あ、あの、ありがとうございます……！」

「いいって。愛子ちゃんたっての頼みだしね」

　運転手の人には見覚えがあった。この前、高橋をからかっていたあの男の人だった。

　その人は全員にシートベルトだけは締めるように厳命して、車のスピードをさらにあげた。そして、すぐ近くのインターチェンジから高速へと乗る。

「それにしても、空港まで一〇分で行けとか、なかなか粋いきなことを言うよね。あの子も」

　粋なのだろうか。苦笑いしか出ない。

「少し飛ばすよ。一〇分はさすがに無理だけど、二〇分あれば着くから安心してくれ」

「す、スピード的には、全然安心できないんですけどっ！」

　理恵が悲鳴を上げていた。四阿ちゃんは膝を抱えて震えているし、咲は目が据わっている。ゆうきは、腕を組んで目を瞑つむっていたが、怖がっているようには見えない。

「あー、怖いなら目を瞑ってた方がいいよー。あと、適当にどこか摑んでて」

　すごいスピードなのだが、不思議と危険に感じない。この人の運転には余裕があるし、車がまばらに走っているが、そこまで危険な割り込みもしていない。スピード以外なら安全運転だった。

　だけど、このスピードで走ってたら警察に捕まるんじゃ？

「ってか、これ、警察に捕まるんじゃ!?」

「二段式ミラーの車もいなそうだし、警報も鳴ってないから、大丈夫だと思うよ」

　三宅くんがもっともなことを運転手の人に震える声で訴える。でも、運転手の人はまるでそれが当然のように平然としていた。というか、警報ってなんですか。

「というか、この高速って空港近くにオービスありませんでした!?」

　翔也も叫ぶように忠告する。オービスとは、速度違反を自動的に取締る装置で、特定のポイントで制限速度を超えて走る車を写真に収めてしまう。写真を撮られると、即座に捕まることはないが、後に出頭を命じられてしまう。

「おー、そういや一基あったなぁ。やべーよ、一発で免停くらっちまう。まあ、いいや。愛子ちゃんにツケとこう」

　この人、高橋に弱みでも握られてるのか？

　しかし、そのスピードは本当に速く、車は猛スピードで走っていた。

　これなら間に合いそうな気がする。

　あとは、二人に会えるのを信じるだけだ！




　そして、フライトにはまだ多少の余裕がある時間で空港が見えてくる。フライトそのものには間に合いそうだった。

　ロビー前に車を止めてもらう。運転手の人にお礼を言っておかないと。

「ありがとうございます！」

「いいから早く行ってきな」

　運転手の人は、人なつっこい笑顔で励ましてくれた。ここにいない高橋共々、本当に感謝したい気分で一杯だった。しかし、浸ひたってもいられない。

　みんなして、車から降りると同時に全力でロビーへとなだれ込む。華はなやかで煌きらびやかなだだっ広いロビーには何十何百もの旅行客がいた。慌ただしく入ってきた俺たちを見て、一部の人たちが何事かと少し注目し始めるが、すぐに興味をなくしたようで自分たちのグループとの会話に戻っていた。ただ単に、フライトに遅れそうな客だと思われたのかもしれない。

「くそ、乗り場はどこだよ……！」

　旅行客やアナウンスの賑にぎわいを耳障りに感じてしまう。しかし、どこへ行くべきなのか、あまりにも広くて俺は何をすればいいのかわからず、動揺し始めていた。

　ロビーで戸惑っていると、翔也に背中を強く叩かれる。

「こっちだ、早くしろ！　乗り場なんか探すよりも出国審査の方に行くぞ！　行くべきは二カ所の出国審査カウンターだ！　どっちかは勘になるけど、当たるように祈ってろ！　それと、まだ二人がそこを通ってないことをな！」

　幼い頃に国内旅行しかしたことのない、しかもそれすら自分で手続きしたことのない俺には翔也が何を言っているのかわからない。

「フライトは六時なんだろ!?　早く行かないと間に合わない！　海外に行くんだから、出国審査を通っちまうと、もう僕たちには手が出せなくなる！」

　俺たちを先導するように、翔也は淡く反射するフロアの床を音を立てて走る。

「なんで、そんなに詳しいんだ？」

「ガキの頃、何回か、海外に行ったことがあるって言っただろ！　大体わかる！」

　確かに言っていたな。現実に根付いたこの男は、こういう時には非常に頼りがいがあった。

　ゆうきは転校生だし、この辺りには詳しくないだろう。俺自身もこの空港の場所は知ってても、内部や手続きに関しては精通していない。他のみんなも、ここまで来たことはなく、手続きもしたことはないはずだ。もしかしたら、国内旅行すら怪しいかもしれない。

　俺たちは多数の旅行客たちの隙間を縫って空港内を全力で駆けた。少し迷惑だと思われたかもしれないが、そんなことを気にする余裕もない。もう、少しでも間に合うように、一秒でも早く目的のエリアに行くだけだ！

　エスカレーターを二段飛ばしで駆け上がっていく。人がいなくて助かった。いや、翔也が人のいない場所を選んでくれたのかもしれない。

　そこを上りきってすぐに、フロアに出た。英語や日本語の会話やアナウンスが飛び交っている。ここもたくさんの旅行客で賑わっていた。翔也に倣ならって振り返ると、何十人もの人が列を成しているのが見える。ここが出国審査カウンターらしい。

　そして、その列の先頭に目を向けると、そこには今まさにカウンターを通ろうとする春姉と夏海がいた。

「春さん！」「春姉！」「夏海ちゃん！」

　みんなが見つけたと、焦るように口々に声をあげる。

「都筑。あの二人の後ろにいる男が、君の言う実父か？」

　ゆうきが、尋ねるように聞いてくる。すぐに頷うなずいた。

「ならば、確信を持って言ってやる。実父ではない」

　悪い予感が現実となってしまう。

　だが、あそこまで直接走っても、もう間に合わない。そうしている内に、あのゲートを二人は通ってしまう！

　それに、今この時、あの男が偽者かどうかなんて関係がない！

　ならば、もうすることなど、ひとつだけだ！

「春姉えぇぇぇ――――――――――――――――っ！　夏海いぃぃぃ――――――――――――――――っ！」

　腹の底から、咆ほう哮こうした。自分でも驚くほどの声量。

　周り中の視線が、こちらに集中する。春姉と夏海も気付いてくれていた。その表情は、これ以上ないほどに驚いている。

　あの人を偽父だと訴えても、ここに来たらそんなこともう意味がない。

　俺の想いを、届かせるだけだ！

「今更だけど、聞いてくれ！　俺の、本当の気持ちを!!」

　異変を感じた警備員が、少しだけ慌てた様子で駆け寄ってくるのが見えた。

　だけど、構うな。迷うな。

　たとえ捕まろうと、為さなきゃならないことがある！

　二人に、一言でも、一語でも、伝わるように！

「俺は、やっぱり、二人と、暮らしたい！」

　結局、俺の剝き出しの望みはこれに尽きるのだ。

　二人にとっては迷惑な想いかもしれない。

　二人のせっかくの覚悟を無駄にするのかもしれない。

　だけど、それでも伝えなきゃいけないのだ。

「幸せにすることを誰かに委ゆだねるのは嫌なんだ！　幸せにするのは俺だ！　それが俺の幸せなんだ！」

　駆け寄ってきた警備員が、俺の体を摑もうと手を伸ばした。

「待ってください！　危ないことはしませんから！」

「少しの時間だけでいいんです！」

　咲と理恵を中心に、一緒に来たみんなが俺を囲うようにして、警備員から遮ってくれる。

　周囲の客たちが何事かと、更にざわつき始めた。

「二人の幸せのために、何かできるなら、どんなことだって、俺の幸せだ！」

　だけど、俺はそれに負けないように。一言でも彼女たちに声が聞こえるように、さらに声を張り上げる。

「今は聞いてくれるだけでもいい！　だけど、いつの日か、必ず戻ってきてくれ！　絶対に二人を幸せにできる男になってみせる！」

　ざわつきは収まらない。なんだなんだと、異変に気付いた人たちが更に集まってきた。

「たとえ二人が家族のままでも、恋人が羨うらやむぐらいに、二人を幸せにしてみせるから！」

　そして、警備員はみんなを押しのけるようにして近づいてきて、俺を摑もうとする。

「お兄ちゃん！」「たーくん！」

　しかし、その前に夏海と春姉が二人して俺の胸に飛び込んできた。












「ごめん……なさい……！　わたし、少しずつたーくんといたらいけないんじゃないかって気持ちになって……。でもやっぱり、わたしもたーくんと一緒に暮らしたい……！」

「お兄ちゃん……！　やっぱり、夏海もお兄ちゃんと一緒にいたいよぉ……！」

　手元にある温もりが、それが本物だと脳へ訴える。

　二人が、俺の元へと帰ってきてくれたようで……。

　俺たちは、人の目を気にすることなく、泣きながら温もりを伝え合うように抱き合った。




　やがて、偽父を名乗ったあの男も俺たちの元へとやってきた。

「警備員さん。大丈夫です。彼らは、別に犯罪を犯そうとしているわけじゃない。それにもう、彼らの目的は果たされてるんです。もう何もしませんよ」

　警備員を説得する九条院。幾ばくかの会話の後、警備員の人は俺たちを一いち瞥べつし、

「いきなり大声を張り上げたりしないでください。すぐに、テロだと誤解されますよ」

　と注意してくる。

　いきなり大声を張り上げて、その程度で済んだのは僥ぎよう倖こうだ。勢いで叫んでしまったが、当たり前だが今のご時世では警備員も警戒する。

　警備員を追い払った九条院は、俺たちへと視線を向けた。俺は負けじと睨み付け、身構える。

「さて、やってくれたね。チケット代が無駄になってしまったよ」

　……怒るものかと思っていた。本来ならば、激怒していてもおかしくないのに。

　しかし、彼は顔に安あん堵どの笑みすら浮かべている気がする。俺はその表情の真意を理解できなかった。偽者で、春姉と夏海を攫さらおうというのなら、もっと執着心があるものじゃないのだろうか……？　だが、俺がすべてを台無しにしたというのに、敵意も何も感じない。むしろ、俺が来て当然とも言わんばかりだ。

「……十八時フライトのニューヨーク行き、間もなく離陸します。お急ぎの方は……」

　本来、春姉たちが乗る予定だったであろう飛行機のアナウンスが流れる。しかし、偽父はそれが聞こえないかのように、気にする様子がない。

「あ、あのフライトは……？」

　春姉が心配したように、偽父に問い掛ける。

「構わないさ。あとでキャンセルが出る飛行機を探すよ。それよりも、都つ筑づき君と話をする必要がある」

　そう言って偽父は、財布からお札を数枚取り出して春姉に渡した。

「みんなでご飯でも食べてきなさい。僕は彼と二人きりで話をしなければならない」

　この場合、彼が本当に実父であれば、話すのはむしろ春姉と夏海のはずだ。事実、春姉たちは不思議そうな顔をして、きょとんとしている。

　しかし、結局押し切られ、春姉たちとみんなは九条院に促されるようにして、エスカレーターを下りていった。

　そして、俺たちはその場に二人だけとなる。

「都筑くん。少し、静かなところに行こうか。騒がしいところで話す内容でもないしね」

　九条院が歩き出すのを見て、俺は警戒を解くことなくそれについていった。

　奥に進んでいくと、少しずつ人気がなくなる。まったくいなくなることはないが、それでもロビーや出国カウンターのエリアからすれば雲うん泥でいの差だ。

　やがて九条院が、雑踏から離れたベンチに座る。俺は立ったまま彼を見下ろすように、見据えた。

「さて、何から話したものかな……」

　悩む素振りを見せ、ひとつため息をつく九条院。そして、彼はすぐに口を開く。

「君が最後に来てくれて、ほっとした」

　九条院の発した台詞は意外なほど穏やかで、俺はその意味を理解するのが遅れた。

　彼は、悲痛な様子で告白を続ける。

「僕はね。彼女たちの実父でもなんでもない。まるきり、赤の他人さ」

「ついさっき、知った……けど……」

「やはりそうか。君は実父のグラフィックを見たことがなかったと踏んだのだけどね。どうしてわかったのかな？」

「……少し変わった奴がいて。そいつに教えてもらったから……」

「そうか……」

　九条院は、それについて何も尋ねたりはしなかった。

「僕もね。君と同じなんだよ」

「まさか、メールの……？」

　それを聞くと、九条院は少し苦笑する。

「話が早くて助かる。僕も君と同じ虚構を現実に投影した『設定者』だ」

　驚いてしまって、二の句を継ぐことができない。今まで設定者はゆうき、藤ふじ田たと見てきたから、衝撃はそこまで大きくなかったのは確かだけど……。それでも、俄にわかには信じられない。

「僕の本名は『武たけ杉すぎ智とも樹き』。もちろん、見た目通りの年齢だよ。二八歳だ」

　完全に俺が見た印象とぴったり合っていた。高橋が言っていた雰囲気が四〇代じゃないという判断もぴたりと当たっている。ある意味、彼女は本質を見抜いていたのだ。

『エターナル　イノセンス』を知っているということは、もしかしたら翔也の言っていたオタクのオーラを持っていたというのも何気に当たっているのかもしれない。

　俺は、春姉の実父を名乗ったということで、ファンディスクのシナリオが起動したものとばかり思い込んでいたから、視野が狭くなっていた。実父を名乗れる人間はそれ以外にいないはずだ、と。

「僕は今から一三年前に『クラスメイト』というゲームを投影した。もっとも、僕が投影したことで、君はそのゲームを覚えているはずがないけどね」

　彼が『設定者』と打ち明けたことを、ここに来て初めて納得する。先に投影した方に、記憶のアドバンテージがあることを彼は知っていたからだ。事実、俺はそんなゲームの名前を知らない。

　武杉さんは、特にそれをフォローすることなく続ける。

「『クラスメイト』と『エターナル　イノセンス』の原画師はね、同じなんだよ。これがどういう意味かわかるかい？」

　絵師が同じ？　確かに『エターナル　イノセンス』の絵師は、翔也から聞いた限りでは古参の人だ。もう一〇年以上前から描いていると聞いたことがある。そして、まだまだ第一線で活躍しているとも。

「僕が投影した『クラスメイト』のヒロイン『皆みな河かわ春はる奈な』は、『エターナル　イノセンス』の『真さな田だ春海』にそっくりなんだ。絵柄は多少変わったけど、その絵柄の本質はまったく変わっていない。性格も似ていたよ」

　……ということは、まさか。

「あなたのヒロインに、そっくりな春姉を手に入れようと、した？」

「そういうことだ」

　事もなげにあっさりと白状される。

　あまりにも勝手な理由に俺は憤りを感じたが、それと同時に強い疑問も湧き上がってきた。

「『皆河春奈』さんは……？」

　この人には、元々、その春姉に似ているというヒロインがいたはずなのだ。

　そのヒロインがいるのに、春姉を手に入れようとするなんて、まるで意味がない。

　まさか、消えたのか……？

「交通事故で、死んだんだよ……」

　交通事故……？　死んだ……？

「あれほどの事故だ。きっと君も覚えているだろう。八年前に僕らの街で起こった未み曾ぞ有うの大事故だ。未だに原因が不明の、ね……」

「覚えて、います……。あれで、俺の父も亡くなりました……」

「そうだったのか。思い出させてすまない……。だが、僕のヒロインだった春奈も、あの事故で亡くなったのは確かなんだ。もう結婚もしてたから、葬式で喪主も務めたよ」

　ヒロインが、交通事故で死ぬ。

　それは、まさかシナリオで？

「誤解しないで欲しいのは、『クラスメイト』のゲームに交通事故のシナリオなんてないということだよ。あれは確かに現実で引き起こされた事故だと僕は思ってる。いや、今でも原因が解明されていないから、なんとも言えないけどね……」

　武杉さんは、天井を見上げて遠い目をしていた。

　そこから読み取れる感情は、深い深い悲しみだけだ。

「僕の生き甲斐に等しかった彼女が亡くなってから、僕は抜け殻のように過ごしていた。会社に勤め始めてからやめていたゲームも、少しぐらいは気晴らしになるかと思って再開したよ。『エターナル　イノセンス』もプレイした。ただその時は、春海さんが春奈にそっくりで少し驚いたぐらいだった。同じ絵師だったし、皆河春奈はゲームキャラとしては存在していないことになったわけだから、そんな偶然もあるだろうと。しかし、その後、『エターナル　イノセンス』はこの世から突然消滅した。まるで、僕が『クラスメイト』を投影した時のように……」

　俺が投影した時か……。

「そして、ある日のことだ。偶然だったが、学校帰りの春海さんを見た。見た瞬間、夢を見ているのかと思ったよ。まるで、春奈の生き写しのようだった。僕は一瞬で心を奪われた。彼女しか、見えなくなるほどに……」

　そして、武杉さんは計画を練っていったのだと語った。

　俺たちへと接触する計画を。春姉を手に入れる計画を。

「しかし彼女と話してて、すぐに正気を取り戻した。誘拐という罪悪感はずっとあったし、春海さんも春海さんで春奈とはやはり違ったから。ある意味では、僕は春奈に目を覚まさせてもらったんだろうね。そして、彼女の君への深い深い愛情に気付いてからは、もう引き下がろうと思った。だけど、思うところがあって、そこから僕は計画を別のものへとシフトさせたんだよ」

「別のもの？」

「春奈とは違っていても、償いとして春海さんを助けたいと思ったのは事実なんだ。そこで僕は君の覚悟が知りたかった。彼女を幸せにしてくれると確信できるほどの覚悟がね」

　武杉さんは、強く語る。

「そして、その覚悟がなければ、本当に引き取ろうと思っていた。ヒロインたちを幸せにしようとしない主人公に、春奈の生まれ変わりのような女の子を任せたくなかったんだよ」

　武杉さんは立ち上がり、俺へと向き直った。

「だけど、君は最終的にきちんとその覚悟を見せてくれた」

　そして、突如として正座し、上体を倒して土下座する。

　そんなドラマでしか見ないような光景に、俺は気が動転し、慌ててしまった。

「本当に済まなかった。覚悟を試すなど無礼極まりなかった。そして、自分のやったことははっきりと犯罪だ。許してくれとは言わないし、許して欲しいとも思わない」

　武杉さんは俺を気にすることなく、擦れた声で続ける。

「君が望むなら、警察に出頭する。それでも、これだけは、言わせて欲しい。春海さんも、妹の夏海ちゃんも、君の手で、幸せにしてやってくれ。彼女たちは、普通の人間と変わらないんだ……。病気にもなるし、事故に巻き込まれれば死んでしまう。それを、悲しむ人もいるのだから……」

　それは、心の底からの願いなのだろう。声から本気の想いが伝わってきた。

　彼からすれば、春姉も夏海も赤の他人に過ぎないのに……。

　少しずつ情が移っていったのだろうか……。

　それは、容姿が同じだったということもあるのかもしれない。

　だけど、俺には失ったヒロインに対する贖しよく罪ざいのようにも思えた。

「武杉さん……」

　ただ、この人のやったことは、理由はどうあれ許されることではない。

　俺に裁く権利があるかどうかは、怪しいけど……。

　だから。

「警察に出頭なんて、いいですよ。俺がもっとちゃんとしてれば、済む話でした」

　この人自身も、俺を不甲斐なく思っていたのだろう。

　自分でもそれは感じていた。

　でも。

　俺は気付いた。いや、気付けた。みんなの力で。

「それに、二人を幸せにするなんて、もう言われるまでもありません。もう、悩みません。春姉も夏海も、俺が絶対に幸せにしてみせます。一緒に、幸せを作り上げていきます。一歩一歩進んで、一緒に幸せの作り方を必死で探していきます」

　そう言うと安心したように、武杉さんは顔を上げる。

　彼は八年間溜めてきたかと見紛う滝のような涙を、人目を憚はばからず流していた。




　武杉さんは次の便で席が空いたらしく、その飛行機でアメリカへと旅立っていった。アメリカに行くのは本当に仕事の都合なのだとか。

　あっさりとした別れだったが、それも仕方のないことだったのかもしれない。

　偽者と知って、春姉や夏海も混乱していた。事情は俺と春姉と夏海と、そして武杉さんの四人で話している時にすべて説明してある。とはいえ、はいそうですかと認められるものでもなかっただろう。

「すまなかった。いくらでも罵ののしってくれて構わない。引っぱたいてくれて構わない」

　武杉さんが頭を下げたが、春姉はかぶりを振っていた。

「いいんです、もう。そういう事情でしたら、納得もできますから……」

　ただ春姉も夏海も、納得をしようとしている。

　それでも言葉通りに、すべてを納得することはできないのだろうけど……。

　春姉と夏海のアメリカ行き手続きはすべてキャンセルされ、転校の手続きの取り消しなども、武杉さんがすべてなんとかしてくれるらしい。こちらはどんな手続きをしたか把握していないので非常に助かった。

　ただ、来週の学校ではちょっとした混乱が起こるかもしれない。転校したはずの二人が、朝から登校するのだから。

　もっとも、笑ってもいられない。事態をここまで発展させてしまったのは、俺の覚悟が足りなかったからなのだから。もっと早く決断していれば、ここまで大事にはならなかっただろうしな。

　空港から出ようとする前に、俺を捕まえようとしていた警備員と目が合って、すごく睨まれた。萎い縮しゆくする。騒がせて本当にごめんなさい……。

　空港のロビーまで来て、春姉と夏海が俺の腕をそれぞれ摑んでくる。理恵と咲がしょうがないといった顔をしていたのが少しだけ印象的だった。

「まだ……、信じられない気分……」

　偽者だと言われて、当たり前だが、まだ春姉たちは動揺している。

　だけど、もう、関係もない。

「春姉、夏海。俺たちの家に帰ろう」

「うん、たーくん」

「帰ろう、お兄ちゃん！」

　二人から伝わってくる温もりが、久しぶりに体に染み渡るようで。

　これ以上ないぐらいに、その温もりが愛おしかった。
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　あの空港騒ぎから、日曜日を挟んで月曜日。いつものように、みんなと一緒に登校したわけだが、学校ではちょっとした騒ぎがあったらしい。もちろん、春はる姉ねえと夏なつ海みが復学したことだ。

　もっとも二人は三年生と一年生だし、騒いだのは春姉と夏海のクラスだけだ。現実で、一生徒の転校が、学年を超えて噂うわさになるなんてそうそうあるわけないしな。ちなみに、この話は本人からの又聞きだ。

　昼休み。教室で春姉の弁当を食べ終わってから、ゆうきを踊り場へ連れ出す。

「ゆうき。ありがとうな。本当に……。お前がいなかったら、俺、絶対に後悔してた」

　そして、改めてお礼を言った。

「礼を言われる筋合いはない。ボクは当然のことを言ったまでだ」

　しかし、そっけなくそんな風に返されてしまう。

「第一、今回のことは反省点も多い。もう少し話し合いは煮詰めていこう。あれが偽者だったということは、藤ふじ田たの言っていた『設定していないのに、勝手にシナリオが起動した』という話は、また別問題になるしな」

　確かに、俺は藤田の意見があったことで、ファンディスクのシナリオが何かしらの条件を満たして起動したと思っていた。だが、武たけ杉すぎさんが偽者だったということは、現実にファンディスクのシナリオは起動していないことになる。それは勝手にシナリオが起動する条件があるかもしれないということなのだから。

　しかし、今はゆうきに感謝の気持ちを伝えたい。

「なんにせよ、やっぱり、お礼は言わせてよ。いつもありがとう」

　彼女には助けられっぱなしなのだから……。

「……礼を言うなら、高たか橋はしと佐さ藤とうだろう。あの二人が今回、最大の功労者だ。あっちに礼を言っておけ」

　もちろん、そのつもりだった。




「まあ、丸く収まったみたいで良かったよ」

　教室で話しかけた翔しよう也やが軽い調子で、いつものように言ってくる。

「それにしても、なんであんなことに付き合ってくれたんだ？」

「ま、半分は成り行きってやつだよな。協力したくなる空気ってやつ？　それに、お前が悩んでる原因もはっきりしたし……。色々あったけど、ま、あとは言わぬが華はなってやつだ」

「だけど、お前がいなかったら空港で本当に……」

「気味悪いな。いつもの調子でいこうぜ。第一、お前が反対の立場だったらどうだった？　そう考えりゃ、別に不自然なことでもなんでもないだろ」

　確かに、翔也が真剣に困っていたら、俺もできる限り手を貸すだろう。

　翔也は俺の胸に拳こぶしをコツンと乗せるように置いた。

「人には、どんな者にも、それぞれ何かしらの役割がある。それでいい。……ギャルゲーからの受け売りだけどな！」

　なんとも、複雑な気分にさせるのが上手い男だ。ただ、翔也のいつも通りの態度は、こっちとしても気が安らぐ。俺もこいつが何かしらの事件なりに巻き込まれた時は、自分のできることをしていこう。

　犯罪は、助けられないけどな。




「高橋、ありがとう」

　次は廊下に出ていた高橋にお礼を伝えた。車を呼ぶなんて発想、あの時の俺にはない。機転を利かせてくれたことは、やはり感謝すべきだった。

「別にいいよ。あたしにできることがあった。それだけの話だろ？」

「いや、やっぱり助けてくれたわけだし……」

　それに、あの運転手の人にもお礼を伝えたい。

「……じゃあ、今度あたしが困ってる時に助けろ。それでいい」

　少し、意外な申し出だった。

「お前が、困ることなんてあるの？」

「……お前、あたしをなんだと思ってるんだ。そりゃ、それなりにあるよ」

　不機嫌な顔が、更に不機嫌になってしまった。

「悪い。ちなみに、どんなことで困るんだ？」

「さあな。そん時になったらわかんだろ」

　そう言って、高橋は教室の中に戻ってしまった。

　俺は本当に、勿体ないぐらい素晴らしい友人たちに恵まれている。

　必ず、どこかでお礼をしたかった。




　その日、用事があると言ってこそこそと二人でどこかに行ってしまった春姉と夏海と別れて、学校から帰宅すると郵便受けに封筒が届いていた。

　取り出して、封筒を確認すると宛先は『都つ筑づき武たけ紀のり』宛て、つまり俺になっているが、誰からのものかは書かれていない。

　中身を開けると、そこには二枚の便箋と何か妙なチケットらしきものが入っていた。

　まずは便箋の方を読む。

　一枚目には、『僕の正体がわかっている場合』と書かれている。

　まずはそちらを読んでみた。




　『僕の正体がわかっている場合』




　都筑武紀くんへ




　まずは、この手紙を開けて読んでくれたことに感謝したい。なお、もう一枚の方は、読んでくれても読んでくれなくても構わない。

　この手紙が届く頃には、僕は海外で仕事を始めていることだろう。

　いつ帰ることができるかはわからない。一カ月後かもしれないし、一〇年後かもしれない。仕事の進行次第、といったところだ。




　さて、僕の話をしても意味がないね。

　本題に入ろう。

　君には、本当に迷惑をかけたと思っている。

　もちろん、春はる海みさんや夏海ちゃんにもだ。

　どうやっても許されることではないが、何もしないというのは僕の気が済まない。

　僅わずかばかりだが、迷惑料として小切手を同封させてもらった。

　春海さんと夏海ちゃん、そして君自身のために役立てて欲しい。




　それと、僕に何か力になれることがあればいつでも頼って欲しい。これも贖しよく罪ざいのひとつだと考えてくれ。僕に頼りたくはないかもしれないし、大した力にはなれないとは思うが、無条件で必ず君たちの力になる。




　手紙にはそんなことが書かれていた。最後は『後日、電話番号とメールアドレスが記載された手紙を送ります』という文章で締められていた。

　それと、同封してあるという小切手を何気なく確認する。

　目が飛び出そうになった。

「なんだこれ……」

　思わず、独り言が漏れる。

　すごい金額だった。周囲に誰もいないというのに、思わず周りから隠すように持ってしまう。

　俺たち三人が、一〇年は遊んで暮らせるかもしれない金額が、そこには書かれていた。余裕で札束風呂ができるほどだぞ、これ。

　あの人は初めて会った時、仕事を必死でやってきたと言っていたが、それは自分の話だったのかもしれない。初めて会った時に話していたことは、一部が本当のことだったのかもしれないが、本人に訊かなければそれはもうわからないだろう。

　そして、残されたもう一枚の便箋には『僕の正体がわかっていない場合』と書かれていた。そちらの方も読んでみる。

　中には、あの人の本名やその正体がネタばらしのように書かれていた。

　その内容は俺を責めるもので、最後には『君には主人公の資格がない』という文章で締められている。

　そしてその場合の小切手の名目は『春姉や夏海をここまで生活させてくれたお礼としての手切れ金』だ。

　この手紙はどういう結果になったとしても、送られてくる物だったのか。

　もしあの時、空港へ行かなかったら、これが届いて俺は激しく後悔していたのだろう。

　改めて、ほっとした。

　それにしても、この小切手はどうしようか。

　……なんて、考えるまでもない。

　まずは、自分の力でできる限りやるのだ。俺は部活だってしていないのだから、その時間をバイトに充てればいい。春姉はまた反対するかもしれないが、なんとしても説得する。消えるかもしれないから、なんてもう絶対に言わせない。

　このお金は、あくまで保険。

　格好良く破り捨てたい衝動にも駆られるが、さすがにそこまではできない。

　俺の力でどうにもできなくなってしまった場合や、どうしてもなんらかの事情でお金が足りなかった時にだけ使わせてもらおう。

　今度、会った時にはこの小切手を突っ返してしまうのだ。それまでは仏壇に納めておこう。

　武杉さんの贖罪をしたい気持ちを踏みにじるようだが、春姉と夏海と一緒に生活するのは俺なのだ。

　それは、俺の我わが儘ままかもしれないけど。

　俺は、みんなで支え合って生きていきたい。

　だから、まずは春姉の進学資金をバイトしてこつこつと溜めていこう。迷惑が掛かろうが、危険になれば親戚にだって頭を下げる。俺にできることは、なんだってやっていくと決めているのだから。




　しばらくして、春姉と夏海が一緒に家へ帰ってきた。春姉と夏海がリビングに入ってきて、買ってきた総菜や野菜を冷蔵庫に入れていく。俺が手伝う隙すきがなかった。

「俺を置いてどこに行ってたの？」

　少し、拗すねるように言ってみた。

「もう。ちょっとしたお買い物よ。夏海ちゃんのね」

　春姉は困ったように答える。その夏海は、何かボーッとして心ここに在らずといった様子だった。

　どうしたんだろう……。

　そして俺が夏海を見ると、なぜか夏海は俺から目を逸らして、逃げるように二階へ上がっていってしまった。

「夏海、どうしたの？」

「うふふ。照れてるのよ」

　なんで、と聞いても春姉は答えてくれない。すごく気になるんですけど。

　そして、春姉は我関せずといったように、夕食の料理を始めた。

「じゃあ、その代わりと言うと変かもしれないけど。わたし、進路決めたよ」

「えっ、ほんと。どうするの？」

　どうやら、春姉は顧問の先生に相談をしてから進路表を提出したらしい。

　春姉は料理をしながら、笑顔で進路を教えてくれた。

「大学に行くわ。泉いずみ谷や先生の出身大学でね、色々と便宜が利くらしいの。遅くなったから無理かもしれないって思ってた奨学金の手配もなんとかしてくれるって。この家からも通えるから、即決しちゃった」

　進路を説明する春姉は、今までにないほど生き生きとしている。

　まるで新しい人生が見つかったかのように明るい。

　自分の好きなことをできるからだろう。それに奨学金が出るのであれば、進学に必要な資金も軽減されるのだから、生活の心配も減る。

「それで、たーくんには、その、迷惑かけるかもしれないけど……」

「春姉にかけられる迷惑だったら、俺は幸せだから良いよ」

　俺がそう言うと、春姉は頰を赤くした。

「もう、調子がいいんだから。理り恵えちゃんと咲さきちゃんにも言ってるんでしょ？」

　……言葉を変えて言っている覚えは少しある。

　春姉は少しだけほっぺたが脹れ気味だ。でも、そんな春姉は、身びいきかもしれないが、年相応に可愛く見えた。

「前にわたしと試合したプロの人がいるでしょう？　あの人が大学で面倒を見てくれるらしくて、しごいてやるって言われたわ。利き手交換は、少し時間が掛かるかもしれないけど、大学に行ってる間には絶対に成功させる。その頃に利き腕も治ってたらって考えると、少しワクワクしちゃう。大学卒業までに、プロになれたら……。ううん、絶対にプロになって稼いでくるからね」

　春姉にしては珍しく饒じよう舌ぜつだ。それだけ心から嬉しいということなのだろう。

　俺も釣られるように嬉しくなる。

「はしゃいで怪我しないようにね」

「もう……。しないわよ。でも、心配ありがとう」

　それでも、春姉自身の身体が一番大事だ。そこだけは、ちゃんと労いたわって欲しい。今から焦る必要もない。

　そして、しばらくして料理は完成して、夕食の時間となった。

　準備をする段になって、夏海は降りてきたが、未だに沈黙を保っていた。ただ、不機嫌とか疲れてるとかそういう雰囲気ではなく、どうもソワソワしている様子だ。

「夏海、本当に、どうかしたか？」

「えっ。なにがっ!?」

「いや、さっきから様子がなんか変だから……」

　何な故ぜか夏海は頰ほおを赤くする。そんな口籠もる夏海を、春姉がすぐにフォローした。

「秘密だよ。たーくんはそれ以上、夏海ちゃんを問い詰めるの禁止ね」

「えっ、問い詰めたつもりはないのに！」

　慌てて弁解する。なぜか、夏海も慌てていたが、口を噤つぐんで喋らない。伝えたいけど、恥ずかしい、そんな顔になっている気がした。

「悪いことじゃないから。あとは察して。お兄さんなんだから」

　春姉は笑顔で言ってるから、本当に悪いことじゃないんだろうけど……。

　やっぱり、気になってしまう。

　そんな感じで発生したモヤモヤが晴れたのは、出てきた夕食を見た時だった。それと同時に、春姉が夏海と一緒に買い物に行った理由も、すべて理解する。

　この日の夕食はいつもよりも豪華で、夏海の好きなメニューばかりで。

　そしてその中に、お赤飯がある。

　テーブルに置かれたすべてが、夏海に何が起こったのかを、すべて物語っていた。

「そっか……」

　夏海は、成長したんだ。

　夕食の最中、夏海はずっと頰を赤くして、恥ずかしそうに、でも少しだけ嬉しそうにご飯を食べていた。

　それとなく、「おめでとう」と小さい声で伝えると、夏海からも微かすかな「ありがとう」という声が返ってくる。

　なんだか自分のことのように、夏海の成長が嬉しかった。




　そして、その夜。

　風呂から出て、そろそろ寝ようと思いつつ、部屋に戻るといつもベッドの上に置かれている布団がなくなっていた。

　代わりにメモ紙が置かれている。

　そこには『わたしの部屋に来てください　by春海＆夏海』とあった。

「なんだ？」

　少し、訝いぶかしみつつも部屋を出て、春姉の部屋の前まで来てみた。

　軽く、二回ほどノックする。

「どうぞ♪」「どーぞー」

　軽快な返事が返ってきた。

　……なんだろう。

　妙にこの扉を開けるのが怖い。開けたら引き返せない気が……。

　とはいえ、もう今更だった。覚悟を決める。

　扉を開けた。

　そして、部屋の中を見て、俺が二人に何を求められているのかを一瞬で理解する。

　布団が敷かれた状態で二枚縦に並んで、枕もあった。掛け布団も綺麗に揃えられている。

「いらっしゃいませー、かな？」

　パジャマ姿の夏海が、布団の上で寝転がっていた。

「えーと……」

　正直、反応に困る。どうしろと言うのだろう。

　いや、どうするってもう決まっていて、ここに来た以上、もう退路はない。

「学校にも行けて、ようやくいつも通りみたいになったからね。だから、三人で一緒に寝よう、たーくん。たまには夏海ちゃんみたいに、わたしも一緒に寝たい……」

　少し大きめの枕を胸元に抱いて、春姉は頰を赤らめていた。いつも甘えさせてくれる人が、今日は甘えたがりな人になっている。

　一発でノックアウトされた。理性の最速敗北の新記録更新だ。せめて、三ラウンドぐらいはもてよ。情けない。

「……了解。せっかく元通りになったんだしね」

　言い訳しつつ、部屋の中へと入る。何かこう、イケナイことをしている気分になってくるが、今日だけだと言い聞かせる。家族だし。家族だし。家族だし！

「ほら、お兄ちゃん、真ん中っ」

　夏海が掛け布団を持ち上げて、真ん中に誘導して俺と一緒に布団に入った。

　布団の中の温かさが、なんだか妙に気持ちいい。

「電気消すよー」

　春姉が電気を消して、今度は春姉が布団に入る。

　三人が川の字になって寝た。

　しかし、寝ると言っても夏海は俺の腕を抱えてるし、春姉は俺の手を握っていて、俺はまったく落ち着かない。左を向けば春姉の顔が息遣いを感じるほど近くにあって、右を向けばすぐ近くに夏海の顔があるのだ。

　というか、こんな状況で寝れるわけがねぇー！　今俺が感じている熱は、風呂上がりだからってだけじゃないはずだ。

　少しの間、そんな眠気を吹き飛ばす緊張を味わっていた。

「たーくん……」

「お兄ちゃん……」

　二人も、まだまだ寝るつもりはないらしい。まあ、早々と寝られても不公平な気がするしな。

「大好きだよ……」

　夏海が、俺の腕を抱きかかえる力を強め、そして俺の頰にキスをする。

　えへへ、と笑って照れるように、顔を布団の中に隠してしまう夏海。ああ、もう可愛いな！

「わたしも、大好きだからね……」

　春姉も、俺の手を摑む指の力を強めて、俺の頰にキスをした。

　幸せそうな笑顔だった。

　それだけで、もう、ものすごく嬉しくなる。

　二人の笑顔を見て、思う。

　俺は、この二人の家族を守っていくんだ、と。

　一緒に、一歩ずつ歩んでいこう。

　大事な、大事な、家族なのだから――。
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　あとがき




　こんにちは、あるいは初めまして。田た尾お典のり丈たけです。

　そろそろ夏の暑さも収まっている頃でしょうか。夏と言えば海やプールといった単語が浮かんでくるわけですが、私はここ数年どころかもう一〇年は泳いでない気がします。

　学生時代に海に行ったような気がしたんですが、よくよく思い返してみれば部活の合宿で、砂浜を走るのみでした。その後は別の場所で練習。……海で泳いでいませんね。

　そういえば、専門学校時代にプールに行きました。『異性をナンパして、一緒に写真を撮る』なんて夏休みの課題（ここ重要）を学校側から出されたからですが。

　……あれ？　ロクな思い出がない？　……まあ、気にしないことにしましょう。




　それでは、恒例の関係者の方々に謝辞であります。

　担当の川﨑さん。お会いして一年となりましたね。そろそろ堪忍袋の緒が切れる頃ではないかと、毎日震えています。必死でやりますので、今後ともよろしくお願いします。

　絵師の有あり河かわさん。また忙せわしなくってほんっとうすいません。でも、有河さんの絵は、寺院で灰から復活できるぐらい尊いです。心が奪われる意味では、消滅ですが！

　そして、読んでくれた読者の皆さん。また、お会いできて嬉しいです。幸いにも、まだまだ続きますので、今後とも読んでいただけるとありがたく思います。『FBonlineエフビーオンライン』でやってる、高たか橋はしさんの兄が主役の外伝も合わせてよろしくお願いします。




　さて、このシリーズも今巻で、弓で喩たとえると引き絞るのが終わったというところです。

　あとは矢を放ち、穿うがつのみ――。


二〇〇九年八月
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